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    第一部　アポカリプス


    


    第一話／今日も、がんばっている


    



    



    「ささみ～」


    　妹が呼んでいる。


    　ふつうに呼び捨てである。


    　むかしは『お姉ねえちゃまぁん好き好き大好きっ♪』だったのになぁ──いや、そんな時代はなかったか。


    　こんなわたしに優しくない現実は嫌いやだ、と布ふ団とんを頭からかぶってベッドに引きこもる。


    「こら寝直すな。起きろ。遅刻するよ？」


    　容赦なく、げしげしと蹴けられた。


    　うう、と唸うなりながら渋々と顔をだすと、仏ぶつ頂ちよう面づらの妹がこちらを覗のぞきこんでいた。


    　わたしの妹──月つく読よみるるなちゃんは今年から高校に入学した。


    　いつまでも不健康に伸び悩んでいるわたしの背丈はとっくに追いこし、高校の制服も華きや奢しやなその肢体に似合っている。


    　月光を固めたみたいな長い髪は、艶つややか。


    　陶器のごとき白い肌。


    　長い睫まつ毛げに飾られた、新月のような無慈悲な瞳。


    　この世に舞い降りた天使のごとき美しい妹を、とりあえず「ありがたや、ありがたや」と両手をあわせて拝んでいると。


    「まだ寝ね惚ぼけてるの？」


    　るるなちゃんは眉み間けんに皺しわを寄せて、わたしから目を逸らした。


    「さっさと起きて顔洗って着替えてよ、ささみはほんとに愚ぐ図ずだなぁ」


    　朝っぱらから心を抉えぐってくれる、ほんとは優しいと信じたい、わたしの妹である。


    「パパが朝ご飯つくってくれたからさ。わたしはもう食べたから、先行くよ？」


    　言いながら、きちんと教科書などが詰めこまれた学生[image: ]かばんを、やや伝でん法ぼうに肩に担ぐ。


    　どうも、荷物を取りにきたついでにわたしを起こしてくれたらしい。


    　そのまま部屋の出口に向かおうとする妹を、わたしは引き留める。


    「待って待って、途中までいっしょに行こうよ。お姉ちゃん、すぐ準備しちゃうから」


    　もたもたと上体を起こしながら言うと、るるなちゃんは嫌そうな顔をした。


    「高校生にもなって、姉といっしょに登校とかヤなんだけど。あと、あんたを待ってるとわたしまで遅刻するし」


    「いっしょに遅刻しようよ～、るるなたんも駄目人間になっちゃおうよ～♪」


    　わたしは新種の妖怪のように、るるなちゃんの華きや奢しやな腰にしがみつくと、そのままベッドのなかに引きずりこむ。


    　体温の低い妹に、わたしの寝起きでだぶついた熱が移っていく。


    　満足いくまで抱きしめていると、るるなちゃんは「もが、もが」と藻も搔がいた。


    「こら。制服が皺しわになっちゃうでしょ……」


    　諦あきらめたように溜ため息いきをつくと、るるなちゃんは間近からこちらを見据えてくる。


    　おおきなお目々に宿るのは、苛いら立だちと、ほんのわずかな善意。


    「いつまで拗すねてるの？」


    　刃やいばのように、その視線と声はわたしの深いところまで貫つらぬいてくる。


    「落ちこんでるのが、哀しいのが、あんただけだと思ってるの？」


    　わたしの顔面を鷲わし摑づかみにして、遠ざけると。


    　るるなちゃんは起きあがり、ベッドのふちに腰かける。


    　そして、乱れた髪を指先でかきあげる。


    「あれからもう、五年もたつんだよ」


    　独り言のように。


    「前向きに、がんばろうよ。それしか、できないんだから。でないと──」


    　その言葉のつづきを、るるなちゃんは口にしなかった。


    　何もかもを振り払うようにして立ちあがると、そっと、自分の学習机に歩み寄る。


    　そこに置かれた稲妻模様の目立つヘッドフォンを、拾いあげて耳に添えた。


    　その途方に暮れたような背中に、かける言葉はなかった。


    　わたしは緩慢に起きあがると、室内を見回す。


    　壁をぶち抜いて広い間取りにした、見慣れた部屋。


    　並ぶ、わたしと妹の学習机。


    　置かれたベッド。


    　簞たん笥すに飾られた、ぬいぐるみたち。


    　血で汚れているうさぎのぬいぐるみは、るるなちゃんのベッドにある。


    　自作のパソコンは、むかしは大量に置かれていたけれど、もう数台しか残っていない。


    『お兄ちゃん監視ツール』も、ずっと使わずに埃ほこりをかぶっている。


    　ベッドの枕元に、写真立てがある。


    　その写真には、高校生だったころのわたしと──そんなわたしに抱きよせられて、嫌いやそうにしながらもばっちりピースサインをしている、ちいさな妹が写っている。


    　わたしたちの周りには、不自然に空白があいている。


    　そこに、わたしたちを保護してくれていた、優しいひとたちが写っていたことを、覚えている──忘れない、ずうっと。


    　わたしと、ちいさな妹を包みこむようにして立っていた、あのひとたちのことを。


    　あの日──世界が、終末を迎えてしまった日。


    　格好つけて、自分たちを犠牲にして、あのひとたちはわたしたちを守ってくれた。


    　思い出だけを、残して。


    「わかってるよ」


    　わたしは空白が目立つ写真に、指を添えて、誰にともなくつぶやいた。


    「がんばるよ──」


    　この哀しみに、欠落に、折りあいをつけて。


    　前を向いて、歩いていかなければ。


    　申し訳がない。


    　るるなちゃんが口にしかけてやめた言葉を、わたしは察している。


    　でないと。


    　あのひとたちが、犠牲になった意味がない。


    　肩が震ふるえる。


    　涙が[image: ]あふれてくる。


    　優しくそれを拭ぬぐってくれるひとたちは、もういない。


    　いないのだ。


    　わたしは、今年で二十三歳になる。


    　高校を卒業し、大学に進み、就職もできずにうだうだとしている。


    　どこにでもいる、ふつうの人間。


    　ふつうの、人生。


    　ずうっと望んでいたはずの、日常のなかにいる。


    　神さまなんていない、この世界で。


    



    　わたしは今日も、がんばらなくちゃ。
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    第二話／終末時計


    



    



    　もう遠い昔のことのように思える、あの終末の時代を思いだそう。


    　それは静かで寂しい、わたしたちの黙示録。


    



    「どうしよう情雨じようちゃん！　かがみが死んじゃったかも！」


    



    　わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みの在籍する、桜こノの花はな咲さく夜や学園。


    　三年心組の教室。


    　早朝で、まだ生徒の姿もまばら。


    　冷えこんだ教室の片隅ではストーブがどうどうと音をたてて焚たかれ、真冬の凍いてついた空気をじっくりと暖めていた。


    　白い息を吐きながら、大声をあげたわたしに──。


    「……あ？」


    　返ってきたのは、胡う乱ろんな反応である。


    「何？　どういうこと？」


    　わたしの友達（もうそう呼んでいいよね？）蝦え怒ど川がわ情雨ちゃんである。


    　色の脱ぬけた、天使の翼のような長い髪。


    　桜ノ花咲夜学園の制服姿。


    　指先で、妖よう狐この毛髪でつくられた筆を「くるくる」と回転させている。


    　後ろの席にいる彼女を、わたしは椅い子すに膝をつけて振り向き、間近から見つめた。


    　涙ぐみ、真横に視線を向けて。


    「見てよ、ほら！　かがみ、さっきからまったく動かないの！」


    　指さした先、わたしのとなりの席には邪や神がみかがみがいる。


    　艶つややかな黒い髪。


    　陶器のような肌。


    　今日もお人形さんのようなわたしの親友は、私物らしい枕に頭を埋うずめ、膝掛けまでして万全の状態（？）で机に突っ伏している。


    　そのまま、微動だにしない。


    　静物画のように。


    「ぎょ～ちゃんが寝てるのは、いつものことでしょ」


    　呆あきれたようにぼやいて、情雨じようちゃんはわたしの鼻先を筆でくすぐった。


    「くしゅん！」


    　くしゃみをして、わたしは洟はなを啜すすってから情雨ちゃんにどんどんにじり寄る。


    「それはそうだけど、今日はいつもとちがうの！　声をかけても肩を揺すってもパンツを脱がしてもまったく反応がないの！」


    　わたしは握りしめた布きれを振り回して、そう主張する。


    　あ、これは洟を啜るために取りだしたハンカチです。


    「ち、近い！　近いってば！」


    　ほぼ密着しているわたしを、情雨ちゃんが嫌いやそうに手のひらで押してくる。


    　んもう、と吐息を漏もらして。


    「ぎょ～ちゃんはさ、例のあれ──『破壊神』がどうとかいうののせいで、いつもより疲れてるんでしょ。寝かせてあげなさいよ、何かあったならその娘こも相談してくるでしょ」


    　むくれて、そう言ってくる。


    『破壊神』とは、世界を滅ぼす災さい厄やくと化したわたしたちの敵──月つく読よみ日ひ留る女めちゃんと戦うために生まれた『対抗兵器』が、科宇学宙神神話話に汚染されて変貌した存在である。


    　世界の救世主として生みだされた『対抗兵器』が、悪意によって日留女ちゃん──世界を滅ぼす闇の聖母ブラツク・マリアの手先となってしまった、という哀しい『神々』だ。


    『対抗兵器』はひとつの神話そのものが結集した、決戦兵器である。


    　だがそれらは汚染され、抵抗することもできなくなって日留女ちゃんに捕食された。


    　けれどそれを免まぬがれた（日留女ちゃんをつくりあげた悪意の権化のような男──悪徳オカルト結社『アラハバキ』の首領によれば、日留女ちゃんの抑制装置リミツターたりうる？）『破壊神』がみっつ、残っていた。


    　ゾロアスター神話。ユダヤ神話。北欧神話。


    　それらの『破壊神』たちを、ずっとわたしの日常を守ってくれていた邪や神がみ三姉妹は覚悟して取りこみ、己おのれのちからにかえた。


    　終末に、この世の破滅に備えるために。


    　その気持ちは尊重したいけれど、ひとつの神話そのものであり悪意に染まった『破壊神』を腹のなかに抱かかえるのは、やはり負担らしい。


    　邪神三姉妹は目に見えて、調子をおかしくしている。


    「でもやっぱり、心配だよ」


    　わたしは、しょんぼりして。


    　情雨ちゃんが広げていた教科書のうえに寝そべって、お勉強の邪魔をしながら。


    「かがみ最近、何だかいつもより無理してるみたいだから」


    　ぐいぐい押しのけようとしてくる情雨ちゃんの手のひらにむしろ縋すがりついて、寂しさを埋めるためにごろにゃんと甘える。


    「ここんとこ、ずっといっしょに帰ってないし、ご飯も別々だし──お昼休みも寝てるんだもん。かがみの声をしばらく聞いてない気がするよ、これって[image: ]けん怠たい期なのかな……」


    「知らないわよ」


    　情雨じようちゃんは溜ため息いきをついて、わたしの頰ほおや髪の毛を指先で撫なでてくれる。


    　くすぐったい。


    「まぁ、あとでママに何か知らないか聞いてみるわ。同じ『アラハバキ』の霊的ロボットだし、あたしたちよりはぎょ～ちゃんについて詳しいはずよ」


    　情雨ちゃんの母親は、金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつねと謳うたわれた──玉たま藻もの前まえさんである。


    『アラハバキ』の大幹部として長く所属し、また殺せつ生しよう石せきゴーレムなどの霊的兵器に詳しい彼女ならば、同じく『アラハバキ』謹製らしいかがみについて知るところもおおきいだろう。


    　かがみは『破壊神』を取りこむことで、ただでさえ『神器ヤタノカガミ』『炎えん帝ていカグツチ』『呪のろわれたアマテラスのいちぶ』──というややこしかった立ち位置を、さらに変動させた。


    　そのすべてを把は握あくすることは、誰にもできないかもしれないけど。


    　思考停止して流されているよりは、ずっといい。


    　すくなくとも、たしょうの気休めにはなるはずだ。


    「まぁ、何かときな臭い状況だし、じゅうぶんに気をつけておきましょう。とはいえ、あんたがぐじぐじ悩んでてもしょうがないでしょ。しゃんとしてなさいよ、あんたはあたしの宿敵なんだからね。堂々としていてくれないと、張りあいがないわ」


    「情雨ちゃんまだ『宿敵』とか言ってるの～？　わたしにデレデレのくせに～？」


    「で、でれでれ？　よくわからないけど、そんなんじゃ──ってか、さっきから鬱うつ陶とうしいわよ！　寄ってくんなっ、べたべた触るな！　うひっ、よだれを垂らすな……！」


    「ごめんね。なぜか近ごろ情雨ちゃんに触ってるとよだれが止まらなくなるの」


    「なんでよ!?」


    　ドン引きして椅い子すごと後ずさる情雨ちゃんを、わたしは微ほほ笑えましく眺める。


    　この時点では、まだ──いつもどおりの、平和な日常がつづいていた。


    　ずうっと、それがつづくのだと、わたしたちは信じていた。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    「はい皆さん、席についてくださいね～」


    　情雨ちゃんを追いかけ回してその立派な胸元にダイブしようとしていると、お兄ちゃんが呑気な様子で教室に入ってきた。


    　いつものスーツ姿で、顔は出席簿で隠している。


    　ひょこひょこした動きでお兄ちゃんは教壇のそばに立ち、慌てて着席する生徒たちをのほほんと眺めている。


    　わたしも情雨じようちゃんに「にこっ♪」と微ほほ笑えんで嫌いやな顔をされる儀式をしてから、渋々と自分の席へと戻った。


    　その途中でかがみを一いち[image: ]べつしたが、相変わらず時間が停止したかのように動いていない。


    　そわそわしているわたしに、後ろで情雨ちゃんが溜ため息いきをついていた。


    「では出席を取りますね」


    　ちゃらんぽらんな態度のわりに仕事は真ま面じ目めにやるお兄ちゃんが、そう宣言して。


    　ふと思いだしたように。


    「あぁ、その前に──今日も、つるぎ先生はお休みですので」


    　うちの学校はすこし変な教育制度をとっていて、ひとつのクラスに担任と副担任がいる。


    　どっちも身内というのが緊張感ないが、副担任である邪や神がみつるぎはここのところずっと欠席している。


    　やる気のない教師なのでサボるのはべつに珍しくないのだけど、こうも長く姿を見ないとちょっと心配になる。


    　妹のかがみといい、おかしいよね──近ごろの、邪神三姉妹は。


    　あの北欧神話の騒動のなかで、わたしは彼女たちが抱かかえた宿命と覚悟を知った。


    　それぞれ、『破壊神』と呼ばれるひとつの神話そのもの──超常なるちからと一体化し、この滅びに向かっている世界へ抗あらがおうとしている、邪神三姉妹。


    　その代わりに、彼女たちはおおきな痛みと苦しみを抱え、また未来のすべてを売り払うようにして自らに犠牲を強いている。


    　見ていられないけれど、わたしにいったい何ができるだろうか。


    　これまで彼女たちに守られてばかりだった、無力なわたしに。


    　命を削って救いの手を差しのべてくれる彼女たちに、お願いだからもうやめて、そんなことしなくてもいいんだよ──なんて、口が裂さけても言えるだろうか。


    　でも、不安だった。


    　わたしが引きこもるのをやめて、外の世界に飛びだして見つけたすべてのきらきらと輝く宝物が、ひとつひとつ削ぎ落とされていくみたいな。


    　平和だったはずなのに、いつの間にか袋小路に迷いこんで。


    　いつまでもつづくはずだった道はゆっくりと細く、危うくなって。


    　周囲の茂みから不気味な呻うめき声が聞こえてくるなか、迷子になっているような──。


    　そんなイメージが、まとわりついている。


    「邪神かがみさん、かがみさ～ん？」


    　お兄ちゃんが席順に生徒の名前を呼び、出席を確認している。


    　その日常的な声も、今はすこし遠かった。


    「かがみさ～ん？　寝ているのですか～？」


    　もちろん、かがみは無反応である。


    　けれど、最近はずっとそうだ──お兄ちゃんも仕方ないですね、と何かを納得したような顔をして、次の生徒を呼ばわる。


    　そのなんにも頓とん着ちやくしていないようなお兄ちゃんの態度が、わたしには腹立たしかった。


    　もっと、心配してよ。


    　動揺して、必死になって、なんとかしてよ。


    　助けてよ……。


    　この不安を拭ぬぐい去ってよ、いつものように。


    　お兄ちゃん……。


    「そして、プリティスウィートマイエンジェルささみさ～んっ♪」


    「ふつうに出席を確認しろ！」


    　お馬鹿な呼びかけをしてきたお兄ちゃんに、筆箱を投げつける。


    　もやもやと渦巻く胸騒ぎを、吐き散らすように。


    　そんな、わたしたちの恒例なやりとりに、他の生徒たちが「どっ」と笑い声をあげる。


    　賑にぎやかで、和なごやかで、いつもどおりで──。


    「じゃあ、ささみさん」


    　お兄ちゃんが苦笑して、肩をすくめる。


    「──今日も、がんばりましょうね」


    　それが、わたしが桜こノの花はな咲さく夜や学園で最後に名前を呼ばれた、瞬間だった。
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    　その日の夜のことである。


    「ささみさ～ん♪」


    　お兄ちゃんが呼んでいる。


    　もこもこの防寒着に毛糸の帽子や手袋までつけて完全武装のわたしは、漂白された吐息を漏もらしながら、「ぎくり」と背筋を強こわばらせる。


    　きょろきょろ周囲を見回して声のでどころを探ると、なぜだか我が家の庭──きれいに整えられた植えこみの隙すき間まに、毛皮のお化けみたいギリースーツなお兄ちゃんが潜んでいた。


    　なぜそんな場所に……。


    　お兄ちゃんは誰と戦っているんだ……。


    「こんな夜更けにどこへ行くんですか～？　近ごろ物騒ですし、女の子のひとり歩きは感心しませんよ～？　とっても心配です、どうしても行くというならお兄ちゃんを倒してからにすることですね！」


    　怪しげな動きで立ちあがると、もぞもぞと忍び寄ってくる。


    　わたしは怯ひるみ、とりあえず手袋を投げつけて牽けん制せいしたが、「もぐもぐ」と食べられた。


    　何だこの新種のＵＭＡは……。


    　ていうか食べないでよ……。


    　わたしは、嘆息する。


    「な、何で気づいたの──お兄ちゃん？　かなり、こっそり出てきたのに！」


    「ふふん、お兄ちゃんを侮あなどってはいけませんよ。お兄ちゃんは家にいるとき常に床に耳を押しつけ、ささみさんがたてるあらゆる生活音を聞き逃さぬように待機しています！　どんなときでもささみさんの歩く音、お着替えの音、独り言などなどを選別してキャッチしてリスト化し、僕のＰＣの『わくわくささみさん成長観察日記』に漏もれなく保存しているのですよ……！」


    「お兄ちゃん家にいるとき何してるのかと思ったらそんなことを!?　気持ち悪っ!?」


    「ありがとうございます☆」


    　ほんきでドン引きして罵ののしると、お兄ちゃんは「あふぅんっ♪」と身を震ふるわせて悦よろこんだ。


    　近ごろ、わたしがるるなちゃんばかり溺愛してお兄ちゃんを[image: ]ないがしろにしていたら──どうも、酷ひどい扱いを受けると興奮する妙な性癖に目覚めたみたいだ。


    　タフなひとだなあ。


    　ていうか近ごろ、ますます人間離れしてるなあ……。


    　呆あきれながらも、わたしは自宅を囲む塀、その裏側に隠しておいたものを、顎あごで示す。


    　それは、ぴかぴか新品の自転車である。


    　高齢者のかたでも安心、との謳うたい文句の操作性の高いやつで、補助輪までついている電動ママチャリである。


    　そちらに歩み寄り、偽装のためにかけておいた黒いポリ袋を引っぺがした。


    　鍵を差しこんで、回す。


    「これのね、練習をしようと思って──」


    「自転車ですか？　そういえばささみさん、もう高校生なのに乗れませんでしたね？」


    「うぐ……。まぁその、たまが近ごろ自転車に乗って通学してるじゃん？」


    　邪や神がみ三姉妹の三女──たまは、ちょっと前から自転車の練習をしていた。


    　彼女なりにいろいろ勉強し、成長したいという気持ちの表われだったんだろうけど。


    　たまは、あれで物覚えがかなりいい。


    　努力もしていた。


    　成長期の小学生は、すぐに何でも自分のものにしてしまう。


    　最近は颯さつ爽そうと自転車に跨またがり、風を切って登校するたまの勇姿が頻ひん繁ぱんに見られた。


    「そんなたまを見て、るるなちゃんが『わたしも自転車に乗ってみたい』って言いだしてね」


    　わたしは決意をこめて、言った。


    「頼れるお姉ねえちゃんとしては、るるなちゃんに手取り足取りクンカクンカしながら教えてあげたいじゃない？　そのためにはまず、わたしが自転車に乗れるようにならないと！　近ごろるるなちゃんわたしが話しかけても反応すらしてくれないし、株をあげておかないとねっ♪」


    　ぐっと拳こぶしを握りしめ、わたしはそう主張した。


    　大事な妹のためなら、わたしだって──がんばれるのだ。


    「くうっ、僕がどれだけ促うながしても『え～。やだ、めんどい……。死ねばいいのに』などと胡う乱ろんな反応をしてたくせに、るるなさんのためなら努力するんですね？」


    　お兄ちゃんは身み悶もだえしつつも、納得したように頷うなずいた。


    「成る程、そういう事情でしたか。まぁ、ささみさんが自分からがんばろうとするなんて超絶珍しいので、応援したいところではありますよ。ささみさんが自主的に何かをやろうとするなんて何年ぶりのことでしょう？　明日はお赤飯ですね、クララが立った……！」


    　ハンカチを目元あたりに添えて、よよよと泣き真ま似ねをするお兄ちゃんだった。


    　いや、わたしはもっと定期的にがんばってると思う……毎日のように……。


    　わたしを侮あなどりすぎだと思う……。


    　わたし、がんばってる、よね……？


    「わかりました、そういうことでしたらお兄ちゃんは何も言いません」


    　戦地に向かう息子を見送るように、お兄ちゃんが敬礼した。


    「でも、ほんとに夜道は危ないですからね、気をつけるんですよ。何かあったら防犯ブザーを鳴らすか『お兄ちゃん好き好き大好き』と呪文を唱えて自衛隊に出動を要請してください」


    　そんな程度では自衛隊は動かない。


    　でもまぁ、お兄ちゃんが言うことはもっともだ。


    　この世界は、破滅に向かっているという。


    　終末へのカウントダウンは、今この瞬間もつづいている。


    　そんな状況なのに、自転車の練習だ～、なんて言ってる場合じゃないのかもしれない。


    　でも、神さまでも神話の英雄でもないわたしには、世界におおきく干渉するすべはない。


    　せめて幸せな日常を手放さずに、自分の身の丈にあった努力をするしかない。


    　そうでなければ、怯おびえて蹲うずくまっていることしかできない。


    　でも、そんなふうになってしまったら──それこそ、お終いだと思うのだった。


    　わたしは、わたしなりに、がんばるしかなかった。


    「そういうことでしたら、お兄ちゃんも及ばずながら協力しますよ──はい、どうぞ！」


    　お兄ちゃんがおもむろにブリッジをして、どこからか取りだした自転車のサドルを己おのれの顔面に配置し、「ヘイ、カモォン！」と方向性を間違えたプロレスラーのように手招きした。


    　え、何それ……。


    　そのままお兄ちゃんは「チリン！　リンリン！」などと自転車のベル音らしきものの声こえ真ま似ねをして、ブリッジしたままわたしのそばに[image: ]はい寄ってきた。


    「何をぼうっとしているんですか！　練習はもう始まってますよ！　ご覧のとおりです、僕がささみさんの自転車になります！　完璧な乗り心地と抜群の操作性を保証しますよ～っ、ささみさんの可愛かわいらしいお尻しりに乗られて踏み踏みされることを想像するだけでお兄ちゃんはお兄ちゃんは──」


    「あ、そう」


    　わたしはお兄ちゃんを踏み台にして、自転車に跨またがった。


    　おっとっと、と両腕を広げてバランスをとる。


    　補助輪つきとはいえ、やっぱりふつうに歩くのとは重心がちがって、やや不安定だ。


    　でもよろけそうになるとお兄ちゃんを踏み、どうにか姿勢を保つ。


    「ありがとう、助かったよ♪」


    　にっこり笑って、わたしは自転車を漕こぎだした。


    　頰ほおに当たる夜風が、ひんやりして気持ちいい。


    　動き始めれば、そんなに怖くも難しくもなかった──まぁ、よくお兄ちゃんの自転車の後ろに乗せてもらったりしたしね、この感覚には馴な染じみ深い。


    　これは、思ったよりもすぐ快適に乗れるようになっちゃうかも？


    「ぐうっ──近ごろ、ますますお兄ちゃんをスルーする能力を高めましたねささみさん！　悔しいっ、でもいつか絶対に振り向かせてみせますから！」


    　わたしの靴跡をつけたお兄ちゃんが、地面に突っ伏したまま呻うめいた。


    「うああん、寂しいですよささみさん！　僕の！　ささみさ～ん！　もっと構ってください、甘やかしてください！　いいえ、罵ののしってくれるだけでいいんです！」


    「えぇい、鬱うつ陶とうしい！」


    　縋すがりついてくるお兄ちゃんを、げしげしと蹴ける。


    　バランス崩して、転んじゃいそうだったし。あとキモいし……。


    「ぐすん」


    　振りきられて、お兄ちゃんはその場に跪ひざまずいてこちらに手を伸ばしてくる。


    「仕方ないですね──でも、ほんとに気をつけてくださいね～？」


    「わかってる」


    　わたしは小声で、囁ささやいた。


    「ありがとう、お兄ちゃん。……行ってきます」


    　そのまま、直進。


    　引きこもりだったころは、決して踏みだせなかった広々とした外の世界へ。


    　そこには、あのころ夢想していたドラマチックなことは、滅多になくって。


    　退屈で淡々としていて、味気ないときもあるけれど。


    　無限の未来が、広がっている。
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    　それから、しばらく自転車を漕こいだ。


    　必死こいて練習することもなく、けっこう危なげなく走れていると思う。


    　まぁ、高校三年生になって乗れないほうがおかしいんだけど。


    　こんなに簡単なら、変な苦手意識なんて抱かずにもっと早く挑戦しておけばよかったかな──なぁんて。


    　調子に乗り始めたころ。


    「……ん？」


    　いっそ補助輪外しちゃおうかな、でもやりかたわかんないし、それで動けなくなったら立ち往生だし──けっこう遠くまできちゃったから帰れなくなるのは困るなあ、みたいなことを取り留めもなく考えていると。


    　不思議な音が聞こえた気がした。


    　遠くから、潮騒のように──ざあざあ、と。


    　波が立ち引いていくような、寒々しい音だった。


    「………？」


    　気のせいかとも、思ったけれど。


    　わたしは何か異様な霊感をおぼえて、自転車を音のもとへと進ませる。


    　新品の自転車のボディが、月光を弾いてきれいに煌きらめいていた。


    　運動したせいでやや汗ばんだ手のひらで、己おのれの髪の毛をかきあげる。


    　やけに、静かだ。


    　車も通行人もいちども見かけなかったし、家々からは明かりが消えている──まだ、日が暮れたばっかりなのに。


    　まるですべてが死に絶えてしまったかのような天あめ沼のぬ矛ぼこ町は、見知っているはずなのに、まるで初めてきた場所のようだった。


    　胸騒ぎを覚えつつも、ペダルを踏みしめて。


    　顔をあげて、それを見た。


    　かなり遠かったので、最初はそれが何だかわからなかった。


    　自転車を減速させながら、おおきく振り仰いで──わたしは絶句する。


    　町のあちこちに並んだ電波塔のひとつ、その天辺に誰かが立っている。


    　どうやって登ったのだろうか、満月を背後にたたえてその姿はさめざめと美しい。


    　遠目だったから、鴉からすかと最初は思った。


    　でもちがう、女の子である。


    　わたしの知っている女の子だ。


    　風に揺れる、艶つややかな黒髪。


    　索敵灯のような、真紅の瞳。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の制服。


    　背中から、奇妙に生物的な血色の糸──としか表現できないものがしゅるしゅると生えていて、それこそ乙女おとめの髪のようになびいている。


    　その不気味な、あるいは神こう々ごうしい糸は宙空で丁てい寧ねいに縒よりあわされ、織りあげられて一対の巨大な翼をつくりあげている。


    　その女の子の両手は『前へならえ』をするように前方に差しだされていて、その肘ひじから手のひらのあたりまでが武骨な砲塔に置き換わっている。


    　その先端に何度も何度も銃火が閃ひらめき、どうやら大量の弾丸を吐きだしている。


    　町を襲おそう、終末の堕天使。


    　そんなふうに見えた。


    　吐きだされた大量の銃弾は静かな町へと乱射され、あちこちで着弾音を響かせている。


    　どのぐらいの射程距離なのだろうか、かなり遠くまで弾丸はばらまかれているらしく、その忙せわしない銃撃の音が潮騒のように聞こえていたのだ。


    　あちこちで着弾を示す真っ赤な小爆発が起きて、そこから同色の光の筋が伸びる。


    　それはいちど宇宙まで跳ねあがって星々のごとく煌きらめいてから、女の子に回収される。


    　吸引され、翼を形成する血色の糸のひとつになる。


    　理解できない、けれど神々しい現象だった。


    「かがみ──」


    　わたしは、その女の子の名前を呼ぶ。


    　遠かったけど、見間違えるわけがなかった。


    　そういえば近ごろ、かがみ──いつもより眠そうだったような。


    　それはこんなふうに、夜更かしをしていたから？


    　考えるいとまもなく、かがみがわたしに名前を呼ばれて「ぴくり」と反応した。


    　そして、こちらをゆっくりと振り向く。


    　波打つ翼と凶器の両腕。


    　はっきりと見開かれた双そう眸ぼう。


    　そのくちびるが、鎖さ々さ美みさん、とわたしの名前を呼んだ気がした。
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    　瞬間、わたしは正面の石塀に激突した。


    　かがみに気を取られていて、前方確認を怠おこたっていたのである。


    　ぶつかったのが車でなくて不幸中の幸いといったところだが、運転に慣れていないわたしは咄とつ嗟さにバランスを保てずに、自転車ごと引っくりかえった。


    「──うひゃっ!?」


    　さらに泣きっ面つらに蜂はちで、自転車がわたしに倒れこんでくる。


    　自転車と地面にサンドイッチにされて、うぐう、とわたしは痛みに呻うめいた。


    　そのまま動けなくなる。


    　自転車をマジ侮あなどっていた……こんな恐ろしい乗り物だとは……。


    「あ、痛ぁ──」


    　膝を擦り剝むいてしまって、涙目になる。


    「……何をしているのですか、あなたは」


    　呆あきれたような声が、頭上から響いた。


    　見あげると、先ほどまではかなり遠くの鉄塔に立っていたかがみが──『神々』は遍在する、という例のあれで瞬間移動してきたらしく、そばにいた。


    　こちらを、心配するというより憐れむように見ている。


    　すでに先ほどの血色の翼や銃器はなく、いつもの──かがみだった。


    　だから一瞬、遠目に見えた堕天使のような彼女の姿はわたしの見間違いかと、錯覚してしまいそうだった。


    　そんなわけが、ないのだけど。


    「かがみ──」


    　何だか目の前にいるかがみが、よく見知ったわたしの友達とは別人な気がして。


    　寒気がして、わたしは震ふるえあがった。


    「まったく、もう」


    　闇やみにとろけるようなその黒髪をかきあげて、かがみは溜ため息いきをつくと。


    　こちらに、手を差しのべてくれた。


    「立てますか？」


    　そして、ぎこちなく微ほほ笑えんでくれる。


    　その手を、そっと握った。


    　あったかい。


    　そうだ──かがみは冷たく見えるけれど、太陽みたいにぽかぽかした女の子なのだ。


    　わたしは安心して、だらしなく笑うと。


    　この角度からだとかがみのぱんつが見えるかもしれない、と地面すれすれまで頭をさげて見あげたりして、かがみに「？」と怪け訝げんそうな表情をさせてしまった。


    「何をしてるんですかあなたは──どこか痛めたのですか？」


    　さっさと起きなさい、と無理やり引きずりあげられる。


    　そして、わたしの冬服を「ぱん、ぱん」と叩たたいて汚れを落としてくれる。


    「……なんですか？」


    　じっと見ていると、かがみは気恥ずかしそうにむくれた。


    　その声も仕草もすべて、わたしの知っているかがみだった。


    　だから、ほっとした。


    「よかったぁ。かがみが、いつもの──かがみだ」


    「わたしは、わたしなのですよ」


    　不満げに、かがみはくちびるを尖とがらせる。


    　呪のろわれた『最高神アマテラス』のいちぶ、『神器ヤタノカガミ』、『炎えん帝ていカグツチ』──そして新たにユダヤ神話の『破壊神』ルシフェル、たくさんの要素を霊的ロボットの身体からだに統合した彼女は、自分自身、というものにおおきな誇りを抱いている。


    　不安定な己おのれをしっかりと抱きよせて、邪や神がみ三姉妹の次女──かがみとして、生きている。


    　むかし、人形みたいだった彼女。


    　与えられた己の立場を持て余すように、いつも不安そうにしていた彼女は、しっかりと己というものを見つけて大事にしているのだ。


    　それがわかるから、わたしは彼女のことをとても立派だと思うし──尊敬する。


    　彼女のすべてを肯定するように、わたしはその手のひらを握ったまま。


    　ぎゅうっと、己の頰ほおに押し当てた。


    「かがみ。かがみだぁ、かがみだね──」


    「なんなんですかさっきから、頭でも打ったのですか？」


    　かがみは嫌いやそうに身を揺すると、わたしを間近から見据えてくる。


    「というか。お年頃の女の子が、こんな時間に独りで外出するのはどうかと思うのですよ」


    「それは、お互いさまじゃん」


    　わたしは倒れていた自転車を引き起こすと、腰を預けた。


    「ちょっとね、これの練習をしてたんだ。昼間は人目もあるから恥ずかしいし、車とかもいっぱい通ってて怖いじゃん。だから、夜にこっそりやってるの」


    「おや珍しい、鎖さ々さ美みさんが自主的に努力しているとは──天変地異の前触れですかね、帰ったらお洗濯ものを取りこまないと」


    　なんでみんな、そんなこと言うの……。


    　わたしも、ときどきはがんばってるよ……。


    　拗すねてうじうじと指遊びをしていると、かがみは不意に。


    　目を細めて、踏みこんできた。


    「──何も聞かないのですか？」


    　そう問いかけられても、不思議なぐらいわたしは平静だった。


    　応えるまでも、なかった。


    　わたしは微ほほ笑えんで、「うん」と頷うなずいた。


    　むかし、わたしはかがみとお友達になった。


    　自分の勝手な都合で、『友達になって』なんて恥知らずにも頼んで。


    　そのくせ、彼女のことを疑った。


    　かがみが他の子と喋しやべっているだけでやきもちをやいて、我わが侭ままばかりを押しつけて、振り回して──困らせて傷つけた。


    　彼女は、わたしと律儀に友達になろうとしてくれたのに。


    　せいいっぱい、がんばって──尽くしてくれたのに。


    　信じなかった。


    　そして、かがみをすごく不安にさせてしまった。


    　泣かせてしまった。


    　彼女はそんなわたしを許してくれたけど、わたしはずっと悔やんでいる。


    　だからもう二度と、わたしはかがみを疑わない。


    　その親愛を、信じる。


    　ううん。


    　かがみが優しい女の子だって、わたしの最高の友達だって──もう知ってる。


    　だから。


    「何も聞かないよ」


    　わたしは自転車に跨またがりながら、それだけを言った。


    　そして握ったままだった彼女の手のひらを──そっと、己おのれの胸元に押しつける。


    　その感触のあったかさを、幸せを、わたしは感じる。


    　それは命をかけても、たとえ裏切られても、尽くしたい友情そのものだった。


    「かがみを、信じてる。世界中のすべてのひとがかがみを疑っても、誤解しても、わたしだけはかがみを信じてる」


    「おめでたいですね」


    　かがみは呆あきれかえったみたいに、溜ため息いきをついた。


    「先ほど、わたしが何をしていたのか──あなたには見えなかったのですか？　その貧弱なおつむでは理解できなかったのですか？　わたしは町に銃弾をばらまいていたのですよ、疑って、怖がるのが当たり前でしょう？」


    「たとえ、かがみがどんな悪いことをしていてもいいよ」


    　かがみは、過酷な生涯を歩んできた。


    　呪のろいを中核として、霊的ロボット──兵器として、生まれてきた。


    　だからすぐに、卑屈になる。


    　己おのれを、悪に落としこもうとする。


    　いつも憎まれ口ばかりで、怖い顔をしている。


    　いちばん汚い役目を望んで果たしている。


    　でも、そんな哀しい生きかたでも、誰かがそばにいればすこしはましなはずだった。


    「かがみとふたりなら、いっしょに地獄におちてもいいよ」


    　わたしは本心から、告げた。


    「だから、せめて──仲間はずれにしないで、遠ざかろうとしないで。いっしょに背負わせて、お願いだから」


    「…………」　


    　かがみは、口を何度か開閉した。


    　大事なことを言おうとして、躊躇ためらって──歯は軋ぎしりをして、顔をあげた。


    　何かを覚悟した顔だった。


    「地獄でまで、あなたのお守りをするのは勘弁なのですよ」


    　その表情を見て、わかった。


    　かがみはやっぱり、わたしには背負わせてくれないのだ。


    　優しいから、汚いもの痛いもの怖いものすべてを引き受けようとしている。


    　手を握りあっているのに、かがみが遠かった。


    　それが寂しくて、わたしは彼女を捕まえていたくて手にちからをこめたけど。


    　丁てい寧ねいに、振り払われて。


    　かがみは、数歩──さがった。


    「鎖さ々さ美みさん」


    　そして、まるで懺ざん悔げするみたいに。


    　わたしから与えられた熱を、己に移すみたいに。


    　両手を、胸元に添えて。


    「わたしに言えることは、多くはありません。立場が、あります。わたしの心をすこぉし軽くするためだけに、あなたにすべてを懺悔してしまうのは、いけないことです。それこそ裏切りです。罪です。ユダヤ神話を抱かかえたわたしにも背負いきれぬほどの」


    　たどたどしく、言葉を選びながら。


    「あなたの言ってくれたことは、とても嬉うれしかったです。涙が、でるぐらいに。でもだからこそ──あなたには、意地でも背負わせない。罵ののしってくれても、よいのですよ」


    　呪のろわれた神さまは、人間の女の子らしく、不思議な微笑を浮かべた。


    「わたしはあなたが好きだから、あなたの願いを叶えない」


    　宣言し、そして祈った。


    「ねぇ、鎖さ々さ美みさん。これから、とても──つらいことがあります。でも、きっと泣かないで。せめて哀しまないで。わたしがいなくても、ちゃんと前へ進んでいってください。生きていてください、お天道さまを見あげて真まっ直すぐに」


    　上見て歩いたらまた転んじゃうよ～、みたいな軽口を叩たたける雰囲気じゃなかった。


    　押し黙るしかないわたしを、かがみは吐息が触れる距離から、見て。


    　あらためて言ったことがありませんでしたね、と感慨深そうに。


    　遺言みたいに、囁ささやいた。


    「ありがとう、鎖々美さん。わたしの友達になってくれて──わたしを、人間にしてくれて。むかし、わたしは人形でした。でも今は、胸を張って、そうではないと言えますよ。あなたの、おかげで」


    　かがみの頰ほおに、涙が伝った。


    　彼女の人間性がつまった、尊い、女の子の涙だった。


    「ありがとう。わたしの願いを、叶えてくれて」


    　それから顔を覆おおって、ずうっと啜すすり泣いていた。


    　あとから何度も、わたしはこのときの彼女との会話を思いだす。

  



  
    



    


    第三話／最後の晩[image: ]〈前編〉


    



    



    　これは、後から聞いた話である。


    



    　ひとりの女の子が、月光に照らされている。


    　どこかの異国の教会である。


    　否いな、その残ざん骸がいだろうか。


    　かつて人々の拠よりどころだったはずの瀟しよう洒しやな教会は無惨に破壊し尽くされ、まるで巨大な獣けものに囓かじりとられたように壁や天井が崩落している。


    　柱がへし折れ、積み重なった瓦が礫れきの随所から墓標そのものに十字架が突きだしている。


    　色とりどりの花びらが散らばっている。


    　夜天にかかった満月が、そんなうら寂しい光景を暗くら闇やみのなかに浮かびあがらせている。


    「あは……♪」


    　満月を摑つかみとろうというように、女の子は乾いた笑い声をあげながら、両手を掲げる。


    　その外見は、わたし──月つく読よみ鎖さ々さ美みと瓜二つである。


    　華きや奢しやというより、痩やせぎすな体たい軀く。


    　ふわふわな髪の毛は、禁欲的な三つ編みに結わえられている。


    　透明な硝子ガラス玉じみた双そう眸ぼうは、月の光を反射しながらも、湖面のように澱よどんでいる。


    　ゆったりとした修道服を身にまとい、首から冒ぼう瀆とく的な逆十字をぶらさげている。


    　乱暴された直後の乙女おとめのように着衣は乱れ、靴も脱げて裸足だ。


    　吹きっさらしの屋外で、女の子は独りぽつんと、お月見をしている。


    　両手で夜空の月を星をたぐりよせようとしている、その口元から涎よだれがたらりと垂れた。


    　その姿は、正気を失っているようにしか見えなかった。


    「あう──」


    　不明瞭な声をあげる女の子の真下には、瓦礫と、大量の屍体が堆うずたかく積まれている。


    　屍体である。


    　馬や豚などの家畜、野良犬や小鳥などの禽獣、青ざめた魚たち──そのなかに一角獣や巨大な龍、厳いかめしい巨人などの神話的な存在も混じっている。


    　煌きらびやかな神衣をまとった『神々』や、苦悶の表情を浮かべた人々までも……。


    　区別なく、容赦なく蹂じゆう躙りんされ、その残骸でできた山に女の子は座っている。


    　噎むせかえるような血臭。


    　飛び散りこびりついた肉。


    　地獄絵図──否いな、それは世界の終末を描いた残酷な宗教画のようだった。


    　女の子は哀れな血肉にこぶりな尻しりをのせて、暴君のように踏ん反りかえっている。


    　ときおり思いだしたように手近な屍肉に手を伸ばし、難なく引きちぎると、口に運ぶ。


    　きれいな白い歯並びと肉の隙すき間まに、びぃんと筋がのびた。


    　たっぷりと咀そ嚼しやくし、喉のどを鳴らす。


    　だらしのないげっぷが胃の腑の奥から漏もれた。


    「ぐ、ちゅ」


    　[image: ]あふれた鮮血が跳ねて、女の子の修道服をはしたなく汚す。


    　血まみれの、聖女。


    　神こう々ごうしくも不気味な食事が、終わるともなくゆったりとつづいた。


    「あぁ──」


    　口元を拭ぬぐうこともなく、真っ赤に染めて。


    　少女は己おのれのお腹なかを、ひもじそうに撫なでた。


    「お腹すいた……」


    　彼女こそ、神話にもその名が記しるされた──わたしの、遠いご先祖さま。


    　悪意によって世界を滅ぼす災さい厄やくそのものとして生まれかわってしまった、闇の聖母ブラツク・マリア。


    　あらゆる『神々』の捕食者。


    　わたしたちの、最後の敵。


    　月つく読よみ日ひ留る女めである。
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    　満月に、ぽつりと末期癌のような黒い染みができる。


    　それは、ゆっくりと──おおきく広がっていく。


    　否、それはひとりの男である。


    　漆しつ黒こくの衣装をまとった妖あやしげな男が、高々度から落下してくる。


    　複数の人間をばらばらにしてから繫つなぎあわせたような、不自然に凸でこ凹ぼことした体たい軀く。


    　野獣の毛皮さながらの乱れ髪。


    　ぎざぎざに尖とがった歯並び。


    　異い貌ぼうである。


    　それは古代の人間の姿だったのかもしれない。


    　神話の英雄のごとき鍛えられあげた逞たくましい肉体に、ぴったりと身体からだの線が浮かぶ不思議な素材の衣服をまとっている。


    　両手のすべての指に、それぞれ意匠の異なる指輪を嵌はめている。


    　そのうえから羽織った真っ黒なコートが、悪魔の翼のように羽ばたいていた。


    「………？」


    　日ひ留る女めちゃんは無警戒にその男を見あげ、小首を傾げた。


    　その口元から、唾液と血が[image: ]あふれて零こぼれた。


    　ふたりの視線が一瞬──交差して。


    　直後、男は轟音とともに着地する。


    　瓦が礫れきが衝撃に跳ねあがり、屍体の山がぬるりと崩れかけて日留女ちゃんを揺り動かした。


    　慌てて両手を広げてバランスをとって、日留女ちゃんはぼんやりと男を見据える。


    　男は周囲に散らばる屍体には目もくれずに、恭うやうやしく傅かしずいた。


    「帰参が、遅くなりました──」


    　最上級の敬意を払って、日留女ちゃんに呼びかける。


    　まさに、神に祈るみたいに。


    「お加減は如何いかがでしょう、我らが闇の聖母ブラツク・マリア」


    　問いかけると、口が裂さけたように笑った。


    　この男は、かつて悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領の片腕として行動し、首領の死後もその悪意の産物たる日留女ちゃんに仕える不気味な存在である。


    　生活能力がまったくない日留女ちゃんの世話役のようなことをしており、ふたりの関係は、まるでわたしとお兄ちゃんの関係の意地悪なパロディのようだった。


    　野の獣けもののように月光を反射して、男の双そう眸ぼうは爛らん々らんと輝いている。


    　彼の名前は──マサカド、とされている。


    　歴史の教科書にも記しるされている大乱の首謀者、平たいらの将まさ門かどそのひとであり、死後──その荒あら御み霊たまを鎮しずめるために『神々』に祭りあげられた。


    　人間から『神々』に成った超越者。


    　偉大な英傑や大量殺人者を『神々』として奉り、鎮める。


    　日本神話独特の文化が生んだ、聖人といえる。


    　関東の守護者と謳うたわれる彼の『神格』は、並大抵ではない。


    　英霊は日留女ちゃんに騎士ナイトのごとく跪ひざまずき、拝はい謁えつする。


    　屍体の山を玉座にして、日留女ちゃんはマサカドを睥へい睨げいした。


    「だあれ？」


    　そして、無む垢くに問いかけたのだった。


    　決して人間に慣れぬ魔獣のごとく、その態度は傲ごう慢まんで、また親密さの欠片かけらもなかった。


    　注意深くマサカドを見据えて、日留女ちゃんは舌なめずりをする。


    「あんた、とっても美味しそう──ねぇ、食べてもいい？」


    　可愛かわいらしいと言えなくもない、飢えを示す仕草ジエスチヤーとともに、そう言った。


    　マサカドは溜ため息いきをつくと、荒々しく立ちあがって腕を組む。


    　獣けものが不快を示すように身を揺すると、結論した。


    「また記憶を喪うしなってしまったのですね、我らが闇の聖母ブラツク・マリア？」


    　悪徳オカルト結社『アラハバキ』首領は、あらゆる『神々』を捕食する多神教神話における唯一神という矛む盾じゆんを孕はらんだ『まつろわぬものアラハバキ』によって、世界征服を目も論くろんでいた。


    　だが『まつろわぬものアラハバキ』を受け継がせた自分の娘、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんに反抗されたことで、その野望はいちど潰ついえてしまった。


    　その反省を踏まえ、首領は次の『まつろわぬものアラハバキ』の器として選んだ月つく読よみ日ひ留る女めちゃんに、ある仕掛けを施したのである。


    　定期的に記憶を喪失する。


    　つまり、心の形成を阻害し──飢えのまま貪むさぼるだけの卑いやしい獣として、日留女ちゃんを弄いじくったのだ。


    　心、愛情、そういったあったかいものにより情雨ちゃんが首領を裏切ったことを、手痛い失策と判断して。


    　二度と、そういった事態にならぬように努めたのだ。


    　その仕組みは、世界を滅ぼす災さい厄やくと化した日留女ちゃんの核となっている『まつろわぬものアラハバキ』に仕込まれた機能らしく、現在も継続して効果を発揮しているようだ。


    　ひとつの鼓動ごとに、呼吸ごとに、日留女ちゃんは芽生えかけた心を、感情を、記憶を剝はく離りさせていく。


    　決して誰にも愛されず、愛することもなく、ひたすらに破滅そのものとして振る舞う。


    　それが、今の日留女ちゃんである。


    　その自我はほとんどなく、最も親密に接している──己おのれの世話を焼いてくれるマサカドすら例外でなく、日留女ちゃんは忘却する。


    　それは、生きているのに生きていないみたいだ。


    　誰とも絆を紡つむがず、ひたすら破壊を振りまくその姿は、天災そのものだった。


    　だがマサカドは己が忘れられることも初めてではないのか「あぁ、またか」みたいな顔をするだけで、決してそれに不満ひとつ漏もらさない。


    　慣れた調子で、日留女ちゃんを拝はい謁えつしたまま滔ひよう々ひようと自己紹介をした。


    「私は、あなたの忠実な下僕ですよ──我らが闇の聖母ブラツク・マリア。あなたを煩わせるあらゆる雑事を片付け、あなたの望むすべてを献上するために生存を許されている。あなたの何不自由ない健すこやかな生活をお守りするため、この身を使い潰されることを悦よろこびとする信徒でございます」


    　両腕を広げて、己のすべてを差しだすように。


    　マサカドは、尖とがった歯並びを見せつけるように笑った。


    　己おのれを卑ひ下げしている、わけではない──。


    　心から、日ひ留る女めちゃんに仕えることを幸福と思っている、狂信者の表情であった。


    「このたびは、世界情勢を探りがてらこそこそと隠れ潜んでいる『神々』どもを狩りだし、食しやすいように加工して手て土産みやげに持ち帰った次第です。きっと、我らが闇の聖母ブラツク・マリアにはお喜びいただけるものと、期待しております」


    　語りながら、マサカドは着こんだコートの懐ふところから何かを取りだす。


    　それは凶暴そうな彼の見た目にはそぐわぬ、可愛かわいらしい飴玉がいっぱい詰まった瓶びんである。


    　言葉どおり、子供が手を叩たたいて歓喜しそうなお土産──ではない。


    　わたしたちは、マサカドが手にしているものの正体を知っている。


    　彼は以前、出雲いずもで会議を行っていた日本神話の『神々』を襲撃し、打ち倒したそれらを飴玉のかたちに加工して持ち帰った。


    　いま彼が手にしているのも、それと同じものであろう。


    　食べやすいかたちに『改変』された、哀れな『神々』の成れの果てだ。


    「ふうん」


    　霊力をおびてわずかに発光するその飴玉を、日留女ちゃんは眺める。


    　傲ごう岸がん不ふ遜そんに、血肉の山に座したまま、ぞんざいに手を差しのべた。


    「くれるの？　じゃあ、ちょうだい──早くしてよ、食べものなんでしょ？」


    「はい、はい。今すぐご献上いたしましょう、我が主よマイ・プレシアス」


    　いそいそと駆け寄りかけたマサカドだが、それよりも早く日留女ちゃんは動く。


    　待ちきれぬ、というように屍体の山を「ばん、ばん」と叩いた。


    　瞬間、多種多様な禽獣や『神々』の血肉は純粋な霊力のかたちに加工され、光の粒子となって飛び散った。


    　おおきく深呼吸し、それを日留女ちゃんは胸いっぱいに吸いこむ。


    　ごくりと喉のどを鳴らして、屍体が消えたことにより自由落下。


    　ふわりと着地すると、散らばった瓦が礫れきの真ん中で仁王立ちする。


    　衝撃で着衣が乱れ、露あらわになったその肩は月光を浴びてさめざめと白かった。


    　動くのが面倒なのか、日留女ちゃんは瓦礫の隙すき間まから生えたおおきな十字架に背を預け、おいでおいで、とマサカドを手招きする。


    「こんなんじゃちっとも足りないんだから──お腹なか、ぺこぺこなんだから。あんたのお土産だっていうそれは、ちょっとは胃袋の足しになるの？」


    　不満げに、日留女ちゃんは唸うなる。


    「あぁあお腹すいたお腹すいたお腹すいたぁああ──」


    　どこか艶然と、欲望だけが爛らん々らんと輝いた双そう眸ぼうで、マサカドを見据える。


    　自分のちぎれた腕を探すみたいに、忙しくその眼球が動いている、必死に。


    　あらゆる『神々』の捕食者、日ひ留る女めちゃんは──けして満足をせぬ、与えられたものすべてを飲み干し世界を丸ごと口にいれても、ちっとも足りぬ災さい厄やくそのものだ。


    　いわば、霊的なブラックホールである。


    　その欲望を抑えつける理性も、心が芽生えることのない彼女には存在しえない。


    　どこまでも空虚に、終末を招きよせる闇の聖母ブラツク・マリア──日留女ちゃんは、そんな異形の存在に生まれかわってしまった。


    　クトゥルー神話のときにわたしと短い会話を交わした、あの優しく気高いご先祖さまの雰囲気は、もうどこにもない。


    　ただひたすらに、みじめったらしかった。


    「あぁ、保存食だったのに──いっきに消費してしまいましたね」


    　マサカドは消え果てた血肉の山のあったところを、一いち[image: ]べつして。


    　大食らいの子供ができた主夫のように、弱りきって溜ため息いきを漏もらす。


    「このご時世では、『神々』を発見するのもなかなか大変なのですよ」


    　早く早く、と地じ団だん駄だを踏む日留女ちゃんに、のんびりと歩み寄りながら。


    「世界中のあらゆる『神々』は一致団結し、『対抗兵器』を最後の希望としてそれに取りこまれたわけですが──その『対抗兵器』は、我らが闇の聖母ブラツク・マリアがほとんど捕食し終えてしまいましたからね」


    　そうなのだ。


    　すでに世界には、ほんと『神々』が残っていない。


    　日留女ちゃんと戦うため、全世界で神話そのものの『対抗兵器』を生みだす。


    　そこまで読んでいた首領の罠だった科宇学宙神神話話によって汚染されて──ろくに戦うこともできないまま、ほとんど全滅してしまった。


    　その難を幸運にも逃れたわたしたち日本神話と、日留女ちゃんがあえて捕食しなかった、あるいはできなかった『破壊神』たちのみが、残存勢力である。


    　それらすべてをかき集めて、わたしたちは最終決戦に備えている。


    「この世界に残っているのはほとんど忘れ去られた取るに足らない神話か、あるいは世界の意志決定に逆らったひねくれもの、あるいは『対抗兵器』の足しにもならなかった弱々しい『神々』ぐらいで──見つけだすのも一苦労ならば、かき集めても我らが闇の聖母ブラツク・マリアの食欲を満たすほどでもない、という悩ましい状況なのですよ」


    　語っているマサカドの言葉を聞いているのかいないのか、日留女ちゃんは実際よっぽど飢えているらしく、奪いとるように飴玉の詰まった瓶びんを摑つかみとる。


    　そして何かの中毒者のように、ぶるぶると震ふるえながら瓶の蓋をこじ開けて。


    　逆さまにすると、いっきに己おのれのなかに流しこんだ。


    「がり、ごり、ぼり」


    　咀そ嚼しやく音を響かせて、日ひ留る女めちゃんは飴玉──そこに宿った『神々』を捕食する。


    　意地汚く瓶びんに顔を押しつけて、その透明な硝子ガラスのなかで彼女の舌がちろちろと動いた。


    　幼児か、やはり獣けもののようだった。


    「お気に召しましたか？」


    　マサカドは主のお行儀の悪さには頓とん着ちやくせず、優雅にそれを見守っている。


    「もはや限界は近い──この世界に残った[image: ]えさにも、限りがあります。南米の奥地にまで分け入り、『神々』から零落した『妖怪』までも蒐しゆう集しゆうしてようやくそれだけです」


    「足りない」


    　日留女ちゃんは、じろりとマサカドを睨にらみつけて。


    　すこし食べたらますます空腹感がこみあげてきたのか、荒々しく叫んだ。


    「足りない、足りない、ちっとも足りないの！」


    　癇かん癪しやくを起こして、日留女ちゃんは瓶を床に投げつけた。


    　派手に散らばる硝子片のなか、その瞳が烈火のような苛いら立だちに燃えている。


    　それは欲望の渦、決して満たされぬ不満の坩堝るつぼ──焦しよう熱ねつ地じ獄ごくである。


    　あらゆるものを呑みこみ、苦痛と死をばらまく災さい厄やくそのものだ。


    　頭を搔かきむしり、駄々をこねて、日留女ちゃんは喚わめく。


    　その怒気にただでさえ崩れていた教会は本格的にひび割れて、すべてが砕けていく。


    「落ちついてください、我らが闇の聖母ブラツク・マリア」


    　マサカドは己おのれに飛来する瓦が礫れきをかるく頭をさげて避け、あるいは手のひらで払いのけて、なんとか主のご機嫌をとろうと平身低頭──呼びかけた。


    「どうしてもご満足いただけないなら、あなたが戯れに最後に残したメインディッシュ──日本神話とそれらが抱かかえた『破壊神』たちを、つまみ食いすればよろしいかと」


    「そんなの、あったっけ？　わたしが残した？　ほんと？」


    　日留女ちゃんは、きょとんとする。


    　すべて、忘れてしまっているのだ。


    　どうやら日留女ちゃんはわたしたち──運良く汚染を逃れた日本神話をお遊び半分に、最後のお楽しみとして残していたらしいのだが。


    　そのときの日留女ちゃんが何を考えていようとも、今はすっかり頭から抜け落ちている。


    　欲望に支配された彼女は、容た易やすく以前に決めたことを忘れ果て、我が物顔で日本神話に攻めこんでくるかもしれなかった。


    　そんな危うさが──暴君の気まぐれが、世界の命運を左右する。


    　マサカドは「ええ」と頷うなずき、律儀に説明をする。


    「日本神話はともかく、あなたが捕食しなかった『破壊神』たち──印度インド神話、北欧神話、ゾロアスター神話、ユダヤ神話はあなたにとって危険な要素も含んでいました。無論、我らが闇の聖母ブラツク・マリアが脅おびやかされるほどではないですが、喉のどに小骨が引っかかっても不快でしょう？　だから残しておいた、ようですけどね？」


    　跪ひざまずいたまま、忠臣さながらに。


    「彼らは、我らが首領の悲願であった世界征服──そしてあなたの楽しいお食事のちょっとした邪魔になりかねません。ゆえに私が先行して排除しておこうと、そうでなくても弱体化させようといろいろ動いている段階です。いまだ食卓は整えきっておりませんので、もうすこしお待ちいただければ幸いですね」


    　大乱の英雄、歴戦の猛将の風格で。


    「不確定要素が残っているうちは、動くべきではありません。あなたは圧倒的に、唯ゆい我が独どく尊そんに、すべてを飲み干せばよろしいでしょう。そのお膳立ては、私がいたします」


    「わかんない！　お腹なかすいた！」


    　だが、日ひ留る女めちゃんに理屈は通じない。


    　獣けものには、どんな説法も無意味だ。


    　お腹を引っ搔かきむしり、何か大事なものが明確に欠けた表情で、日留女ちゃんは唸うなる。


    　マサカドは察したように、すこし押し黙ったが──。


    「我らが闇の聖母ブラツク・マリア、どうかご辛抱を」


    　彼が、主を宥なだめる言葉を紡つむぐ前に。


    　日留女ちゃんは、不意にぼろぼろと涙を零こぼして絶叫した。


    「わかんないわかんない！　おまえ嫌いだ！」


    　欲しいものを与えてくれない親に、駄々をこねるように。


    　日留女ちゃんは目にも留まらぬ速度で、動いた。


    　だらりと十字架に背を預けていたのが、急激に起きあがって突進。


    　マサカドすら反応できぬ勢いで、襲おそいかかった。


    　地に伏せた肉食獣が、獲物にいきなり食らいつくように。


    　マサカドの肩から腹部にかけてが、ごっそりと抉えぐれた。


    　呆ぼう然ぜんとし、凸でこ凹ぼこの大男は我が身を見下ろす。


    　その背後に、空腹にふらふらした日留女ちゃんが立っている。


    　返り血を浴びて、その姿は壮絶だ。


    　振り向いて、牙きばを剝むいて唸る。


    　喉を鳴らし、日留女ちゃんはマサカドを物欲しげに見据えた。


    「あんた、けっこう溜めこんでるな──自分だけ満足して、お腹いっぱいで、意地悪！　ずるいよ、それでわたしにパンのみに生きるにあらずなんて言うんだ！」


    　本能が叫ばせた、お題目。


    　それは日留女ちゃんの在りかたそのもの──異なる神話を貪欲に吸収しながら成長する、基督教救世主神話の、命題のひとつだった。


    「あああ！　もう！　お腹なかすいてるって言ってるのに！」


    　そのまま、地じ団だん駄だを踏む。


    　その食欲そのものが、時空を無視してマサカドの身体からだをごっそりと削り取った。


    　身体のあちこちを粉砕され、貪むさぼられて、大乱の英雄はよろめく。


    　太股が、逞たくましい胸が、頭部の半分が消失する。


    　マサカドは体内に無数の『神々』を直接繫つなぎあわせた、神話的なフランケンシュタインの怪物といえる恐るべき存在である。


    　だがそんな彼でも、本気で日ひ留る女めちゃんに狙われたら抵抗するすべはない。


    「ふむ──」


    　本人にその気もないようで、跳びこんでくる日留女ちゃんをただ待ち受ける。


    　そして、華きや奢しやな彼女を受けいれて、抱きよせる。


    　致命的な部位をいくつも喪うしないながら、誇るべき娘を迎える父親のように。


    「仕方ないですね、時間切れですか」


    　マサカドにとって、これは予想された事態だったのか。


    　あぁついに、という面おも差ざしで──日留女ちゃんのふわふわした髪を撫なでた。


    　愛いとしそうに。


    　己おのれの肉を、飢えた子に与える獣けものの親のように。


    「では、私も最後の役目を果たしましょう」


    　身体を囓かじりとられる激痛にも喪失感にも耐えて、牙きばを剝むいて笑った。


    「私を捕食すれば、我らが首領が私の体内に仕込んだプログラムがあなたに流しこまれます──それは世界征服を完了させるため、あなたをさらに徹底した災さい厄やくそのものへと変貌させるでしょう。孤独な王者、この世界のほんとうの意味での唯一神に、あなたはなる」


    　首元に食らいつかれ、鮮血を滂ぼう沱だと[image: ]あふれさせながら。


    「あなたは世界のあらゆるものを喰らい尽くすまで、もう止まらない。止まれない。せめて、その道行きを整えておこうと思っておりましたが。余計な気遣いだったかもしれませんね、我らが闇の聖母ブラツク・マリア。私すらも飲み干し、新たな世界を生みだすための栄養となさい。私はそれで本望です、身が震ふるえるほどに悦よろこばしいのですよ」


    　一ひと欠片かけらの未練もなく、マサカドは末期の言葉を吐く。


    　終末の獣の[image: ]えさとして、貪り食われながら。


    「このふざけた世界を、どうか終わらせてください。神さま気取りの浮かれものたちを、残らず拭ぬぐい去ってください」


    　ほんのわずかに、かつて人間だったころの感情を、浮かびあがらせて。


    「私はかつて愛しい人々を守るために立ちあがり、大乱の英雄と呼ばれました。何度も神に祈り、助けを請うた。けれど、何の反応もありませんでした。彼らは当時の権力者の味方をして、私の首を切り落とした。これはその復讐──でも、ありませんね。ただの未練でしょう。私は怨おん霊りようです。『新皇』平たいらの将まさ門かどの、ささやかな願いでした」


    　悦よろこびの歌を、口ずさむ。


    「神と人間の逢おう瀬ぜは終わり、新しい時代が始まる。あなたは、それを生みだす胎はらとなる。たっぷりと栄養を蓄えてください、我らが闇の聖母ブラツク・マリア」


    　瞑めい目もくし、満足しきって逝いく。


    「この腐れて澱よどんだ世界の救世主よ、無む垢くなる破壊者よ──災さい厄やくよ。我らが、闇の聖母ブラツク・マリアよ。どうか、ご息そく災さいに。私がいなくなっても、どうかご健勝でありますように」


    　首をふって──最期は、武人らしく。


    「いいえ。どうか、ご武運を」


    　古代の英雄は、そっと日ひ留る女めちゃんを抱きよせて。


    　すべてを託した。


    　日留女ちゃんはほんの一瞬だけ「………？」と何かに反応したように、彼を見つめたが、やがて食欲に支配されてその血肉を、霊力をひたすら口のなかに押しこむ作業に戻った。


    　その武力も、高潔な人生も何もかも、ぬくもりすらも。


    　己おのれの糧かてとして、日留女ちゃんは捕食した。


    　やがてマサカドは消え果てて、独りぼっちの日留女ちゃんが残った。


    「あぁ──」


    　満足そうに、お腹なかを撫なでて。


    　でもそれも──ほんの、ひととき。


    　返り血が涙のように、その頰ほおを伝った。


    　日留女ちゃんは、空を見あげる。


    　満月のごとき、貪どん婪らんな瞳で。


    「お腹、すいた……」


    　決して満たされぬ欲望のままに、次の[image: ]えさを求めて動き始める。


    　終末時計の針は進んで、世界は終わりへの秒読みを始める。　
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    　そのあと。


    　静まりかえった教会の片隅で、ちいさく動くものがあった。


    　貪欲な日留女ちゃんは荒廃した教会に山と積まれた血肉のすべてを胃袋に収めてから去ったので、あとには何も残っていない。


    　おぞましい死臭と、瓦が礫れきと、月光のみがあった。


    　がらんとして、すべてが死に絶えたかのようだ。


    　静まりかえった暗くら闇やみのなかで、「ぴょこん」とちいさなものが立ちあがった。


    　それは成人男性のものと思われる、角張った人差し指である。


    　乱暴にあれこれ食い散らかした日ひ留る女めちゃんが、残したものだ。


    　先ほど貪むさぼり食われた大乱の英雄──マサカドの指である。


    　マサカドはすべての指に『神々』の宿った指輪を嵌はめていて、そのひとつが捕食されることなく輝いている。


    　仮にも『神々』の宿った代物だ、貪欲な日留女ちゃんが食べ残すわけがないのだが──その指は自ら『改変』を行い己おのれの姿を隠蔽していたようだった。


    　そういう己の気配を消し、闇に溶けこみ潜む術に長たけているらしい。


    　人差し指、という不気味な、本来はひとりでに動くはずのないものが起きあがる。


    　そして身み震ぶるいして、己を隠した『改変』を解除する。


    「ふう──」


    　その指が、どこからか言葉を発した。


    　耳触りのよい、好青年といった具合の声音である。


    　同時に指は己を『改変』し、手足を生やした。


    　お玉たま杓じやく子しが蛙かえるに成長するように。


    　それこそ指人形、と呼ぶしかない見た目になる。


    　味気ない造形の、指にちいさな手足を生やしたものが──冷たい教会の床の名な残ごりを、ぴょこぴょこと歩いた。


    　憂ゆう鬱うつそうに、独りごちながら。


    「まったく、おっかない女の子だね──あれに比べたら情雨じようなんか可愛かわいいもんさ。とりあえず目め眩くらましはうまくいったのかな、まぁ気づいてても僕になんか興味なくてスルーされただけかもしれないけど」


    　どこから声をだしているのか不明な指人形は、己を「ぺた、ぺた」と撫なでる。


    　そしていまだ降り注ぐ月光を、ぼんやりと見あげた。


    「ついに始まっちゃったか──できればもうちょっと、情雨にはふつうの女の子みたいな生活をさせてあげたかったけど。いいや、遅すぎたぐらいなのかな。そもそも平和な日常がこんなに長くつづいたことじたいが、奇跡なんだ」


    　達観したようにつぶやくと、首（のように見える指の第一関節あたり）を揺すった。


    「無駄口を叩たたいている場合じゃないね、どうも悪い癖くせだよ。まぁ今さら日留女ちゃんが僕なんぞを食べに戻ってくるとも考えにくいけど──せっかく危険を冒おかしてまでこそこそと状況を窺うかがってたんだ。せめて忠犬らしく、ご主人さまのとこに戻ってご褒ほう美びをもらおう」


    　肩をすくめるような仕草をして。


    「僕の仲間たちに、危機を伝えなくてはね」


    　すこし真ま面じ目めに、指人形はぼやいた。


    「『おじょうさま』たちに──」


    　そして、ぺたぺたと気の抜けるような音をたてながら、歩く。


    　まさに指先ほどのおおきさなので、その進みは酷ひどくのろくさい。


    「しかしまぁ、ずいぶんご無沙汰してるしなぁ──命からがら戻ってみても、情雨じようはきっと『あんた誰だっけ？』とか酷いこと言うんだろうな。目に見えるようだよ。やれやれ、報われない立場だよ」


    　すこし練習しておこうか、と月光に照らされた寂しげな廃墟のなかで。


    　人差し指は、舞台の開幕を告げるように。


    「僕の名前は淡あわ島しまさま。いちおう神さまだよ」


    　誰にともなく告げると、優雅に身体からだを折り曲げてお辞じ儀ぎめいたことをした。


    　淡島さま。


    　それは情雨ちゃんの肉体を守護するため、その意識が失われる睡眠時などに活性化し浮かびあがる人格にして、『神々』である。


    　お兄ちゃんや布ふ津つ野の弥み火かちゃんなどと同様に『現代のトロイア戦争』において姿を消し、クトゥルー神話の騒動のときに復活していたはずなのだが、そのまま消息を絶っていた。


    　彼はこっそりと、他者の体内に潜むという己おのれの能力を発揮し、同一化していた日ひ留る女めちゃんのなかに居座っていたのだろう。


    　そこからマサカドに移動し、彼らの──わたしたちの敵の内情を、探ってくれていたのだ。


    　北欧神話の騒動のときに、つるぎが口にしていた間諜スパイとは彼のことだったのだ。


    　地味で目立たぬ、けれど重要な仕事を果たしたわたしたちの保護者のひとりは、しっかりと彼にとっての大事なものたちのために活動をしていたのだ。


    　それをわたしが知るのは、だいぶ先のことになるのだけど。


    　不意に、人差し指──淡島さまの姿がかき消える。


    『神々』は遍在する、という性質によって瞬間移動したのだ。


    　終末を告げるための使者が、わたしたちのところへ向かった。
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    　これもまた、後から聞いた話である。


    『月つく読よみ神社』──わたしの実家の人々が暮らしている、マンションのお風ふ呂ろ場だ。


    　きれいにお掃除された、その脱衣所。


    　からからと廻る換気扇。


    　最新型の洗濯機。


    　ちいさな窓のそばに飾られたサボテン。


    　和なごやかで家庭的で、ありふれた光景のなか。


    　足拭きマットのうえに「ちょこん」と、ひとりの女の子が座りこんでいる。


    「るるなちゃ～ん」


    　名前を呼ばれて、その女の子──わたしの妹、月つく読よみるるなちゃんは顔をあげる。


    　月光を固めたような艶つややかな長髪ストレートが、さらさらと揺れた。


    　るるなちゃんは私立岩いわ永なが小学校に通う、両手で抱かかえられるぐらいのちいさな女の子だ。


    　実年齢としては生まれたばかりの赤ちゃんで、見た目も仕草もどこまでも幼いたい気けである。


    　愛らしい私服姿のまま、お人形のように両足を投げだしている。


    　ぷにぷにの肌。


    　長い睫まつ毛げ。


    　アップリケのついた靴下。


    　新月のような、無慈悲な瞳。


    　るるなちゃんは傍かたわらに置かれた脱衣籠かごに、稲妻マークのついたヘッドフォンを見つける。


    　手持ちぶさたなのかそれを両手で拾って耳に押し当て、「？」と小首を傾げる。


    　このヘッドフォンは音楽プレイヤーなどに繫つながってはいないし、何も聞こえないようだ。


    　しばしちいさなお手々で、「ぺたぺた」と撫なでていたが──。


    「ごめんなさい、お待たせしちゃいましたっ☆」


    　脱衣所の扉を開いて、敬礼みたいな仕草をしながらひとりの女の子が顔を覗のぞかせる。


    『月読神社』の巫み女こさんにして、わたしの通う桜こノの花はな咲さく夜や学園の後輩──そして偉大なる『神々』たる『裁きのいかづちタケミカヅチ』でもある、布ふ津つ野の弥み火かちゃんである。


    　むかし、彼女は『ミッちゃん（仮）』などと呼ばれる年上のお姉ねえさんだった。


    　その後いろいろあって悪徳オカルト結社『アラハバキ』の霊的ロボットとして新生し、その後『月読神社』にまた合流する～、という複雑な経緯を[image: ]たどって今に至っている。


    　立場を変遷させるのは、『神々』には珍しくないけれど。


    　わたしとしては、年上のお姉さんだと思ってたひとがいきなり学校の後輩として登場したものだから、どういう態度をとればいいのかいまだに決めかねている。


    「～♪」


    　ともあれ弥火ちゃんは鼻唄を囀さえずりながら、後ろ手に扉を閉める。


    　華きや奢しやで、優しそうな風貌。


    　鮮やかな青葉色の髪が、静電気をまとったようにふわふわと広がっている。


    『月読神社』のものが好んで身にまとう簡素な巫女装しよう束ぞく姿で、その裾からこれも稲妻マークのついたハイソックスを覗のぞかせている。


    　弥み火かちゃんは元気に横ピース☆して、るるなちゃんに呼びかける。


    「なぜかご当主さま月読留座が『わしも一緒に風ふ呂ろに入りたい』などと意味がわからない主張をするので、とりあえず縛りあげて物置に放りこんできちゃいました☆」


    　などと語りながら、るるなちゃんの頭をそっと撫なでている。


    　幸せそうに。


    　この世界に、未来に、何の不安もないのだというように。


    　ともあれ、るるなちゃんは当然──わたしと、家族と暮らしているわけだけど。


    　この日はわたしは用事があって、『月つく読よみ神社』のひとたちにるるなちゃんを預かってもらっていたのだ。


    　いや、どうしてもるるなちゃんを同伴できない用事ではなかったのだけど──べたべたされるのを嫌いやがるるるなちゃんは、「それなら『月読神社』のひとたちのお世話になる。むしろ、そのまま『月読神社』ん家ちの子になる」などと酷ひどいことを言ったのだ。


    　そんな事情で、弥火ちゃんにるるなちゃんを学校まで迎えにいってもらい、そのまま今日はこのマンションに泊めてもらう予定である。


    『月読神社』のひとたちは、先代の『月読の巫み女こ』──お母さんの生まれ変わりのようなるるなちゃんを、大事にしてくれる。


    　わたしと『月読神社』には過去にいざこざがあったのだけど、今はもう任せて安心な、るるなちゃんにとってのもうひとつの我が家といえるかもしれない。


    　それもまた、すこし寂しい話だけど。


    「フフフ。るるなちゃんったら、ずいぶんとそれお気に召したみたいですね？」


    　弥火ちゃんは微ほほ笑えんで、るるなちゃんの手元──自分のヘッドフォンを眺める。


    　己おのれの私物を勝手に弄いじくられてるのに、嫌な顔ひとつしない。


    　わたしだったら怒るなあ。


    　人間のできた神さまである、弥火ちゃんは。


    「そのヘッドフォンだけつけても、何も聞こえないでしょう？　わたしが電気を流さないといけないんですよ、よいしょっ☆」


    　弥火ちゃんが指先を「くるり」と旋回させると、ばちばちと火花が宿る。


    「はい、これでどうですか？」


    　それを、そおっと──るるなちゃんが「わく、わく」と目を輝かせて装着したヘッドフォンに触れさせる。


    　静電気で、るるなちゃんの髪がふわりと舞いあがった。


    「～♪」


    　優しく弥火ちゃんに手を添えられて、るるなちゃんはご機嫌になる。


    　瞑めい目もくして、足を揺らしていた。


    　それを幸せそうに眺めながら──弥み火かちゃんは、困ったようにはにかんだ。


    「音楽とか歌が聞こえるわけではないですから、退屈ではないですか？　風の音とか、生活音とか、何でもない雑談みたいなのしか聞こえないでしょう？」


    「それが、いいの」


    　るるなちゃんは己おのれを抱きしめるような姿勢の弥火ちゃんに、そっと頭を預ける。


    「とても、落ちつくから」


    　つぶやいて、可愛かわいらしく見あげる。


    　わたしに対してより、あきらかにるるなちゃんの態度がやわらかい気がする……。


    　わたしがお姉ねえちゃんなのに……。


    「フフフ──呪じゆ々じゆさまが、まだちいさかったころを思いだしますね☆」


    　母親のお腹なかのなかで、赤ちゃんはいっしょに周りの音や声を聞いている。


    　そんなふうに、るるなちゃんのなかに──お母さんの名な残ごりが、あるのだろうか。


    　弥火ちゃんはお母さんとも長い付きあいみたいだし、どこか懐かしそうにしていた。


    「うん、何となく──わかる。弥火がそばにいると、すごく心が安らかになる。お母さんの記憶なのかも。弥火は、お母さんとこうしていつも寄り添っていたの？」


    「ええ。ずぅっと、そばにおりました」


    「お母さんにとって、弥火は大事なひとだったんだね」


    「フフフ、呪々さまは人見知りでしたから──ほんとに心をゆるしたひととしか喋しやべらなかったんです。わたしは運良く気にいられたみたいで、お恥ずかしい☆」


    　弥火ちゃんは遠い目をして。


    「ちいさなころの呪々さまは──『だんまり様』なんて呼ばれるぐらい無口でして、そういう意味ではるるなちゃんにそっくりでしたよ？　もちろん、るるなちゃんは幼いころの鎖さ々さ美みさまとも似てらっしゃいます☆」


    「え～……」


    　わたしと似てると言われて、るるなちゃんが露骨に眉まゆをひそめた。なんでだ。


    　そんな、のんびりとした会話をしながら──弥火ちゃんは、するすると器用にるるなちゃんの服を脱がしたりして、お風ふ呂ろに入る準備を整えていく。


    　手際がいい、ほんとに慣れてるんだろうな。


    　誰かの、お世話をすることに。


    　るるなちゃんがヘッドフォンに夢中になってるうちに、てきぱきとはだかんぼにしてしまうと、丁てい寧ねいにバスタオルを巻いてあげる。


    　るるなちゃんにはあまり羞恥心がないようなのだけど（赤ん坊だし）女の子なんだから、みたいな気遣いを感じる。


    　その優しい仕草に、るるなちゃんは嬉うれしそうにしていた。


    「お利口さんですね☆」


    　そしてまた、弥み火かちゃんが頭を撫なでてあげる。


    　るるなちゃんは『対抗兵器』──日本神話に属する、あらゆるものを捕食する。


    　食べられてしまうのではないか、と怖がるどころか、考えてもいないような弥火ちゃん。


    　そのすべてに感謝するように、るるなちゃんは弥火ちゃんに抱きつくと「すり、すり」と頭を擦りつける[image: ]なぞの求愛行動（？）をした。


    「弥火。わたし、ここん家ちの子になっていい？」


    「あら、あら？」


    　困ってしまったように、でも嬉しそうに弥火ちゃんは頰ほおを染めた。


    「るるなちゃんはいつだって、『月つく読よみ神社』の子ですよ。大事な、お子さまです」


    「弥火が、わたしのお姉ねえちゃんだったらよかったのに」


    「フフフ──とっても光栄ですけど、鎖さ々さ美みさまに叱られちゃいます☆」


    　可愛かわいいなぁ、というように弥火はるるなちゃんを慈いつくしむのだった。


    　るるなちゃんは基本的に高位の『神々』に惹かれる。


    　あらゆる『神々』を捕食する彼女にとって、『神格』の高いものはご馳走に見えるのだ。


    　でも、それだけではないだろう。


    　生まれたばかりのるるなちゃんは、素直にひとを愛することを、覚え始めている。


    「弥火」


    　だからこそ。


    　るるなちゃんは、不安そうに。


    「あなたと、あと邪や神がみ三姉妹は──どうして、わたしに食べられないの？」


    　無む垢くに、問いかけた。


    「日本神話のすべての『神々』がわたしに、『対抗兵器』に捕食・吸収され──一致団結して世界を滅ぼす災さい禍か、月読日ひ留る女めと戦う。それが、日本神話の総意でしょう？　それなのにどうして？」


    「るるなちゃんは、そうしたほうがいいと思いますか？」


    　弥火ちゃんは優しい表情を変えずに、そっと語りかける。


    　るるなちゃんが望めば迷わずそうする、という覚悟がそこにはあった。


    　るるなちゃんはそれを見て、ぐっと喉のどを詰まらせたが──俯うつむきがちに語る。


    「この世界は、破滅に向かっている。いつ、まとめてめちゃくちゃになるかわからない。わたしのなかのほうが、まだ安全」


    「このご時世では、確実に安全、な場所なんてありませんから。それなら、わたしはこの足で立ち、この目で見て、大好きなひとたちのそばで生きていたいです」


    　るるなちゃんに顔を寄せて、母が娘に語りかけるように。


    　ゆっくりと、心をこめて。


    「ずうっと、わたしは生きていないみたいでした。記憶を奪われ、自分が何者かもわからないお化けみたいでした。『月つく読よみ神社』のなかに、『アラハバキ』のなかに、ふわふわと彷徨さまようまぼろしみたいでした。でも今は、ちがいます」


    　数奇な生涯を送ってきた『裁きのいかづち』は、真しん摯しに言った。


    「わたしは布ふ津つ野の弥み火かです。ここにこうして生きている、布津野弥火です。それはきっと、他人に譲り渡してはいけない──とても大事なものです。世界が終わるまでのあとほんのちょびっとだけでも、わたしはわたしでいたいです」


    　それだけがわたしの願いです、と迷い子のような神さまは祈った。


    　るるなちゃんは「…………」と無言のまま、弥火ちゃんの言葉を咀そ嚼しやくしている。


    　ヘッドフォンを耳に当て、そこから流れる弥火ちゃんの残した何でもない日常の音を、声を、聞いている。


    　それは弥火ちゃんの人生の音色だ。


    　他のものにとってどれだけ価値のないものでも、弥火ちゃんにとっては、それはかけがえのない宝物だ。


    　それを奪う権利は、誰にだってない。


    「そう」


    　るるなちゃんは食欲を堪こらえるように、いちど己おのれのお腹なかを撫なでると。


    　頷うなずいた。


    「なら、いい。弥火の、好きにすればいい」


    「るるなちゃん」


    　すこし照れくさそうに、弥火ちゃんは頰ほおを搔かいて話題を変えた。


    「そのヘッドフォン、気にいったなら差しあげますよ？」


    「いいの？」


    　目を輝かせてから、るるなちゃんは「ふる、ふる」と首をふる。


    「でも、弥火の大事なものなんでしょ──もらうわけには、いかない」


    「いいえ」


    　弥火ちゃんは、すこし意味ありげな目配せをした。


    「大事だから、あげるんです。これから、わたしや邪や神がみ三姉妹の皆さんがやることも──そういうことだと、思ってくれると嬉うれしいです☆」


    「………？」


    「あら、いけない」


    　小首を傾げるるるなちゃんに、わざとらしく弥火ちゃんは目を逸らした。


    「るるなちゃんは、呪じゆ々じゆさまにそっくりだから──何でも、打ち明けてしまいそうになりますね☆　いっけない、他のみんなに叱られちゃいます☆」


    　笑顔を取りつくろうと「わたしも脱いじゃいますね」と、巫み女こ装しよう束ぞくに手をかける。


    　それを、るるなちゃんは「じっ」と眺めている。


    　何もかもがあやふやな世界を、理解しようとしてただ観察する。


    　生まれたての、赤ん坊そのものに。


    　不思議な余韻を残して会話は打ち切られて、しばし気まずい沈黙が漂ったが──。


    　ばたばたばたっ、と突然に物々しい足音が響いた。


    　そして、思いっきり脱衣所の扉が開く。


    「お待たせしましたぁ～！　パパ参上……！」


    　すでに全裸のお父さん月読留座が、爽やかな笑顔で登場した。


    「きゃっ、きゃあああああっ!?」


    　弥み火かちゃんが仰天して、（〉_〈）みたいな顔で悲鳴をあげる。


    「ななな、何で当たり前のように入ってきてんですかご当主さまーっ!?　ご先祖さまたちに申し訳なくないんですかっ、この性犯罪者！　弥火は情けないです！」


    「安心するがいい、ミッさま。わしはミッさまのお着替えにはまったく興味がない！」


    「それはそれで悔しい！」


    　錯乱しながらも、弥火ちゃんは「きょとん」としているるるなちゃんを抱きよせて庇かばう。


    　ふたりとも、あられもない姿なのでお父さんは完全に変態である。


    　逞たくましく鍛えられた肉体美を晒さらし、お父さんは腕組みすると堂々と言い放った。


    「くっくっく、わしはただ可愛かわいいるるなたんと親子のスキンシップをとりにきただけなのだ！　パパが我が子とともに入浴するのは古こ事じ記きにもある神代からの伝統！」


    「古事記を編へん纂さんしたひとに謝ってください！」


    「勘違いするでないぞ、ミッさま。わしは決して呪々ちゃんの生まれかわりのようなるるなたんと入浴し、若返った呪々ちゃんといっしょにいるような倒錯的な興奮を味わいたいというわけではない！」


    「語るに落ちてますよご当主さま！　いいから汚いものしまってさっさと消えるか死んでください！　ってか、けっこうマジで縛って物置に放りこんどいたのになんで動けるんですかーっ!?　どうやって脱出したんですか！」


    「ふん、侮あなどるなよ『裁きのいかづち』よ！　わしは歴代最強の『月つく読よみの巫女』だった呪々ちゃんの陰に隠れて目立たぬ存在だったが、これでも霊能力者の端くれよ！　あの程度の呪縛など造作もなく解除できるわっ、ふははは！」


    「こういうときだけ無駄に有能ーっ!?」


    　弥火ちゃんが喚わめきながら、両手から高圧電流のかたまりを放射する。


    　それを、お父さんは「ひょい、ひょい」と猿のように身軽な動きで避けている。


    　そんな戦闘能力があるなら、もうちょっと普段から真ま面じ目めにやってください。


    「………？」


    　るるなちゃんは、そんなお父さんを不思議そうに眺めている。


    　お父さんはまぁ、そこそこ強大な霊能力者とはいえ（実際、修行をサボったわたしなんかよりよっぽど実力があるはず）、あくまでそれは人間レベル。


    　霊力の大小で他人を評価するるるなちゃんには、取るに足らない存在──のはずである。


    　けれど、るるなちゃんのなかにあるお母さんの残ざん滓しが、かつての夫を──愛したものを覚えているのか、お父さんに対してはすこし好感度（？）が高くなるみたいで。


    　胸の高鳴りを押さえるように、ちいさなお手々をそっと己おのれのそれに添えていた。


    　そんな可愛かわいらしいるるなちゃんを、お父さんは両手を広げてカモンカモンと招く。


    「さぁ、るるなたん！　こっちにおいでっ、パパの胸に跳びこんできなさい！　おまえを世界に誇れる立派なレディに仕立てあげてやるっ、わしは愛した妻の生まれかわりのような女の子を自分の手で育てる……！　わしが現代の光ひかる源げん氏じで、おまえは紫むらさきの上うえだよっ♪」


    「正気度の低いこと言ってないで、さっさと失せろーっ！」


    　弥み火かちゃんが丁てい寧ねい語をかなぐり捨てて、最大出力の電撃を叩たたきこんだ。


    　お父さんはどこか嬉うれしそうな声をあげて吹っ飛び、壁を貫通してマンションの外へと落下していった。


    　ここ、けっこう高層な気がするけど──まぁ、死なないだろう。


    　変にしぶといひとだから。


    「はーっ、はーっ──」


    　肩で息をして、弥火ちゃんは乱れた脱ぎかけの制服をそっと手で直す。


    　その全身に、ばちばちと放電の名な残ごりがあった。


    　こういうラブコメ漫画があった気がする……。


    　るるなちゃんは当惑したまま、そんな弥火ちゃんをそっと「撫なで、撫で」してあげる。


    　わずかな不安を漂わせながらも、そんな平和な日常がまだつづいていた。
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    　これも、後から聞いた話である。


    「あぁ、すっかり遅くなっちゃったなあ──」


    　ぼやきながら、ひとりの女の子が歩いている。


    　わたしたちと何かと縁のあるご近所の女の子、[image: ]くし名な田だ希のぞ美みちゃんである。


    　地味だけど、よく見るとはっと驚くほど整った顔立ち。


    　艶つややかな黒髪を、きちんと三つ編みに結わえている。


    　汚れひとつない子供服を身にまとい、両手で重たそうに参考書などが詰まっているらしい[image: ]かばんを運んでいる。


    　曇りがちの空から差しこむ月光が、ほんのわずかに照らす夜道だ。


    　両手の先がかろうじて見えるか見えないか、というぐらいの真っ暗くら闇やみのなか──整備が怠おこたられているのか点滅している水銀灯が、ぽつりぽつりと瞬く輝きをつくっている。


    　わたしたちも暮らしている天あめ沼のぬ矛ぼこ町は、まるで死に絶えたかのように静かだった。


    　通行人どころか、車の走る音すらない。


    　希のぞ美みちゃんの足音のみが、虚うつろに響いている。


    「…………」


    　怖々と、白い息を吐いて希美ちゃんは寂しげな景色のなかを歩いている。


    　三つ編みを左右に揺らしながら、携帯電話をちいさなお手々で弄いじくっている。


    　メールを打っているらしい。


    　歩きながら携帯電話を操作するなんて優等生の希美ちゃんらしくないが、まるでこの世界に誰かが生きていることを確認したいかのように、忙せわしくアドレス帳をスクロールさせて──『ママ』という表示名を見つけ、短く息を吐いた。


    　周囲をおっかなびっくり眺めながら、希美ちゃんはぎこちなく文字を紡つむぐ。


    　──ママ。これから帰ります。


    　──もうすぐおうちに到着すると思います。


    　──遅くなってすみません。


    　──何度もメールや着信をもらっていたみたいですが、塾にいるときはスマホの電源を切ってますから……。ご心配かけました。


    　──今日の塾はとっても欠席が多くて、ほとんど先生が家庭教師みたいにひとりひとり付きっきりで教えてくれたんです。自習みたいな感じで、わかんないとこぜんぶ聞いてたらいつの間にか時間がたってて……。


    　などと、すこし言い訳がましい文面を、何度も書き直しながら送信。


    　娘から母親へのメールにしては堅苦しいし、まだ直接電話をするのはすこし抵抗があるようなのだが──以前ほどの屈託はなく、希美ちゃんの携帯電話を触る表情もどこか和なごやかだ。


    　すべてが、破滅に向かいゆくこの世界で。


    　彼女はほんのすこしずつでも『よかった』ことを探して、大事にしているようだった。


    「ふう──」


    　暗いなかで携帯電話の画面を見つめていたら目が疲れたのか、希美ちゃんは眉み間けんのあたりに指を添えて、もむもむと揉んだ。


    　仕草がすこしおばさんぽい小学生であった。


    　そのまま、目の疲労を軽減するためにか──そおっと、遠くを眺める。


    　暗雲が立ちこめる、夜天を。


    　ぱちくりと、瞬まばたきをする。


    　希のぞ美みちゃんは、すこし違和感をおぼえたようだった。


    　日本神話に属する『神々』──クシナダヒメの生まれ変わりであるらしい希美ちゃんには、たしょうの霊能力がある。


    　訓練は受けていないのでほんとうに些さ細さいなものだが、それでも常人よりもそういったものに敏感だ。


    「何だか近ごろとっても、静かだなあ──」


    　希美ちゃんはぽつりと言うと、周囲を見回す。


    　死に絶えたような、夜の町……。


    　ぶるりと寒気をおぼえたのか震ふるえて、希美ちゃんは嵐の前の静けさのような、凪ないだ暗くら闇やみのなかを早足で進んでいく。


    　今すぐにでも、あったかいところに──おうちに帰りたい、というように。


    　とっとっと、と靴音も高く急ぎ足で歩いて。


    　不意に小首を傾げると、とっとっと、とビデオの逆回しのようにきた道を戻った。


    　そして、唖あ然ぜんとする。


    「えっ……と？」


    　どうして、先ほどは気づかずに通りすぎてしまったのだろう。


    　立ち並ぶ住宅を取り囲む煉れん瓦が塀べいなどがつくった、わずかな隙すき間ま──。


    　ちいさな路地から、光が[image: ]あふれている。


    　星くずのように、きらきらと。


    　あきらかに異常な光景に、希美ちゃんは怯ひるんだ。


    　ごくり、と生なま唾つばを呑んで。


    「な、何これ……？」


    　これまで、彼女はいろんな怪奇現象に──『神々』が起こす不条理に、巻きこまれた。


    　賢明な希美ちゃんは、そんなことに関わっても損するだけ、と知っている。


    　何度も酷ひどい目に遭ったのだ、さすがに学習している。


    　君子、危うきに近寄らず。


    　けれど。


    　希美ちゃんは奇妙な感覚に──まさに霊感と呼ぶべき何かに導かれるように、ふらりとその輝く路地へと歩み寄ってしまう。


    　見えない誰かに、招かれて、手を引かれるみたいに。


    　そして、眩しいぐらいの煌きらめきを放つ路地のそばで、立ち尽くす。


    　そのまま──眼鏡をかけていたときの癖くせか、目元に手を添えて。


    　そうっと覗のぞきこんだ。


    　それがきっかけだった。


    「……わひゃっ!?」


    　やはり見えない誰かに背を押されたように、希のぞ美みちゃんは前のめりに傾いて。


    　神秘的な光を放つ路地裏に、思いっきり倒れこんだ。


    　悲鳴と、跳ねあがった三つ編みがわずかに残って、すぐに消えた。
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    「ひゃわわわわっ!?」


    　動転しきった叫び声をあげながら、希美ちゃんはごろごろ回転して──。


    　逆さまに、でんぐり返りしたような姿勢で、停止する。


    　大事に両手で[image: ]かばんを抱きしめたまま、あられもない姿で情けなさそうに呻うめく。


    「うう、なんでわたしばっかりこんな酷ひどい目に……？」


    　涙目になって、どうにか身を起こす。


    　そして──今度こそ、声もだせないぐらいに仰天した。


    　景色が、切り替わっていた。


    　子猫のような姿勢でへたりこんだ希美ちゃんの周囲には、広大な空間が広がっていた。


    　先ほどまでは、平凡な住宅街だったのに。


    　視界の大半を埋め尽くすのは、おおいなる大宇宙である。


    　漆しつ黒こくのなか、ばらまかれた宝石のような星々。


    　すぐ間近で燃えているように見える、妙に赤ぼったい太陽。


    　希美ちゃんはそんな虚きよ無むのなかに浮かぶ、巨岩が乱暴に接着されたような、やけに凸でこ凹ぼこした小惑星のうえにいた。


    　子供が積み木をてきとうに組みあわせたみたいな、自然に形成されたとは考えにくい不自然な造形である。


    　重力や空気とかはどうなっているのか、希美ちゃんは淡泊な色をした小惑星のうえでとくに苦しむことなく、ぽかん──とした。


    　見渡すかぎり何もなく、振りかえってみても先ほどの光の通路（？）も消えている。


    　動くものが何もない、この世でいちばん豪華で退屈なプラネタリウムのなかで、希美ちゃんはひたすら呆ぼう然ぜんとするしかなかった。


    　転がった衝撃でふわりと浮かびあがった砂すな埃ぼこりに、鼻び腔くうをくすぐられ、希美ちゃんは「へくちっ☆」とくしゃみをした。


    　どう考えても大気が存在してない舞台ロケーシヨンだが、希のぞ美みちゃんが無意識に霊能力で己おのれを守っているのか、そういう設定の場所なのか──彼女の周りにだけは、空気があるようだった。


    　巨岩が重なりあった複雑怪奇な地平線。


    　まるで乱暴に食い散らかされた、月面である。


    　茫ぼう漠ばくとした景色のなか、希美ちゃんはふとそのなかに異彩を放つものを発見する。


    　味気ない色合いのなかで際立つ、きらびやかな──女の子。


    　それは『女の子』なんて呼ぶのも憚はばかられるような、麗うるわしい美女だ。


    　黄金を溶かして流したような髪は、勾まが玉たまでゆるく結わえている。


    　うっとりするほど完璧なプロポーション。


    　身にまとうややおとなが着るには派手な色合いの私服と、かたわらに置かれたランドセルが、むしろちぐはぐだ。


    　それを見て、希美ちゃんは「やっぱりね」みたいに溜ため息いきをつくと、呼びかける。


    「たまちゃん」


    　その声に反応して、邪や神がみ三姉妹の三女──たまは、びっくりした様子で振り向いた。


    　座りこんでいた姿勢から、ぴょこんと跳ねあがるみたいに立ちあがると。


    「あっ、希美ちゃんだ～♪　わ～い、わ～い♪」


    　などと、ものすごく無邪気に手をふった。


    　だがその雰囲気は、ほんのすこしだけ以前と変わっている。


    　変わらないわけがないのだ。


    　たまは、他の邪神三姉妹と同様に──汚染された『対抗兵器』である『破壊神』のひとつを取りこんだのだから。


    　破滅と、死の化身を。


    　たまがその身に宿らせたのは北欧神話の『破壊神』フェンリル。


    　先日はその権けん能のうを遺憾なく発揮して、良い子の仮面をかなぐり捨てて、たまは大騒動を引き起こした。


    　それについては、とりあえずは解決したものの──世界はいまだに終末を逃れる光明を見いだせぬままに、下り坂を転がり落ちている。


    　日ひ留る女めちゃんがその気になれば、すべてが彼女の胃袋に収められる。


    　そんな、ぎりぎりの綱渡りで存続している。


    　この世界のため、大好きなひとたちのために戦うことを決意したたまの覚悟は、尊い。


    　もう、この子も立派な神さまになってしまった──それをすこし寂しがるように、希美ちゃんはたまと距離をおいたまま、胸元にそっと手を添えた。


    　その指先を、ぎゅっと握りこんで。


    　勇敢な希美ちゃんは、それでも前へ踏みだした。


    　自分の友達のところへ、歩み寄っていく。


    　それを見て、たまは「ほっ」としたように胸を撫なで下ろして、天てん真しん爛らん漫まんに微ほほ笑えむ。


    　希のぞ美みちゃんのそばにいるときだけは、ふつうの子供でいられるのだというように。


    　それから、今さらながら疑問を抱いたのか「？」と小首を傾げて。


    「あれ～？　っていうか、何で希美ちゃんがここにいるの～？」


    「何でって……気づいたら、こんな変てこなとこに転がりこんたんだけど」


    　たまちゃんが呼んだんじゃないの？　みたいな疑わしげな目つきの希美ちゃんである。


    「ていうか、ここはいったい何なのよ？　たまちゃん、また変な悪わる巧だくみしてるんじゃないでしょうね？　もう──やぁよ、こないだみたいなことは？」


    　腰に手を当て、お説教モード。


    　その、いつものやり取りに──やっぱり、たまは安心したように微笑むのだ。


    　その穏やかな態度に、毒気を抜かれたように、希美ちゃんはくちびるを尖とがらせる。


    　そして不意に真上を見あげると、目を見開いた。


    　広大な大宇宙のなかを、通過する輝きがあった。


    　それは先ほど、路地裏から放たれていたものと同種の、この世ならざる光である。


    　よおく目を凝らすと、それが幾何学模様をあちこちに配置した卵のようなもの──おそらく宇宙船だと、判別できる。


    　ありていに表現すれば、ＵＦＯだった。


    　だがＵＦＯを見たぐらいでは、希美ちゃんは驚かなかった。


    　宇宙人の──知りあいがいるのだから。


    　むしろ、合が点てんがいったようだった。


    　流れ星のようにきらりと煌きらめいて消えるＵＦＯを振り仰いで、たまが苦笑いした。


    「まったく、もう。キュピちゃんったら、お節介焼きさんだお」


    　お尻しりをぱんぱんと叩たたきながら立ちあがると、ちいさな希美ちゃんを見下ろす。


    　すこしだけ、怖い顔になって──つまり、神妙に。


    「希美ちゃん、ここはまだ未完成だから。帰ったほうがいいお、何があるかわかんないから。大事なお仕事だし──たま、ちょっと希美ちゃんのお世話まで焼いてらんないの」


    「何よ、それ」


    　希美ちゃんは不服そうに、拳こぶしをぎゅっと握り固めた。


    「いつどこで、何時何分何曜日に、あたしがたまちゃんにお世話を焼いてもらった？　迷惑かけたっていうのよ？　逆じゃないのよ──いつも。また何か変なこと考えてるんでしょ、抱かかえこんでるんでしょ、だったら相談してよ。友達でしょ？」


    　言ってから、恥じらうように希美ちゃんは項うな垂だれた。


    　三つ編みが、しょんぼりと垂れさがる。


    「そりゃあ、あたしなんか一般人だし──頼りないかもしんないけど」


    「ううん」


    　たまは、それだけは決然と否定した。


    「希のぞ美みちゃんは、立派なひと。憧れてるの、大事な友達だお。それだけは信じて──」


    　言うと、たまは希美ちゃんの横まで歩いて座りこむ。


    　おおきな彼女は、そんな姿勢でようやく希美ちゃんと目線が対等だ。


    　そのまま傾いて、ちょこん、とたまは大事な友達の肩に己おのれの頰ほおを寄せた。


    　そして愛いとしそうに、匂いをかぐ。


    　くすぐったそうに、希美ちゃんがちいさく声をあげた。


    「懐かしいな──」


    　どこか眠たげに、あるいは死にゆくもののように。


    　ぞっとするほど麗うるわしく、たまは微ほほ笑えんだ。


    「初めて会ったときからずっと、希美ちゃんはいつも言ってたよね。何でも相談して、って──たま、いつも『自分で何とかしろ』って叱られてばかりだった、誰かに頼ることができなかった。いちばん偉い神さまになるはずだったから」


    　重たそうに、がんばってたまを支える希美ちゃんを、たまは愛しむ。


    　その三つ編みをくちびるにくわえて、ご満悦。


    「たまはね、希美ちゃんのおかげで──すこぉし、楽になったの。いつも、ほんのちょっとの荷物を背負ってもらったおかげで。救われたの、神さまなのに。だからこれ以上は希美ちゃんに、ひとつも重たいもの、苦しいもの、しょいこませないって決めたんだ」


    　名な残ごり惜しそうに首を揺すって、たまは顔をあげる。


    　そして地面に手をついて、無限の宇宙を見あげる。


    「たまちゃん……？」


    　目を逸らすと消えてしまいそうに儚はかないたまを、希美ちゃんは不安げに見つめる。


    　まるで遺言を口にするみたいな彼女を、いちばん間近から。


    　たまは吐息を漏もらして──思いきったみたいに、囁ささやいた。


    「たぶんもう、こんなふうにゆっくりお喋しやべりすることはないから……。言うね、ずっと内緒にしてたこと。たまはね、ほんとは初めて出会ったころ、希美ちゃんが嫌いだったの」


    　良い子の仮面を脱ぎ捨てて、たまは真まっ直すぐに希美ちゃんを見据える。


    　びくりと震ふるえて、でもへいき、というように胸を張る希美ちゃん。


    　真ま面じ目めに聞く姿勢になった彼女に、たまはやっぱり「えへへ～♪」と気が抜けたような表情を向ける。


    「もちろん、いまは大好きだお♪」


    　誤ご魔ま化かすみたいに、希美ちゃんを抱きしめてむっちゅむっちゅとキスをして。


    　嫌いやがられてすぐにやめると、真っ白な歯を覗のぞかせて笑った。


    　そして、語った。


    　ずっと秘め隠していた、ほんとの気持ちを。


    「何でかなあ──すごく、希のぞ美みちゃんに腹を立ててたの。ずっと。だって希美ちゃんは霊能力があるから、たまの噓うそをぜんぶ見破っちゃう。神話の英雄みたいに、たまのつまらない誤ご魔ま化かしを、取っ払っちゃうの。それがね、たぶん怖くて不安だったんだ……」


    　くすくすと肩を揺すらせて、たまは希美ちゃんにこっそりと耳打ちをする。


    　打ち明ける。


    「いちばん最初にたまを見たとき、希美ちゃんすっごい勢いで立ちあがって『でかーっ!?』って叫んだよね。今でも覚えてるよ、夢に見るぐらいだよ。酷ひどいよ、たまおおきいの気にしてるのに。ほんと泣いちゃいそうなぐらい、しょっくだったんだお？」


    「悪かったわよ」


    　げんなりして、希美ちゃんはされるがまま。


    　世界でいちばんの、友達の本音を──ただ、受けいれる。


    「だって、びっくりしたんだもの。小学校の同じ教室のなかに、あきらかにデカいひとがいるんだもの。おとなが、混じってるんだもの。不審者かと思うじゃないの。『でかーっ!?』なんて叫んじゃったのは、ちょっと今から思うとごめんなさいって感じだけどね」


    　肩をすくめて、希美ちゃんもそっとたまに寄り添った。


    　ふたり、顔を肩を触れさせて──ふたりでひとつの生き物のように。


    　まだ小学生の子供たちは、彼女たちにとってとっても大事な話をした。


    「まぁでも実際に話して、付きあってみたら、見た目よりもずうっと──あたしよりも、まるっきりお子さまなんだもの。呆あきれちゃうのよ、たまちゃん」


    「うん。えへへ～♪」


    　照れ隠しのようなお小言に──たまは、だらしなく笑った。


    「あのね～、たまね～、見た目ばっかり気にしてたの。おおきいって言われるのやだな、って思って縮こまって、びくびくしてたの。その気持ちが勝手に周りを『改変』して、誰もたまを変だなって思わなくなってたけど、それはただの誤魔化しだったの」


    　うまく言えないのか、舌っ足らずに。


    「そんな、たまの窮屈で寂しい毎日を──希美ちゃんが、変えてくれたの。『でかーっ！』て言われて、最初はすごくびっくりしたし傷ついたけど。だから希美ちゃんのこと、苦手だったけど。おおきいって、ちゃんと言ってくれてよかったと思うんだお」


    　きれいに笑うと、たまは立ちあがって大宇宙に手を伸ばした。


    　うんと、背伸びをして。


    「今はね、たまはおおきいの気にしない──むしろ、もっとおおきくなりたいよ。何もかもに手が届くぐらいに。ずっと遠くまで、この目で見られるぐらいに。このおおきな身体からだに見あった、立派な神さまに成長したいよ」


    　静寂に満ちた凸でこ凹ぼこした荒野で、たまは宣言した。


    　迫害され追われた先で、民のために立ちあがった、遠いむかしの聖者のように。


    「そんなふうに思えるようになったのは、ぜんぶ希のぞ美みちゃんのおかげ。だから、ありがとう──希美ちゃん。たまのこと、ちゃんと見てくれて。叱ってくれて、お友達になってくれて……。たま、とっても嬉うれしかった。幸せだったお？」


    「何よ」


    　希美ちゃんは、すこし青ざめて首を「ふる、ふる」と振った。


    「幸せ『だった』って何よ、どうして昔話みたいに言うのよ。まるで、今はそうじゃないみたいじゃない。そうじゃなくなるみたいじゃないのよ──」


    　そして立ちあがると、真っ正面からたまを睨にらんだ。


    「まるで死んじゃうみたいじゃないのよ。やめてよ、たまちゃん」


    　哀しくなってきたのか、希美ちゃんは珍しく、甘えるようにたまのおおきな身体にそっと抱きついた。


    　そして、啜すすり泣く。


    　誇り高く勇敢で、でもまだ小学生の彼女。


    　かしこくて感じやすくて、聡さとい彼女は、何かを察していたのかもしれなかった。


    　これから訪れる、痛ましい悲劇を。


    　いちばんの親友との──永ながい、お別れを。


    　不安を押し殺すように、希美ちゃんは吼ほえた。


    「あたしみたいな一般人にも何となくわかるわよ、もうすぐ世界がめちゃくちゃになっちゃう。塾の課題が難しいとかパパとママがぎこちないとかそういう悩みよりもっと馬鹿でかい、きっと神さまとかにもどうしようもない、酷ひどいことが起きるんでしょ？」


    　心を、こめて。


    「でも、そんなの知ったこっちゃないのよ！　いつだって終末の予言は外れてきたのよ、人間はしぶとく生き延びてきたのよ！　あんたたちに何とかしてもらわなくても──」


    　ひぐ、と息を詰まらせて、噎むせび泣いた。


    「なんとか、なるわよ」


    「うん」


    　たまは困ったように、希美ちゃんを抱きかえして「よし、よし」と撫なでた。


    　むしろ、覚悟が据わったようだった。


    「人間は強いよ。でもね、これは『けじめ』なの。つるぎ姉ねえと、かがみ姉と、みんなで決めたことなの。ねぇ泣かないで、希美ちゃん。これじゃあ、あべこべだよ。いつもと逆だよ、希美ちゃんが泣いてると──たま、どうしたらいいかわからないよ」


    　神こう々ごうしい、という形容そのものに。


    　たまは、微ほほ笑えむ。


    　苦しくても哀しくても、笑うことしかできないから、というように。


    「だいじょうぶ」


    　流れていた希のぞ美みちゃんの涙を、たまは、そっと己おのれの頰ほおで拭ぬぐう。


    　べしょべしょになって、大事なものを共有した。


    「希美ちゃんは、ううん、みんなは──たまたちが、守る。絶対に死なせない、終わらせない。誓うよ、たまは『神々』の責任を果たす。果たせるのが、とっても嬉うれしいの……」


    　やはり遺言のように語るたまに、希美ちゃんは怒鳴った。


    　地じ団だん駄だを踏んだ。


    「何が責任よっ、大人ぶってんじゃないのよ！　こないだまで自転車にも乗れなかったくせに！　ぜんぶ抱かかえこまなくてもいいじゃないの。もっとできるひとに任せても、逃げてもいいじゃないの、なんでたまちゃんなのよ──あたしの友達なのよ？」


    　ぐずぐずと、泣きべそをかく希美ちゃんを見て。


    　むしろ、たまは──やっぱり、決意を固めたようだった。


    　大事そうに、希美ちゃんを包むように抱く。


    　そのすべてを、ぬくもりを、たまは尊ぶ。


    　そして、言った。


    「ありがとう、希美ちゃん。たまの、友達になってくれて」


    　その全身はちいさく震ふるえていたけれど、やがてそれも止まる。


    　顔をあげたたまには、もう迷いも恐怖もなかった。


    「たま、生まれかわったらまた希美ちゃんの友達になりたいな……。ううん、絶対にそうなるよ。だから泣かないで、泣いてるとよく前が見えないから。よく見て、たまを見つけてね。たま迷子になってるかもしれないから、ちゃんと探して見つけてね」


    　日本神話の『次世代神』は、無力な人間のように──ただ祈った。


    「それでまた、『でかーっ!?』とか意地悪なこと叫んでね。そしたら、たま嬉しくなっちゃって、希美ちゃんのとこに一直線に行くよ。また会える、友達になれるから」


    「何よ──」


    　希美ちゃんは不思議なたまの物言いに、戸惑った。


    　そしてやっぱり、怒る。


    　曖あい昧まいなこと哀しいことが大嫌いで、果敢に立ち向かう、勇敢な女の子だから。


    　ちいさな、神話の英雄のような彼女。


    「あたしは生まれかわるとか、前世とか来世とか、そういうのはもううんざりなのよ。今、生きてるじゃないのよ。どうして今じゃなくて未来の話をすんのよ、そんなのまだわかんないじゃないの、何でお別れみたいなこと言うのよ──」


    「どうして、だろうね。たま馬鹿だから、どこまで喋しやべっていいのかわかんないの。だからないしょ、ね？」


    　たまは、申し訳なさそうにしながらも。


    「死んでも、生まれかわっても友達だよ」


    　たっぷりの愛情をこめて、囁ささやいた。


    「希のぞ美みちゃん、だぁい好き……」


    　そのまま、ずっと動かなかった。


    　最後までがんばって涙を見せずに、笑顔で、たまは親友との別れを終えたのだ。
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    　すっかり日も暮れた、薄暗い晩だった。


    　不穏な黒雲が空を埋め尽くし、二度と夜明けなんかこないように思えた。


    　るるなちゃんを『月つく読よみ神社』に預かってもらったその日──人知れず、たまが希のぞ美みちゃんと別れを告げた、その夜。


    　わたしは、せいいっぱいに気合をいれた余よ所そ行きの私服で、動物園にいた。


    　いくつもの檻おりが、まるでそういう種類のパズルゲームかのように整然と並んでいて、そのなかではあらゆる獣けものや鳥たち、爬は虫ちゆう類たちのつがいがセット販売みたいに収まっている。


    　あきらかに営業時間外らしく、売店らしきものはシャッターをおろされ、園内の灯あかりすらも消えていてひっそりと静まりかえっている。


    　当然、客の姿もなく──わたしたちしか、いなかった。


    「はふう」


    　たっぷり歩き回って疲れたので、わたしはそのへんのベンチに腰かける。


    　お兄ちゃんが用意してくれた水筒から、ごくごくとスポーツドリンクを飲んだ。


    　一息ついて。


    「……なぜ動物園？」


    　根本的な疑問を、そっと口にした。


    「ふにゃあ。疑問を抱くのが遅いのですよ、今さらすぎるのです」


    　素そっ気けなく反応したのは、先ほどからパンダの檻の前からちっとも動かなくなってしまったわたしの親友──かがみである。


    　鉄格子にしっかり縋まとわりついて、いつもよりほんのすこし興奮しているように見える仏ぶつ頂ちよう面づらで、ちょこんと立っている。


    　ハァハァしながら檻のなかに手をいれようとするので、パンダが怯おびえて夫婦仲良く隅っこのほうに退避し、車のタイヤを抱かかえたまま「がた、がた」と震ふるえている。


    　どうぶつ大好きなかがみは、鉄格子に密着してお尻しりをつきだす、わたしから見るとナイスアングルで「きゃあ～ん♪　怯えてるどうぶつさん超かわゆいのです～っ！」とか正気度の低いことを言っている。


    　わたしにも、あのぐらいデレてくれたらいいのにな──。


    　あの夜の町で血色の翼を広げていた、凄絶な雰囲気はどこにもなかった。


    　いつもの、かがみだ。


    　テンション高めなのは動物園だからだろうけど、それ以外は普段どおり。


    　いつもどおりすぎて、それが逆に不安でもあったけど。


    　かがみは珍しくも懐かしい、以前ふたりでデート（？）したときの可愛かわいらしい私服姿だ。


    　ちょこんと結わえられた三つ編みが、それこそ獣けものの尻しつ尾ぽのように揺れている。


    　浮き浮きした様子で、かがみはいつの間にか垂れていたよだれを拭ぬぐった。


    「退屈なようでしたら、鎖さ々さ美みさんはお帰りいただいて結構ですよ。わたしはここで夜を明かすつもりですが、べつに付きあっていただかなくてもよいのです。あぁん、昼の眠たそうなもっさりした動きもぷりてぃですけど、やっぱり夜行性のどうぶつさんは夜中に見なくっちゃあ──おいでおいで～♪」


    　夢中でパンダに手招きをしているかがみを、わたしは溜ため息いき混じりに眺める。


    　どうぶつより、かがみを見ていたほうが楽しいし幸せな気分になるなぁ……♪


    「まったく、もう」


    　水筒の蓋を閉めて、ベンチに腰かけたまま言った。


    「いきなり呼びだされたからさ。何か大事な話があるんじゃないか、って身構えてたのに」


    　最近、邪や神がみ三姉妹は様子がおかしい。


    　かがみも──夜の町で、何やら不穏な動きをしていた。


    　世界の終末が、近いのだという。


    　わたしたちの日常は、ふと気を抜けばすべてが崩れ去ってしまう砂上の楼閣だ。


    　だから、かがみから『ふたりで会いませんか？』とお誘いがきたときも、やったぁかがみんとデートだデートぉっ♪　と舞いあがるよりも、むしろ「ついにきたか」と思った。


    　何か大事なお話を、してくれるものと思ったんだけどな──。


    　つれてこられたのは、なぜか動物園で。


    　とくに真ま面じ目めなムードにもならなくて。


    　わたしは、気が抜けてしまっていた。


    　ちなみにこの動物園がどこにある何ていうところなのかも、わたしは知らない。


    　例によって『神々』の瞬間移動（？）でつれてこられたのだ。


    　もしかしたら、国内じゃない可能性すらあった。


    　空気が、どこかわたしの馴な染じんだものとは異なっている。


    　気のせいかもしれないけど。


    　わたしはきれいに並べられたどうぶつの檻おりを、ぼんやりと見回した。


    　やはり、夫婦一組ずつの鳥獣たちが──幅広く、集められているようだった。


    　檻はどこまでもどこまでも並んでおり、まるで全世界の動植物の博覧会のようだった。


    　異様な、景色。


    　というか──。


    「まるでノアの方はこ舟ぶねだね」


    　わたしだって、いつまでも何も知らない傍観者でいたくない。


    　わたしたちを取り巻くもの──神話について、がんばって調べているのだ。


    　そのなかのひとつ──世界最大の神話のひとつである基キリ督スト教の説話に、ノアの方舟という伝承がある。


    　世が乱れ、人々が堕落し世界が荒廃したとき、基督教の唯一神はすべてを拭ぬぐい去るために大洪水を発生させ何もかもをリセットしようとする。


    　だが唯一、あらゆる動物のつがいと──アダムとイヴ原始の人類の遠い子孫である慰めノア、と呼ばれる男とその家族のみは生存を赦ゆるし、見逃した。


    　そんないちど終末を迎えた世界の唯一の例外、きたるべき新世界へ向かうための乗り物こそがノアの方舟である。


    　終末を迎えたこの現代で、あまねく生命が仲睦まじく暮らしているこの動物園は、何となくその神話を思い起こさせたのだった。


    　かがみは、わたしの声を聞かないふりするみたいに反応してくれずに──拾いあげた笹ささを「ふり、ふり♪」してパンダを己おのれのもとに誘おうとする、無駄な動きをしていた。


    　かがみって、どうぶつ好きだけどなぜかどうぶつとか子供に怖がられるよね──。


    　などと、益やく体たいのないことを考えていたから。


    　かがみが小声でつぶやいたことも、よく聞こえなかった。


    「まぁ、最後の思い出づくり──なのですから。姉ねえさんに、無理を言ってまで頼んだのですから。すこしは楽しんでくれないと、もったいないのですけど」


    「ん？　なぁに？」


    　わたしが間の抜けた反応をすると、かがみは「何でもないのです」と苦笑して。


    　怖い顔で、わたしの後方を睨にらみつけた。


    「……で？　なんであなたがいるのですか？　お招きした覚えはないのですが？」


    　その視線の先。


    　白い髪を、優雅にかきあげて──。


    「文句でもあるの？」


    　仁王立ちしているのは、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんだった。
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    　つんけんとした態度ながらも、情雨ちゃんもわりとお洒しや落れしていた。


    　基本的にはいけいけのリア充であるところの彼女は、情雨ちゃん以外には似合わぬような派手な装いである。


    　肌寒い季節なのに、おへそ丸だしファッションモデルさん風。


    　遮しや光こう器き土ど偶ぐうっぽい髪留めはそのままに、腰に手を添え「えへん」と立っている。


    　その足下には売店閉まってるはずなのにどこで買ってきたのか、ライオンやペンギンのぬいぐるみがいっぱい入った紙袋。


    　チュロスを片手に首からデジカメをさげて、全力で動物園を満喫している感じだ。


    　かがみより楽しんでるんじゃないかなあ、これ──。


    　可愛かわいらしい狐きつね耳みみを模したカチューシャを大事そうにつけると、目を輝かせながらおおきな地図を広げて「次どこ見ようかな」って感じできょろきょろしている。


    　なんか情雨じようちゃん、ときどきこんなふうに、ちいさな子供みたいな振る舞いするよね。


    「あによ」


    　じろじろ見ていると情雨ちゃんは「ぎろり」と眼光を煌きらめかせ、挑発的に顎あごをしゃくった。


    「何見てんのよ、あぁん？　あぁそう、あたしはお呼びじゃないわけね──ふたりっきりのデートを邪魔して申し訳ありませんでした、ふんっだ！」


    「何をぷりぷりしているのですか」


    　かがみが呆あきれきった表情で、溜ため息いきをついた。


    「ていうか、べつにデートとかではないのです。わたしは愛らしいどうぶつさんたちを心ゆくまで眺めたり写真に収めたりモフモフするためにここにいるのです鎖さ々さ美みさんはおまけというか何というかそんな感じなのです勘違いしないでくださいね！」


    　必死だなあ。


    　情雨ちゃんは鼻を鳴らすと、わたしの横に「どかり」と腰かける。


    「ふぅん？　じゃあ、あたしがこんなことしてもＯＫなわけね？」


    　意地悪にせせら笑うと、すでにぐったり疲れているわたしと大胆にも腕を組んでくる。


    　やん、情雨ちゃんのやわらか幸せ部分が押し当てられてる……!?


    　かがみが見る見る赤面して、ものすごい勢いで歩み寄ってくる。


    「こらぁっ、それとこれとは話が別なのです！　ていうか破は廉れん恥ちなのですよっ、鎖々美さんにだらしねぇ肉のかたまりを押しつけないでください！」


    「あぁ、ごめんね。見せつけちゃったかしら、もしかして羨うらやましいの？　あなたにはできないもんね──こういうこと？」


    　おほぉっ、今度は情雨ちゃんのやわらかお肉が顔面に！　顔面にむにむにって!?


    　えっ、何これ!?


    　わたし死ぬの……!?


    　そのまま、情雨ちゃんは骨抜きになったわたしを小脇に抱かかえて、どこへともなく引きずっていこうとする。


    　その背後ではかがみが「わたしだって、わたしだって……」と己おのれの胸元に手を添えて屈辱に震ふるえていた。ドンマイ。


    　あぁ、意識がぼんやりしてきた。


    　もういいや、今が幸せだからそれでいいや……。


    「くっくっく！」


    　情雨じようちゃんは勝ち誇ったように笑うと、動物園の出口へ向かう。


    「こんな貧相な動物園なんてつまんないわ、もっと他のとこで遊びましょうよ？　そうだ、むかしパパにつれてってもらった遊園地があるのよ。あたし案内してあげるから、一緒に行きましょう？　あんな、大事なことは何にも相談してくれない薄情者は放っておいてさ？」


    　あぁ情雨ちゃんってば、今日はいつになく絡むと思ったらそういう──。


    　言いにくいこともさらっと言えちゃう、そして寂しがり屋の情雨ちゃんは、近ごろこそこそと怪しい動きをしてるかがみのことを──心配してるし、腹を立ててるのだろう。


    　情雨ちゃんとかがみは、顔をあわせれば喧けん嘩かばかりしてるけど。


    　すこしずつでも、絆が紡つむがれ始めている。


    　だからこそ、最近のかがみの態度が、情雨ちゃんには気に食わないのだろう。


    　わたしだって正直なところ情雨ちゃんと同じように不安で、いろいろ問いつめたい。


    　でも──何も聞かない、信じてる、なんて偉そうなこと言っちゃったからなあ。


    　わたしの心のなかを代弁してくれるような、情雨ちゃんは──。


    「…………」


    　何も応えず項うな垂だれるだけのかがみを、「ふん」とつまらなそうに眺めると。


    「あら？　あんた、それ何よ──さっきからピコピコいじってるけど」


    　小首を傾げた。


    　その視線の先、かがみの手のひらのなかには携帯ゲーム機のようなものがあった。


    　あ、ほんとだ──何か持ってる。


    　情雨ちゃん、よく見てるなあ。


    　学校でもそうだよね、ちょっと顔色が優れない子がいると「どうしたの？　だいじょうぶ？」って声かけたりしてるもん、おおざっぱに見えてとっても気遣いができるんだ。


    　けれど、かがみは「ぎくり」と背筋を強こわばらせて、そっぽを向いた。


    　どうも、触れられたくない話題だったらしい。


    　情雨ちゃんは気に食わなさそうに眦まなじりを吊りあげると、かがみに大股で歩み寄ってその携帯ゲーム機（？）の画面を覗のぞきこんだ。


    　情雨ちゃんにハグされたまま引きずられているわたしにも、それは見えた。


    　かがみが握りこんでいる機械は、両手に収まりそうなおおきさ。


    　かがみがときどき産む卵によく似ている、真っ赤でつるりとした楕円形。


    　でも中央に画面が嵌はめこまれいて、そこには数字や記号がだらだらと流れている。


    　何だろこれ。


    　ゲーム──っていうよりその元となるプログラミング言語みたいだ、でもヒエログリフとかキリル文字とか、現在はあんまり使われていない言語も大量に混じっている。


    　何これ。


    　慌ててかがみはその[image: ]なぞの機械をポケットにつっこみ「顔が近いのですよ、んもう」とわたしと情雨じようちゃんをぐいぐい遠ざけようとする。


    「何よ、もう──最近のあんた、ちょっと変よ？　苛いら々いらする！」


    　不満そうに、情雨ちゃんが乱れた髪を手のひらで整えて。


    「ていうか、あんたゲームとか好きだっけ？」


    　たしかに言われてみれば、かがみがゲームしてるのって珍しいかも。


    　かがみはどっちかというともっとアナクロな、本とか好きでよく読んでるよね（読まずに枕にしてることも多いけど）。


    「わたしも好きでやってるわけではないのですよ、まぁお仕事のようなものです」


    　かがみは「ぷいっ」と目を逸らして、ピコピコと音の鳴る機械を指先で撫なでる。


    「我が家は家計が苦しいので、その足しにしている──ということにしてください」


    　言いづらそうに、している。


    　情雨ちゃんはさらに問いつめたいようで「むうっ」と眉まゆをひそめたが、かがみがあんまりにも申し訳なさそうな表情をしていたからか──渋々と、押し黙った。


    「生態系を完璧に維持するには……取捨選択……それも傲ごう慢まんでしょうか……けれど……」


    　かがみは何かを猛烈に思案しているらしく、ぶつぶつと独りごちている。


    　よく、わかんない。


    　情雨ちゃんは諦あきらめたように天を仰ぐと、かがみの頭を抱きこんでそのこめかみを「ぐり、ぐり」といじめた。


    　今日はやけにスキンシップ多いなあ、情雨ちゃん。


    　甘えたい気分なのか、最近わたしたちの周囲に漂っている言いようのない寂しさのような不安のようなものを誤ご魔ま化かしているのか──。


    「それで、なんで動物園なのよ？　ただのデートってわけでもないんでしょ？」


    　情雨ちゃんが話題を蒸しかえして、かがみを睨にらむ。


    「夜中にこそこそと鎖さ々さ美みさんが余よ所そ行きの格好ででてくからさ、何事かと思っちゃったじゃない──べ、べつに心配だったわけじゃないけど！」


    　ちなみに、情雨ちゃんはいまだに我が家に居い候そうろうしている。


    　我が家というか、その庭に。


    　テントを張り、地下に秘密基地みたいなのまでつくってけっこう快適に暮らしている。


    　あと、最近わりと遠慮がなくなっていてふつうに家にあがりこんで居間でＴＶとか見てたり、冷蔵庫を開けて牛乳飲んでたりする。


    　もういっそ、普通に一緒に暮らせばいいのに……。


    　かがみに呼びだされて、ほいほいと外出するわたしを見かけて、気になって追いかけてくれたようだった。


    　情雨じようちゃんって、ほんとに（良い意味で）お節介だよね……♪


    「？　何よ？」


    　慈いつくしむ目で見ていたら、情雨ちゃんが気持ち悪そうに顔をしかめた。


    「しかし、この動物園はいったい何なのよ？　どうも、『異界』みたいだけど」


    　『異界』とは、すっかりお馴な染じみだけど──『神々』がつくりあげた小世界のことである。


    　その『異界』の内部は、それを構築した『神々』の意志によって何もかもが構築されており、あらゆる摩訶不思議な現象が発生する。


    　本来はすぐに薄まって消えてしまうものなのだが、『異界』を構築した『神々』が霊力を注ぎつづければ維持される。


    　ともあれ。


    「ぎょ～ちゃんは、たしかユダヤ神話の『破壊神』を取りこんだのよね。あんたの妹みたいに、怪しげな『異界』をつくって悪わる巧だくみしてんじゃないでしょうね？」


    　邪や神がみ三姉妹の三女たまは、その身に取りこんだひとつの神話そのもの──北欧神話の権けん能のうを発揮して、己おのれの通う小学校を大規模な『異界』につくりかえた。


    　その際にいろいろドタバタさせられたのは、記憶に新しい。


    「文句があるなら帰ってもよいのですよ、しっし」


    　かがみは苛いら立だった様子で、犬でも追い払うような仕草をした。


    　なんでいちいち喧けん嘩かを売るの……仲良くしようよ……。


    　呆あきれるわたしと「むっ」と何か言いかえそうとした情雨ちゃんのどちらも見ずに、かがみは檻おりのなかへ視線を戻し──いつの間にか近づいてきていたパンダをそっと撫なでた。


    「ここは、わたしが趣味でつくりあげた幸せもふもふパラダイスなのです。それ以上の意味はありません。そういうことに、しておいてほしいのです」


    　また、迂う遠えんな物言いをする。


    　どうも何か口止めされているのか、奥歯にものが挟まったような感じ。


    　こうなると、かがみは頑固だ。


    　てこでも、何も意味のあることは言ってくれないだろう。


    「あらゆる動植物を集めた保管庫、あるいは生きたデータバンク──そんなようなものです。ノアの方はこ舟ぶねというのは、的を射た表現ですよ。鎖さ々さ美みさんも、たまには気の利いたことを言うのですね」


    「でも、人間はいないのね？　まぁ檻に閉じこめるわけにもいかないんだろうけど」


    　神話に詳しい情雨じようちゃんが、重箱の隅をつつくような文句を垂れた。


    「神話において、堕落しきった人類のなかで唯一、善良だったノアとその家族だけが生存を許された。この現代においては、そんな救うに値する人間がいなかったってことかしら？」


    「お望みなら、あなたをここに置いていってもよいのですよ」


    　かがみは本気か冗談かわからぬ、淡々とした口調で言った。


    　情雨ちゃんはやはり、不機嫌そうに腕組みする。


    「嫌いやぁよ、こんな退屈そうなとこで暮らすのは。たぶん三日で飽きちゃうわよ。こんな狭苦しい『異界』なら──征服するのは、簡単そうだけどね」


    「どうぞどうぞ、飽きるまで世界征服ごっこをやっててください」


    　かがみがすこし考えてから、わたしの背中を押した。


    「ひとり寝が寂しいようでしたら、特別さぁびすで鎖さ々さ美みさんもつけてあげますので。ここで、おふたりでのんびりと暮らせばよいのです──新世界のアダムとイヴになってください。わたしは、ちっとも気にしないのです。ええ」


    「かがみも一緒じゃないと、寂しいよ」


    　なぜか拗すねている様子のかがみの服を「ぐい、ぐい」と引っぱるわたし。


    「それに女の子ふたりが残っても、子孫を残せないからおんなしだよ──ノアの方はこ舟ぶねが成立しないよ」


    　ふと、思いだした。


    「あれ？　でも情雨ちゃん、いつだったかオチンチン生やしてたよね？　もしかして子供つくれる？　やばい、不満が一切ない──情雨ちゃんとえろいことをしながら『がんばらない』で暮らせる平和でエロスな日常！　ここがわたしの天国だったんだぁ～♪」


    「ば、馬鹿なこと言ってんじゃないわよ。つうか、あのその……おち…が生えちゃったのは淡あわ島しまさまのせいで──」


    　情雨ちゃんは耳まで紅潮してから、ふと自分の口にした名前に反応した。


    「あれ？　そういや淡島さま──いま、どこで何してんのかしら。とっくに復活していてもおかしくないのに、音沙汰ないわね？」


    　腕組みして、情雨ちゃんは怪け訝げんそうにする。


    「生きてるなら、連絡ぐらいくれてもいいのに。でもまぁ悪徳オカルト結社『アラハバキ』の残存勢力の大半は──マサカドや物もの部のべ氏しは、日ひ留る女め側についたみたいだしね。もしかして、あいつも？　でも、そこまであいつ悪いやつじゃなかった……んだけど？」


    「はい、そこまで」


    　かがみが唐突にしゃがみこんで、情雨ちゃんのスカートをめくりあげた。


    　彼女の推理を遮るように。


    「ふむ──」


    　かがみは難題に挑む数学者の表情で、情雨じようちゃんのスカートのなかを眺める。


    「たしかに、拝見したところふつうに女の子のようですね。以前は夜中に男性自身（婉曲表現）が生えていたようなのですが」


    　そして下着までずりおろして、ぺたぺたと撫なでた。


    「な、な、な」


    　あまりにも不意打ちなセクハラに、情雨ちゃんはすぐには反応できなかった。


    　けれど瞬間湯沸かし器みたいに、あっという間に体温上昇。


    「なんてことすんのよあんたわーっ!?」


    　怒鳴って、かがみに蹴けりを放つ。


    　ぬいぐるみを投げる。


    　かがみはそのすべてを、華麗にかわした。


    　汚いものを触ったかのように「ぱん、ぱん」と手を叩たたいて、忌いま々いましそうにしている。


    　どうにも、かがみらしくない行動だなぁ──。


    　何かを、誤ご魔ま化かそうとしたのか。


    　わたしは鋼鉄の翼を広げて空を飛んで逃げるかがみと、最近覚えたらしい狐きつね火びを放ってそれを撃墜しようとする情雨ちゃん──楽しげな光景を、眺めながら。


    　やっぱり、どこか不安になってしまったのだった。
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    「む～……」


    　可愛かわいらしく眉まゆをひそめて、唸うなっている女の子がいる。


    　あぶらあげ色の髪。


    　きちんと着こなしたメイド服。


    　華きや奢しやな、まだどこも発育していない幼いたい気けな体たい軀く。


    　頭から生えた、ふさふさとした狐きつね耳みみ。


    　スカートからはみでた九つの尻しつ尾ぽを「ゆら、ゆら」と揺らして──何やら不機嫌そうに、遠くからわたしたちのデート（と呼んでしまえ）を眺めている。


    　それは世界各国の伝承にその名を記しるされた傾国の美女──金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐にして、情雨ちゃんの母親でもある玉たま藻もの前まえさんだ。


    「あぁっ、だめですの！　破は廉れん恥ちですわ！」


    　玉藻前さんは獣けものが鳴くように声をあげると、尻尾と耳を忙せわしなく揺らす。


    　その膝の上にはノートパソコンが置かれ、そこから伸びた配線と繫つながったヘッドセット──いわゆる『るるなちゃん監視ツール（旧・お兄ちゃん監視ツール）』を装着している。


    　あわあわ、と両手を動かして、玉たま藻もの前まえさんは歯がゆそうにしていた。


    　勝手に借用したこの他人を遠くから監視する装置によって、わたしたちのことをこっそり覗のぞき見しているらしい。


    　いや、なぜわざわざ遠くから見てるの……？


    　玉藻前さんならふつうに交ざってもいいのに、情雨じようちゃんきっと喜ぶしわたしだって大歓迎なのに。


    　元『アラハバキ』として、あの悪徳オカルト結社と因縁のあるかがみとは顔あわせづらいのは、わかるんだけど──。


    　という突っこみも、見られていることに気づいていないわたしたちにはできない。


    　呑気に夜の動物園で遊んでいるわたしたちを、まるで不測の事態に備えるみたいに、玉藻前さんはじぃっとただ眺めていた。


    「んん……」


    　悩ましく吐息を漏もらして、玉藻前さんは「ぷはっ」と監視ツールを外した。


    「目がちかちかしますの」


    　疲れたように、目元を揉んでいる。


    　玉藻前さんも『殺せつ生しよう石せきゴーレム』などのような機械を開発・使用することがあるが、基本的には獣けものから『神々』に成った存在である。


    　人間がつくりあげた文明の利器にはあまり耐性がないようだし、常時、大量の情報が流しこまれる監視ツールはかなり目などに負担がある。


    　慣れないうちは、きついだろう。


    「あたくしなら、この距離なら──目視でも状況を把は握あくできますわ」


    　尻しつ尾ぽのひとつを抱き枕のようにして、目を細めてわたしたちを注視する。


    「でも、あまり見ていると情雨に気取られてしまうかしら──近ごろ、あの子ったら勘がいいから。けけけ♪　成長してるってことで、嬉うれしいことではあるのですけど」


    　いつもは『おじょうさま』だが、本人がいないときは『情雨』と母親らしく呼んでいる玉藻前さんだった。


    「けれど隠おん密みつ行動はあたくしの得意分野ですの──気配を消して、っと」


    　独りごちながら、ちいさなお手々で頭から生えた耳を押しこむ、ついでに尻尾もスカートのなかに収納する。


    　それら人間的でないものを、がんばって隠している。


    　同時にその漂わせる霊力が隠蔽され、玉藻前さんは獲物を狙う野の獣そのものに、己おのれの存在感を完全に消し去った。


    　尻尾などを隠すのはわりと大変らしく、我慢するように「ぷる、ぷる」と震ふるえている。


    「さっきから挙動不審ですよ、キツネちゃん」


    　不意に、声がかけられた。


    　玉たま藻もの前まえさんの横になぜか当たり前のように座りこんでいる、お兄ちゃんである。


    　いつものスーツ姿で、玉藻前さんが外した監視ツールを代わりに装着して顔を隠した。


    　ちなみに、ふたりは動物園の植えこみのなかにそっと隠れている。


    　身体からだ中に葉っぱなんかをつけて、茂みのなかに潜んでいるのだ。


    　高台にある植えこみで、わたしたちからは見えにくい位置である。


    　なぜそんな、狙撃手のような位置取りを──。


    　お兄ちゃんは監視ツールを愛いとしそうに撫なでて、うっとりとした。


    「あぁ、何だかささみさんの匂いがする──ぬくもりを感じます。これはまだ僕への興味をささみさんが失っていなかったころの名な残ごり……うふふふ♪」


    「へ、変態ですの！　だいたい、あなたに挙動不審って言われたくありませんわ！」


    　失礼しちゃう、と頰ほおを膨ふくらませる玉藻前さんだった。


    　ふたりは茂みのなかで背中あわせに、座りこんでいる。


    　密着しているのが気恥ずかしいのか、玉藻前さんは「どきどき」として、たまに耳がそんな彼女の感情に反応して「ぴょこんっ♪」と飛びだす。


    　あわわ、と玉藻前さんは慌てて両手でそれを隠した。


    　たしかにまぁ、ちょっと挙動不審だ。


    「落ちつきましょうよ──キツネちゃん」


    　なぜか玉藻前さんにはやけに馴れ馴れしいお兄ちゃんが、もじもじしている狐きつね耳みみの幼女の頭を「ぽん、ぽん」と叩たたいた。


    「僕たちは、僕たちにできることをせいいっぱいにやればいいんですよ。せめて、ささみさんたちの最後のお楽しみを邪魔しないように──何かあったときすぐ動けるように、待機していればいいんです。今さら、じたばたしても仕方ないですよ」


    「それは、そうですけど」


    　撫でられるごとに尻しつ尾ぽを「ぽんっ☆　ぽんっ☆」と生やしながら、玉藻前さんは真っ赤になってきつくお兄ちゃんを睨にらんだ。


    「ここは、かがみさん──『炎えん帝ていカグツチ』が構築した『異界』。滅多なことはないでしょうけど、警戒しておくに越したことはないでしょう──以前、マサカドは日本神話の『創造神』が構築した『異界』＝出雲いずもにも難なく侵入したと聞きますわ。敵がその気になれば、容た易やすく踏みこまれてしまいますのよ。もっと緊張感をもってほしいですの」


    　かつて同じ組織──悪徳オカルト結社『アラハバキ』に所属していた身の上としては、マサカドのことを敵と呼ぶのにやや抵抗があるのか、玉藻前さんの口ぶりは重たい。


    　だがその因縁を嚙かみくだくように、歯は軋ぎしりをして。


    「淡あわ島しまさまからの定期連絡が途絶えましたしね──あたくしたちの敵、月つく読よみ日ひ留る女めたちも動き始めた可能性がありますわ。正直、遅かったぐらいですけど。もうこの世界の命運をかけた大一番、いわば最終戦争が始まってますのよ？　警戒は、必要ですわ」


    「あまり気を張りすぎてもいけません、肝心なときに疲れて動けなくなっちゃいますよ？」


    　お兄ちゃんは苦笑しつつも、玉たま藻もの前まえさんの頭を執しつ拗ように撫なで撫でしている。


    「はう、う──」


    　きれいに整えた髪の毛をくちゃくちゃにされて、玉藻前さんは身み悶もだえする。


    　そのたびに、スカートの奥から尻しつ尾ぽが「ぽんっ☆」と飛びでる。


    「き、気安く触らないでほしいですの～！」


    　顔を覆おおって赤面する玉藻前さんを、お兄ちゃんは慈いつくしむように見て、今度は乱れた彼女の髪を梳くしけずるように指先で優しくくすぐった。


    「キツネちゃんは、いつも真ま面じ目めですね。良い子、良い子♪」


    「あうう～っ？」


    　玉藻前さんは目をぐるぐるさせて、我慢できない、というように叱りつけた。


    「なんなんですかさっきからっ、いつもは意地悪なくせに～！　そ、そんなふうに撫で撫でしたって尻尾ふったりしませんからっ──あたくしは誇り高き金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐きつね！　あなたなんかに懐かい柔じゆうされたりしませんのっ、ややや、安い女だと思わないでほしいですの～！」


    　このへんの反応はやっぱり母娘、情雨じようちゃんに似てるなあ。


    　玉藻前さんは「う～！」と唸うなると、涙目になった。


    「あたくしは夫も娘もある身！　そのへん弁わきまえてほしいですのっ、浮気とか不倫とかしませんから！　どれだけ優しくしたってあなたなんか好きになったりしませんからっ──」


    「いや、頭に触ると耳とか尻尾とかポンポン生えてきて面白いなあ～って。モグラ叩たたきみたいですね……！」


    「あれえ!?　思った以上に面白半分に触られてた!?　くううっ、悔しい！　あたくしを弄もてあそんだんですねっ、月つく読よみ神かみ臣おみのくせにっ！」


    　なぜかちょっと嬉うれしそうに尻尾を揺らして、恥じらう玉藻前さんだった。


    　お兄ちゃんて、わたし以外には態度がよくなかったりするよね──玉藻前さんにはいつもお世話になってるんだし、もうちょい気を遣って接してほしいなあ。


    　玉藻前さんは悔しそうに唸ってから、ふと真顔になって。


    　間近から、お兄ちゃんを見あげた。


    「やる気がないなら、帰ってもよろしくてよ。あなたごときにできることは、何もありませんし──いてもいなくても同じなんですから。その、あなたまでこっち側に身を置く必要はないんですのよ？　ほんの短い最後の日々を、鎖さ々さ美みさんのお兄さんとして、家族としてすごしてもいいんですのよ？」


    「こっちの台詞せりふですよ」


    　お兄ちゃんは軽薄な態度を崩さずに、鼻唄混じりに。


    「僕は、いいんです。とおいむかし、日ひ留る女めさまに頼まれたこと──願われたことは、果たせたと思いますから。鎖さ々さ美みさんはもう、僕がいなくてもだいじょうぶ。守ってお世話して何でもやってあげなくても、あの子はもう自分で立って歩けます。むしろ、鬱うつ陶とうしがられるだけかもしれませんよ？」


    「あなたって、みょうに卑屈なところがありますわよね」


    　玉たま藻もの前まえさんは呆あきれたように、くちびるを尖とがらせた。


    「以前にも、同じような会話をしましたわね。『現代のトロイア戦争』のときだったかしら──あたくしも、あなたも、自分はもう必要ないって勝手に決めつけて。あの子たちを置き去りにして、格好つけて去ろうとしましたわ。せめて最後にあの子たちの役に立とうと、己おのれを犠牲にしてね。今考えれば、臍へそで茶が沸きますわ？」


    　同じことを繰りかえすつもりかと、玉藻前さんは言外に責めているようだった。


    「あの子たちにもう保護者が必要ないだなんて、それはこちらの勝手な思いこみ──あの子たちは必死で駆けずり回ってたくさん泣いて、あたくしたちをこの世界に呼び戻してくれましたわ。死力を、尽くしてね」


    　懐かしそうに。


    　今では遠い昔に思える、強大なるギリシア神話の侵略──『現代のトロイア戦争』の最終局面で、玉藻前さんたちは我が身を犠牲にしてわたしたちを守ってくれた。


    　けれど、それに納得がいかず──わたしたちは彼女らを、取り戻すためにがんばったのだ。


    　たくさんの奇跡を起こし、無理を重ねて──お別れなんて絶対に嫌いやだったから。


    　その結果として、わたしたちはあったかい絆を取り戻せた。


    　だが、世界はおおくの歪みを生じさせ──わたしたちの考えなしの行為は悪意あるものに利用され、世界は坂道を転げ落ちていった。


    　そして今の、終末の時代に至ってしまったのだ。


    「今回もまた、同じかもしれませんわよ。あの子たちを安全な場所に避難させても、また寂しさと愛いとしさから、あの子たちはあたくしたちを求めて戻ってきてしまうかもしれない。親の心、子知らずですけど。あの子たちを、おしめのとれない赤ん坊とは思いませんけれど──優しい、良い子たちだから」


    　玉藻前さんは迷いを抱かかえているのか、しょんぼりと項うな垂だれた。


    「ねぇ、ほんとうに他に方法はないのかしら。もう、この世界は秒読みに入っていますの──とれる手段は多くはない、だから形なり振ふり構わずにあたくしたちは備えている。でも、もっとよく考えるべきではないかしら？　あたくしは、何だか怖い……ですの。また、あたくしたちはあの子たちを寂しがらせるだけなんじゃないかしら、って。どうしてもそう考えてしまうのは、あたくしに覚悟が足りないのかしら？」


    　そこまで語って、口を噤つぐむと。


    　首をふって、彼女は[image: ]あふれる弱気を──どうにか振り払った。


    「いいえ、ただの未練ですわね」


    　傾国の美女と呼ばれた、玉たま藻もの前まえさん。


    　彼女は何度も王朝の、文明の滅亡に立ち会ってきた。


    　何もかもが崩れ去るなか迷っていては、押しつぶされるだけだと熟知しているようだ。


    　そして今度こそ、と決意をもって。


    　世界の滅亡という──過去最大の終末に、臨のぞむのだ。


    「この終わりゆく世界という小舟から、せめてあの子たちだけでも逃がす。あたくしが、命にかえても。愛いとしいあの子たちが拾ってくれたこの命、せめてそのために用いますの──たとえ哀しませても、死んでしまうよりずっといいはずですもの」


    　そんな玉藻前さんを、お兄ちゃんはじっと眺めていた。


    　監視ツールを外して、その月光をおびたような双そう眸ぼうで。


    　そして何かを結論したように、ちいさく頷うなずいて──独白する。


    「同じことの繰りかえしには、なりませんよ。いいえ、そうならないために──がんばりますよ。日ひ留る女めさまと向きあうべきなのは、きっと僕ですから。及ばずながら、僕がけじめをつけますよ」


    「……何ですの？」


    　よく聞こえなかったのか、玉藻前さんが「きょとん」と戸惑った。


    　不安そうに身じろぎする彼女を、おもむろにお兄ちゃんが軽々と抱きあげた。


    　そして浮き浮きした様子で、歩き始める。


    「ただ見ているだけでは退屈なので、せっかくですし僕らもデートしましょうデートっ♪　ほぉらキツネちゃん、あそこにキツネちゃんにぴったりの檻おりがありますよ～？」


    「檻とか嫌いやですのよっ、あたくし家畜でもペットでもありませんの～！　っていうかデートとかいけませんわっ、かんぺきに浮気ですの！　ってか今、何かを誤ご魔ま化かしたでしょう月つく読よみ神かみ臣おみ!?　ちょっとあなた、何を考えてますのっ？　ひゃわわわ……っ!?」


    　じたばた暴れる玉藻前さんを手荷物のように振り回しながら、お兄ちゃんは何も語らず、本心を秘め隠しつづけた。


    　何も知らずにまだ呑気な日常のなかにいるわたしたちを、たいせつそうに眺めながら──見た目だけは、いつもどおりに。
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    　その日の、深夜である。


    「お邪魔しま～す」


    　わたしはそう呼びかけながら靴を脱ぎ、足の痛みにすこし呻うめいた。


    　今日はもう、一か月ぶんぐらい歩いた気がする……。


    　ともあれ不思議な余韻を残しながらも、動物園でのデートはお開きとなった。


    　とくに立ち入った深い話をすることもできずに、かがみはずっとそういう話題になると誤ご魔ま化かそうとするし（おたおたと必死で言いつくろうかがみは可愛かわいらしかったけど）、情雨じようちゃんは終始ぶつくさと文句を垂れながらも人一倍楽しそうだったし、ふたりに引きずられてわたしも満喫してしまった。


    　そのまま、帰り際にかがみから提案され──彼女たち邪や神がみ三姉妹が暮らしているアパート、コープス阿あ波は岐き原はらへと招かれた。


    　わたしはちょうど、そんな古びたアパートの階段をのぼって扉を開いたところである。


    　わたしとしては、昼間は学校に行って晩にデート～というありえない強行軍でへとへとだったし、直帰してベッドに潜りこんでしまいたかったのだけど。


    　かがみが、やけに真剣な調子で頼んできて、断りきれなかったのだ。


    　ちなみに情雨ちゃんも、意地を張るようにしてついてきている。


    「ちょっとぉ──」


    　その情雨ちゃんは不満そうに、何だか途方に暮れた表情で。


    「なんであたしがこいつを運んでやらなきゃいけないのよ……？」


    　当然の疑問を、口にした。


    　そんな彼女におぶわれているのは、穏やかな寝息をたてるかがみである。


    　情雨ちゃんは赤ちゃんみたいにおねむな彼女と動物園で買っていたお土産みやげ袋をたくさん抱かかえているので（いくつかは、さすがに見かねてわたしが持ってあげたけど）、何だかバーゲンセール帰りの若奥様のような大荷物だ。


    「ふにゃあ……♪」


    　かがみは熟睡しているらしく、情雨ちゃんに全体重を預けている。


    　ふだん喧けん嘩かばかりの彼女と密着しているのが落ちつかないのか、情雨ちゃんは「もじ、もじ」としながら助けを求めるようにわたしを見てくる。見られても困る。


    　かがみ、動物園という彼女が大好きな場所だったからか、他に理由でもあるのかやけに興奮してはしゃいでいたし──それでいてずっとお仕事（？）とやらもしていたし、疲れていたのだろう。


    　先ほど電池が切れたみたいに道ばたで動かなくなり、寝入ってしまって、まさか置いていくわけにもいかずに運んできたという流れである。


    「まったく、もう」


    　情雨ちゃんは面倒見がいい、ずり落ちかけたかがみを仕方なさそうに背負い直した。


    「気持ちよさそうに寝ちゃって──こいつは」


    「ふにゃあ……」


    　情雨じようちゃんの声に「ぴくり」と反応して、かがみが寝言を漏もらした。


    「さすがに無理が──でもこれが最後ですし、もふもふできるのは……。もふもふ♪」


    「ちょっ、よだれ垂れてる垂れてる！」


    　寝ね惚ぼけたかがみに髪を「はむ、はむ」と甘あま嚙がみされて、情雨ちゃんが悲鳴をあげていた。


    　いいなぁ、かがみのよだれ……。


    　まぁ、かがみは霊的ロボットなせいか見た目より重いし、腕力がある情雨ちゃんにお任せするしかないんだけど。


    　わたしが背負うと、まず動けなくなる。


    　情雨ちゃんはかつて『まつろわぬものアラハバキ』の受け皿として、あの邪悪な父親によって肉体を弄いじられている。


    　妖よう狐この血を引いてもいるし、神話的な英雄──聖者に近いのだ。


    　もしかしたら、世界を滅ぼす災さい厄やくになっていたかもしれない彼女。


    　でも情雨ちゃんはわたしたちと出会い、愛に目覚め、すこしだけ弱くなって──でも、強くもなった。


    　そして幸せになったのだと、信じたかった。


    　とりあえずお土産みやげ袋を降ろして「こらーっ！　あんたの家についたわよ！　起きろ～！」とかがみを前後左右に揺さぶっている情雨ちゃんを見ながら、そんなことを思った。


    「あはは、まちがえて『ただいま』って言いそうだったよ」


    　見慣れた邪や神がみ三姉妹のアパート、その玄関で靴をどうにか脱いだ。


    　勝手知ったる他人の家。


    　見た感じ、ごく平凡な──というか貧相なおうちである、相変わらず。


    　『神々』の住居なんだから、もっと宮殿みたいなのでもいいんじゃないかと思うんだけど。


    　あるいは『神々』だからこそ、ふつうの暮らしに憧れてたりしてるのかな。


    　ここには立派な飾りもご大層な広さも金銀財宝もないけど、ぬくもりがあるはずだ。


    「お～、おっかえりぃ～♪」


    　玄関のすぐ先、リビング兼ダイニングから声がかけられた。


    　そこに配置された炬こ燵たつに収まって、邪神三姉妹の長女つるぎがこちらを振り向いた。


    　しばらく学校を休んでたから、ずいぶん久しぶりに思えた。


    　鮮やかな緋ひ色いろの髪。


    　小生意気な、吊り目がちの瞳。


    　無駄に生育した艶なまめかしい肢体。


    　いつもの格好から白衣を脱いだだけの気安い見た目で、座ざ椅い子すに身体からだを預けてピコピコと携帯端末でゲームをしている。


    　こっちは、かがみのとちがってふつうにゲームみたいだった。


    　いかにもな、美少女の喘あえぎ声とかしてるし。またエロゲか……。


    　吸い殻がてんこ盛りになった灰皿に、つるぎは口にくわえていた煙草たばこを押しつける。


    　いったいどんだけ喫煙してたのか、室内は立ちこめた紫煙でぼんやりとしていた。


    　彼女はゾロアスター神話の『破壊神』アンリ・マンユを取りこんだ代償として、常に炎熱を摂取する必要があるのだ。


    　だから最近は、常に喫煙してる状態チエーンスモーカーである。


    　けっこう身体からだに悪そうだよね、まぁ『神々』だから煙草の害毒とかは除去できるのかもしれないけど──ちょっと、心配。


    　儚はかない気分で見ていると、つるぎは茶化すように笑った。


    「ずいぶん遅かったじゃねぇか、待ちくたびれちまったよ。ははぁん、さてはエロいことをしていたな！　つるぎちゃんにはお見通しだぞっ♪　三人で組んずほぐれつ上になったり下になったりねっちょねっちょと絡みあっていたんだな！　クソッ、どうしてあたしはその場にいなかったんだ……!?」


    　頭のおかしいことを言ってる彼女の周りには、ビールの空き缶が並んでいる。


    　酔っぱらっているらしい。


    　煙草にお酒にセクハラ……もはや完全にだめなオッサンだこのひと──。


    「んふぅ、ママりんたち帰ってきたのぉ～？」


    　妙な声が響いた。


    　どうも炬こ燵たつのなかに三女たまが潜っているようだが、長い手足がはみだしている。


    　熱せられて真っ赤になった顔をだして、満面の笑み。


    「おっかえりぃ～☆」


    　そして顔の横で両手をふる。


    　そんな妹を炬燵のなかで「げし、げし」と蹴けって、つるぎがぼやいた。


    「おら、たま──あいつらクソ寒い外から帰ってきたんだから炬燵にいれてやれ。つうか、おまえ出ろよ。おまえが入ってると狭ぇんだよ」


    「むぐ～！」


    　嫌いや々いや、というように炬燵布ぶ団とんを顔まで引きあげて、たまがむずかった。


    　つるぎ、前から思ってたけどやけにたまに厳しいよね……。


    　まぁ次代の『最高神』たる『次世代神』のたまだ、ちゃんと教育したいんだろうけど。


    　そのへんのことが曖あい昧まいになった最近では、つるぎもすこしだけはたまへの態度が軟らかくなったような。


    　妹を見守るその視線も、ほんのちょっと優しい。


    　それに今日はちょっとだけ、その面おも差ざしに申し訳なさが混じっている気がした。


    　わたしの考えすぎ、だろうか──。


    「んもう、こいつ何とかしてよ！」


    　情雨じようちゃんが不意に声をあげて、さっきから抱き枕か何かと勘違いしているのかやたら「ぎゅう、ぎゅう」と密着してくるかがみを顎あごで示した。


    「てきとうにこのへんに置くけど、いいわよね？」


    　ぷりぷりと怒りながら、意外と丁てい寧ねいに炬こ燵たつのなかに押しこんで、「お邪魔します」と家長のつるぎに頭をさげる。


    　躾しつけの行き届いた娘だなあ……。


    　そして、当たり前のように情雨ちゃんはわたしの横に「むぎゅっ」と入ってくる。


    　そんな彼女に穏やかな笑みを向けて、つるぎが「オイッス☆」と呼びかけた。


    「うちの妹が世話になったみたいだな──あんがとよ蝦え怒ど川がわ、お礼に先生がそのけしからんパイオツ（死語）を揉みくちゃにしてやるぜ～♪」


    「結構です」


    　情雨ちゃんはいちおう相手が教師だからか、やや礼儀正しい。


    　考えてみれば情雨ちゃん、ここん家ちくるの初めてじゃないだろうか。


    　どこか、借りてきた猫のようである。


    　何だか珍しい感じの情雨ちゃんを間近から見て「何よ」と睨にらまれたりしつつ、わたしがとりあえず炬燵であったまっていると──。


    「うちの子に、いらんちょっかいださないでほしいですの」


    　きんきんと甲高い声が、響いた。


    　見ると、開きっぱなしだった玄関扉の向こうから、玉たま藻もの前まえさんが姿を見せていた。


    　外はいつのまにか雪が降り始めているらしく、和傘を開いてお澄まし顔。


    　なぜか玉藻前さんはお兄ちゃんに肩車されており、九きゆう尾びをふわふわと垂らしている。


    「お兄ちゃん！」「ママ！」などと、わたしと情雨ちゃんが同時に呼びかける。


    　何だか嬉うれしくてわたしが「にこっ♪」と笑いかけて、「ふん！」と目を逸らされるなど、いつもの儀式をしていると。


    　てきぱきと傘を折りたたみ、ぴょこんと床に降り立って靴を脱ぐ。


    　そんな動きをしている玉藻前さんに、情雨ちゃんはすこし申し訳なさそうに言った。


    「ごめんねママ、心配した？」


    　情雨ちゃんはどうも、わたしとかがみを追いかけるために母親に連絡もなく家を飛びだしてきたようだった。


    　あの動物園はどうやら『異界』であり、電波が届かなかったので、先ほど邪や神がみ三姉妹の家に向かう途中で電話をいれてたみたいだけど。


    　玉たま藻もの前まえさんはお兄ちゃんに尻しつ尾ぽで手を拭かれる、という無体な真ま似ねをされているのに気づかずに、にっこりと笑った。


    「いいえ。心配は心配でしたけれど──『おじょうさま』のことを、信じてますの♪」


    「尾行して監視してたくせに、何が『信じてますの♪』ですか白々しい」


    「しっ！　月つく読よみ神かみ臣おみっ、それは内緒ですの！」


    　お兄ちゃんがよくわからんことを言うので、玉藻前さんが両手を「ぱた、ぱた」振って誤ご魔ま化かした。尾行？　監視……？


    「でもさぁ実際、いったいこれ何の集まりなのよ？」


    　ママこれお土産みやげ……、と情雨じようちゃんが玉藻前さんに狐きつねのぬいぐるみを見せながら、誰にともなく問うた。


    「こんな狭いとこに大人数で押しかけちゃってさ、息が詰まりそうなんだけど？　あたし疲れてんのよ、どうでもいい用事だったら帰るわよ？」


    「ん……っく……っく」


    　妙な声をあげて、つるぎが缶ビールを「ぷはぁっ☆」と飲み干して豪快に吐息した。


    　そして情雨ちゃんの問いかけを遮るように、気持ちよさそうな声をあげた。


    「生きかえる～っ、この瞬間のために毎日毎日……汗水垂らして働いてるんだよなぁっ♪」


    「あんた働いてないじゃない。働きなさいよ。今日学校休んでたじゃない馬鹿みたい、まったく──どいつもこいつも」


    　情雨ちゃんがぶつくさ言いながら、炬こ燵たつが珍しいのか「ぺた、ぺた」と触っている。


    　それをすこし、申し訳なさそうに見つつ──つるぎは、惚とぼけた調子で語る。


    「まぁ、ただのお食事会だよ。冬だし、こうしてみんなで鍋でも囲むのも風流だろ。最後の晩ばん餐さん、ってことで──今のうちに言いたいこと、聞きたいことがあるなら好きにしろ。答えられるかどうかは、内容次第だけどな」


    　最後の晩餐、という冗談めかして口にされた、けれど不安になるような単語に。


    　わたしたちは、押し黙った。


    　気にせずに、つるぎは自分の横に収まって寝息をたてるかがみを揺り起こそうとする。


    「ってことで、おまえも寝てんじゃねぇよ──起きろ起きろ、あとで後悔しねぇようにいっぱい喋しやべっとけよ。ねぇねぇ、かがみ～ん？　好きな子とかいるの～ん？」


    「ふにゃあ。何で修学旅行ノリなのですか、姉ねえさ……ん？」


    　かがみが億おつ劫くうそうに起きあがって、つるぎを見てぱちくりと瞬まばたきをした。


    　まだ寝ね惚ぼけているのか、小首を傾げている。


    「あれ、姉さ……ん？」


    「何で疑問形なんだよ」


    「ふにゃあ。どうも見慣れませんので、おおきな姉さんというのは──『破壊神』を取りこんだのはみんな同じなのに、なぜ姉ねえさんだけおおきくなったのでしょうね？」


    「おおきく『なった』んじゃなくて『元のおおきさに戻った』んだからな！　そこんとこよろしく！　あたしはもともとセクシーダイナマイツな美女……！」


    「そうだよ～、つるぎ姉ばっかりずるいよ～！」


    　たまが炬こ燵たつを「ばん、ばん」と叩たたいて不満げに主張した。


    「たまも見た目が変わったらよかったのに──ちっちゃくなるか、あるいはゴジラみたいに超でっかくなればよかったのに～！」


    「さらにデカくなられても困ります、今でもじゅうぶん邪魔なのに」


    　酷ひどいことを言うかがみの横で、つるぎが面倒くさそうに新たな煙草たばこに火を点つけながら。


    「んなこと言われても知らねぇ～よ、文句ならおまえらの『破壊神』に言えよ。あたしだって急にデカくなったからバランスに慣れなくてよぉ、よく転んじゃったりしてドジっ娘こ設定が追加されたんだぞ？　職員室でモテモテだぞあたし？」


    「まぁ、『破壊神』だけでなく吾われとも同一化したからのう──そのせいじゃないかの？」


    　唐突に、声がした。


    　聞き慣れた──でも、二度と聞くはずのない声だった。
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    「ヴィシュヌさま!?」


    　わたしは思わず立ちあがりかけて、炬燵に思いっきり膝をぶつけた。


    「………っ!?」


    　痛みに呻うめき、さすがに哀れに思ったらしい情雨じようちゃんに「よし、よし」と背中を撫なでてもらいながら──あらためて、顔をあげる。


    　つるぎの肩の上に、まるで魔法少女のマスコットキャラみたいにふわふわと浮遊している何かがいる。


    　手のひらに乗りそうなおおきさの、女の子である。


    　チョコレート色の肌。


    　焦げ茶色の髪。


    　黄金細工に飾られた、印度インドの民族衣装。


    　座禅を組むような姿勢で、なぜか不自然に、あるいは超自然的に浮かんでいる。


    「るる～ん♪　久しぶりじゃの？」


    　懐かしい鳴き声（？）をあげると、片目を瞑つぶって手印を組んだ。


    「まぁ、今の吾は厳密にいえば『ヴィシュヌさま』ではないのじゃが──かといって『破壊神』シヴァでもなくなったしのう、あえていうならブラフマンなのじゃがのう。『ヴィシュヌさま』のほうが馴な染じみ深いかのう、ふああ♪」


    　のらりくらり語ると、眠たげに大おお欠伸あくびをした。


    「あんた、起きてきてだいじょうぶなのかよ？」


    　つるぎが目を丸くして、己おのれの肩の上に浮遊する印度インド神話の『最高神』を眺めた。


    　すこしだけ畏かしこまって、火を点つけたばかりの煙草たばこを灰皿に押しつける。


    　同じ『太陽神』であり『最高神』とはいえ、日本神話と印度神話にはおおきな格差がある──『神格』的には目上の相手に、つるぎもいつもの不作法を見せられないようだった。


    　『神々』はそのへん、格式にうるさいというか、礼儀にうるさいというか。


    「よいよい、楽にするがよかろ」


    　ヴィシュヌさま（と呼ぶけど）は気安くつるぎの頭のうえに腰をおろすと、足を「ぱた、ぱた」と子供っぽく振った。


    　現代でも信仰を保っている唯一にして強大なる多神教神話、その頂点こそが──『最高神』ヴィシュヌさまだ。


    　彼女は他の多くの神話と同様に汚染され『破壊神』に堕落したが、その希け有うな特性から自我を保っていた。


    　そして、ちょっとした歴史の『改変』にまつわる騒動を起こしたあとは──それまでに交流のあったわたしたちと対峙し、和解。


    　優しいこの神さまは『破壊神』として世界に災さい禍かをまきちらすことも潔いさぎよしとせずに、休眠することを選んだ。


    　今では、わたしたちの力強い味方に、戻ってくれている。


    　ただし、彼女はもはや[image: ]うみ疲れており、同じ『太陽神』であるつるぎの体内で、世界の情勢に関わらずにがんばらない──と約束した。


    　この終末においては、もう知らぬ顔の半兵衛を決めこんでいる。


    　……はず、だったのだけど。


    「まぁ、今夜ぐらいはのう──よかろ。四十億と二千万年休む、というのが約束じゃがのう。吾われはいちぶのみをこうして権現アバターとして出現させておるだけで、本体は寝ておる。ま、寝言のようなもんじゃ。見逃してくれればよいのう？」


    　よくわからないことを言って、また「ふああ♪」と欠伸を漏もらした。


    　そして、つるぎの頭をふわふわと撫なでる。


    「おぬしには、世話になっておるのう？　ほんに、おぬしのなかは寝心地がよくてのう──この世界に『太陽神』はもうほとんど残っておらぬ。おぬしが生き延びて、がんばっていてくれてよかったよ？　心から感謝しておるのじゃよ、異国の太陽よ」


    　見た目はちいさな子供だが、その表情は古代から信仰を保ちつづけた偉大なる『最高神』──その頂点たる風格があった。


    　やりにくそうに「もじもじ」している珍しいつるぎに、ヴィシュヌさまは微ほほ笑えむ。


    「ほんとうにのう、これまで──お疲れさまじゃ。いいや、よくがんばった、と言うべきかのう。異国の『神々』として、同じ『太陽神』として、おぬしを誇らしく思うぞよ」


    「な、何だよ。脈絡なく褒ほめてんじゃねぇよ、ば～か」


    　つるぎは真っ赤になって照れると、缶ビールを「ごっくごっく」と一気飲みした。


    　口元を拭ぬぐって。


    「くそっ、やりにくいな婆さんがいると」


    　調子を崩されたのか、珍しく「おた、おた」としていた。


    　その胸元が、不意におおきく膨ふくらむ。


    　ただでさえ、おとなになって立派になっていた胸元が膨張し──否いな、服の内側から一羽の鳥が出現したのである。


    　手品のように。


    　その極彩色の羽根をもつ鳥はおおきく羽ばたいて、ヴィシュヌさまのもとへと飛翔した。


    「おわっ」


    　びっくりして、つるぎが変な声をあげた。


    「てめっ、ガルーダ!?　そんなとこに入ってやがったのかっ!?」


    　小鳥──ガルーダはヴィシュヌさまのそばに侍はべると、一声高く鳴いた。


    　この可愛かわいらしいといえなくもない小鳥さんは、印度インド神話に属する強大な『神々』のひとり──元『アラハバキ』大幹部でもある、ガルーダの変化した姿であろう。


    　いくつもの神話を渡り歩き──数奇な運命の果て、旧友にして主でもあるヴィシュヌとの約束を果たし、その後もずっと彼女を守りつづけると誓っていた。


    　ヴィシュヌはつるぎの体内＝霊体のなかにいるとして、ガルーダはどこ行ったのかと思ったら、お洋服のなかにいたらしい。


    　ともあれガルーダは羽づくろいをしながら、いい具合に渋めな声で囁ささやいた。


    「無礼は謝る。常に主のそばにてその身を守護するのが──私の役目ゆえ、ご寛かん恕じよを」


    「いやいや、ぜんぜんＯＫだよ！　むしろ夢が叶ったよ！　いやぁ、一回やってみたかったんだよなぁ胸のなかに小動物とか収納すんの！　ついにあたしも憧れの巨乳キャラに……！　さすが現世利益を司つかさどるヴィシュヌの守護者だぜ～！」


    「うむ。うむ……？」


    　ヴィシュヌさまは小首を傾げ、眠たそうにしながらガルーダの背に寝そべる。


    　心地よさそうに、微ま睡どろんでいる。


    　ガルーダはそれを、どこか嬉うれしげに受けいれていた。


    　印度神話の『神々』まで参加し、さらに賑にぎやかになった室内で──。


    　たまが、お行儀悪くビールの空き缶を打ちつけて音を鳴らした。


    「ね～、それよりお腹なかぺっこぺこだお！　ニセつるぎ姉ねえ──早くご飯～、ご飯～！」


    「そうですよ、ニセ姉さん。お客さまもいるのですし、お持てなしもしないのはどうかと思うのです。雑談はそのぐらいにして、料理の支し度たくぐらいはしましょう？」


    「『ニセ』ってつけんなよ！　偽者じゃねぇよ！　このおっぱいも本物だよ、ほらほら！」


    　服の前をおおきく開けて、乳房を見せようとするつるぎだった。見せなくていいよ。


    　そんなふうに、益やく体たいもない会話をしていると──。


    「はいはい、皆さま。通りますよ、熱いので気をつけてくださいまし♪」


    　楽しそうにしながら、玉たま藻もの前まえさんが両手にキッチン手袋を嵌はめて、土鍋を運んできた。


    　ぐつぐつと煮立っていて、なかにはすでにお肉や野菜が山盛りである。


    　どうも、わたしたちが話しこんでる間に厨房に移動し、料理の準備をしていたようだ。


    　あぁ、さっきから会話に参加しないと思ったら──。


    「勝手にやるのもどうかと思ったのですが、もう炬こ燵たつは満員でしたしね。厨房のほうに材料は[image: ]そろっていましたので、ささっとお鍋にしてしまいました──如何いかがでしょう？」


    「おいしくできたと思いますよ～？」


    　玉藻前さんの後ろで、お兄ちゃんが手をふっている。


    　どうも、料理のお手伝いをしていたらしい。


    　素早く動き、炬燵のうえに鍋敷きを配置したりもしている。


    　こういうの、お兄ちゃんはむかし『月つく読よみ神社』で黒くろ衣こみたいなお仕事をしていたから──慣れている。


    　わたしも、すこし懐かしかった。


    　いつも気がつくと何かしら働いていて、陰ながらみんなを補佐していた。


    　決して自己主張しない、便利な小間使いだった。


    　奴ど隷れい体質の、わたしのお兄ちゃん。


    　久しぶりに、お兄ちゃんらしくて──ほっとした。


    　そういう意味では玉藻前さんも、伝承によると偉いひとの従者だったらしいしね。


    　こういう細やかな気遣いと、縁の下の力持ち的なことは手慣れているのだろう。


    　あ、いま気づいたけど玉藻前さんがメイド服なのは従者だったからなのかな、ほんと今さらだけど。


    　よしなしことを考えているわたしの正面で、つるぎが手を打ち鳴らした。


    「おぉ、さんきゅ～♪　いやぁ助かるよ、腹は減ったけど正直ちょっと炬燵から動きたくねぇな──って気分だったからよ？　んじゃ任せたから、てきとうにやっといて？」


    　そしてまた煙草たばこに火を点つけて、うまそうに喫っていた。


    　炬燵に並んだ灰皿や空き缶をのけて、お兄ちゃんが運んできたお皿を置くスペースをあけつつ、つるぎは甲か斐い甲が斐いしく働くふたりを見て野次を飛ばした。


    「そうしてると、おまえら夫婦みたいだな～♪　ふうふ！　ひゅうひゅうっ☆」


    　何を言ってるんだろ……。もう、ほんとに酔っぱらってるな。


    　お兄ちゃんと夫婦だなんて、玉たま藻もの前まえさんが可哀想じゃん。


    　と、わたしは思ったのだけど。


    「え？　そ、そんなっ？　あ、あたくしそういうんじゃ──困りますの（〉_〈）」


    　玉藻前さんは恥じらうように、真っ赤な顔で厨房に去っていった。


    　情雨じようちゃんが不思議そうに「……ママ？」と様子のおかしい母親に小首を傾げていた。


    「あはは、どうしたんでしょうねキツネちゃんは」


    　一方、お兄ちゃんはわりと最低な反応をしていた。


    「ははぁん、さては自分が鍋で煮られるんじゃないかと思って逃げたんですね？　だいじょうぶですよキツネちゃ～ん、キツネ鍋って泥臭くて食べられたものじゃないらしいですよ～？」


    『ははぁん』じゃねぇよ。


    　わたしは苛いら々いらするような安あん[image: ]どしたような──あぁ、もやもやする。


    「こんばんは～☆」


    　頭を抱かかえていると、扉を開いてまた新たな人物が姿を見せた。


    　ほんとに今日は、千客万来だなぁ。


    　驚いて振り向くと、玄関扉を元気いっぱいに開けて、布ふ津つ野の弥み火かちゃんが無駄にくるりと回転して横ピース☆　というアイドルみたいな登場をしていた。


    　耳当てのついたヘッドフォン。


    　可愛かわいらしい冬服。


    　寒空のしたでも、輝くような笑顔。


    「いやぁ、すみません。遅れちゃって──始まっちゃってます？　ご当主さまが『ヤダヤダヤダ、わしも参加する！　るるなたんを抱っこして「あ～ん♪」って食べさせたりしたいもんヤダヤダ！』などと駄々をこねるので、ちょっとアレしてまして、遅刻しちゃいましたっ☆」


    　そしてお上品に、深々とお辞じ儀ぎする。


    「本日はお呼びいただき、感謝感激ですっ☆」


    「おぉ弥火ちゃん、待ってたよ～？　寒さみぃなか呼びつけて悪わりぃな？　おいでおいで、こっちおいで──ぬくぬくと、一緒にあったまろうぜ～？」


    　つるぎが気安く手をふって、炬こ燵たつ布ぶ団とんを持ちあげて自分のとなりを示した。


    　どうも出雲いずもでいっしょに温泉旅行（？）をしてから、ふたりは仲良しだ。


    　まぁ『太陽神』アマテラスと『裁きのいかづち』タケミカヅチ──日本神話において重要な『神々』どうし、気があうのかな。


    　弥火ちゃんは嬉うれしそうにはにかむと、着ていたコートを脱ぎながら。


    「どうも、まだお鍋の準備は終わってないみたいですね──あたし、そっちのお手伝いをいたしますよ～？　皆さまは、ゆっくりお寛くつろぎくださいませっ☆」


    　ひとの役に立つのがほんとに好きなのだろう、浮き浮きと厨房へ向かってしまった。


    　マジ良い子だなあ、弥み火かちゃんは。結婚したい。


    　ともあれ、よっしゃあ！　弥火ちゃんに遅れて入室してきたのはプリティスウィートマイエンジェルるるなたんだ～！　わぁいっ♪


    　弥火ちゃんのいる『月つく読よみ神社』に預けていたこの子も、一緒についてきたのだろう。


    　もこもこに防寒されていて、林りん檎ご色のほっぺで、超！　愛くるしい……！


    　るるなたんは履はいていた靴を「もた、もた」と脱いでいる。


    　手伝ってあげたい感じだけど、最近ちょっと自立心の強いこの子はそういうの嫌いやがる。


    　それを知って、弥火ちゃんもあえて手を差しのべなかったのかなあ──。


    　でも、わたしはお姉ねえちゃんなので！


    　全力で応援するし、お望みなら手も貸しちゃうよ～！


    　肝臓ぐらいなら売っちゃうよ～！


    「るるなた～んっ、待ってました～！　おいでおいで、早くおいで！　んもう、靴がじょうずに脱げないんでちゅね～？　かぁわいいなぁあああ──お姉ちゃんが手伝ってあげるっ、姉妹のスキンシップしよっ☆　お姉ちゃんに会えなくて寂しかったでしょぉぉるるなたんるるなたん！　るるなた～んっ♪」


    「……チッ」


    　るるなちゃんは舌打ちすると、ようやく靴を脱いでそのへんに放っぽる。


    　そして、全力でカモンカモンしているわたしの横を素通りし、たまのそばまで歩くとその横に潜りこんだ。


    　そして、ぎゅうっと抱きつく。


    「わっ、るるなちゃんだ～♪」


    　たまが驚いて、お子さまはもうおねむの時間だ──うとうとしているるるなちゃんを、そおっと抱きかえした。


    　そして、嬉うれしそうにその艶つややかな髪を撫なでてあげる。


    「えへへ、るるなちゃん冷んやりしてるお？」


    　気持ちよさそうに、ご満悦である。


    　寒い夜道を歩いて冷えているらしいるるなちゃんが、ずっと炬こ燵たつに潜りっぱなしのたまには心地よいのか。


    　えへえへ、とだらしなく笑って夢中で密着している。


    　先日、北欧神話の騒動のなか──ふたりは、殺しあいと表現すべき大おお喧げん嘩かをしたのだが。


    　雨降って地固まる、すっかり仲直りして以前よりも親密になったようだ。


    　お姉ちゃんとしては、自分をスルーしてた友ま達のほうに行ったのが寂しいけど……我慢するよお姉ねえちゃんもう高校生だもん……でもお姉ちゃんにもすこしはデレてほしい……。


    　しょんぼりしつつも、新たな来客を迎えてさらに室内は大おお賑にぎわいになる。


    　笑い声と、何気なくも尊い無駄話があちこちで弾けて、あったかい雰囲気。


    　なんだか、わたしも眠くなってきちゃうな──。


    　幸せな、湯上がりみたいなぽかぽかした気分で、微ほほ笑えんでいると。


    　いつの間にかそばに座っていたお兄ちゃんが、しみじみと言った。


    「なんだかいいですねぇ、こういうのは」


    「そうだな」


    　応えたのは、正面に座っているつるぎである。


    「守りたいのはこんな日常──だよなぁ？」


    　その言葉の深い意味までは、わたしもまだわからないけど。


    　大事にしたくて。


    　わたしはふと思い立って、提案してみた。


    「ねぇ、こんなふうにみんなが集まるなんてこと滅多にないしさ──せっかくだし、記念撮影しない？」


    　動物園デートのために、こないだ見つけたデジカメを持参していたのだ。


    　手荷物のなかにいれておいたそれを取りだして、みんなに見せる。


    　一瞬、沈黙があった。


    　とくに『神々』は──邪や神がみ三姉妹や、取り皿を運んできた弥み火かちゃんや玉たま藻もの前まえさんは、すこしだけ困ったような顔をしたけど。


    　それを誤ご魔ま化かすように、あるいは笑い飛ばすように、つるぎが頷うなずいた。


    「ま、いいんじゃね～の？」


    　そして完全に酔っぱらっているらしく、おもむろに服を脱ぎ始めた。


    「んじゃあ、どんどん撮ってくれ鎖さ々さ美み！　いろんな角度から舐なめるように撮れ！　通常バージョンと脱衣バージョン、ＥＸ乱交バージョンなどなど何でもこい！　あたしはいつでも準備ＯＫ、バッチコイで～すっ♪」


    　なぜか白目を剝むいてダブルピースしながらの──いつもどおりの、お下劣な発言。


    　でもその肩のうえで、ヴィシュヌさまがほんのりと溜ため息いきをついたのが、気になる。


    　けれど何だか得体のしれぬ不安感を、わたしは今だけは忘れて。


    　立ちあがると、そのへんにデジカメを置いてタイマーで撮影できるように設定する。


    　厨房にいたひとたちも呼んで、みんなで肩を寄せあった。


    　嫌いやそうにむずがるるるなちゃんを、わたしは抱き寄せる。


    　るるなちゃんは、たまと手を繫つないだまま。


    　わたしのとなりに、かがみ。


    　やや遅れて、情雨じようちゃんが対抗するようにかがみの逆側に位置取る。


    　すぐ後ろに、お兄ちゃんとつるぎ。


    　いちばん外側に遠慮がちに、玉たま藻もの前まえさんと弥み火かちゃん。


    　ヴィシュヌさまが、ガルーダとともにわたしの頭に「ぴょこん」と飛び乗った。


    　全員集合したのを確認して、わたしは言った。


    「それじゃあ、みんな──ピース☆」


    　むかし、孤独に引きこもっていたころには想像もしていなかった、尊い瞬間。


    　平和で幸せで泣いちゃいそうなぐらい、あったかい雰囲気のなか。


    　終末が迫りくる、壊れかけのこの世界で。


    　わたしたちは、笑っていた。


    　生きていた。
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    　これは、後から聞いた話である。


    「んん──食って飲んで騒いで、楽しかったなぁ♪」


    　思い残すことはもうねぇな、と邪や神がみつるぎが言った。


    　いまだ朝陽の差しこまぬ、黒雲が渦巻く夜天を見あげて満足そうに。


    　コープス阿あ波は岐き原はらの正面。


    　電信柱にもたれかかって、携帯電話を耳に押し当て悠然と──誰かと、通話している。


    「んじゃあ、そっちはそっちで頼むわ──てきとうにやっといて」


    　家族に向ける、穏やかで優しい声音だ。


    「ば～か、今さらおまえが出張ってきたとこでどうにかなるような事態じゃねぇんだよ。うん、うん……。なぁに、ただで死ぬつもりはねぇよ。おう、そしたらみんなで暮らそうぜ～。アホ親父も呼んで家族み～んなでさ？　おっかさんにもよろしくな、スサノヲ」


    　ちいさく囁ささやくと、通話を終えてそっと携帯電話を仕舞いこんだ。


    　代わりに煙草たばこの箱とライターを取りだすと、ひとつ取りだして点火、紫煙を吐きだす。


    　そのまま、酔いざましの散歩にでかけるような気軽さで──。


    「んじゃあ、ちょっと行ってくらぁ」


    　誰にともなく告げると、いつの間にか握りしめていた彼女の武器──神剣アメノムラクモで、己おのれの肩を「とん、とん」と叩たたいた。


    　草くさ薙なぎの剣つるぎとも呼ばれる三種の神器のひとつ、偉大なる守護の神具。


    　最近あんまり活躍の機会がなかった、どころか見かけなかったけど。


    　つるぎの本気を示すように、それは神こう々ごうしさを帯びて月光を弾いていた。


    　よりしろ──自分自身でもあるその古めかしい諸もろ刃はの剣を、つるぎはけっこう乱暴に振り回して、満足したように刀袋に収納した。


    　そんな彼女を、見送るものたちがいる。


    　つるぎの妹たち──かがみ、たま。


    　そしてお兄ちゃんと、弥み火かちゃん。


    　ヴィシュヌとガルーダはすでにつるぎのなかに戻ったのか、姿を消している。


    　最後に、邪や神がみ三姉妹の自宅の玄関扉を開いて、玉たま藻もの前まえさんが外に顔を覗のぞかせた。


    　狐きつね耳みみが、寂しげに揺れている。


    「……皆さん、ようやく寝ついてくれたみたいですわ」


    　軽やかに跳躍し、着地。


    　他のものたちのなかに交じって、つるぎを送迎する。


    「今日は皆さん、疲れていたのでしょうね──この様子だと朝までぐっすりでしょう。『おじょうさま』は勘がいいので何かを感じたのでしょうね。ずうっと起きてようとするので、無理やり『改変』などしてまで寝かしつけてきましたわ」


    　すこし心苦しそうに言う玉藻前さんを、つるぎは労いたわった。


    「お疲れさん。ま、今日だけは辛抱してもらおうぜ──あいつらは明日からは何の不安もなく、眠れるはずだからさ。いいや、そのためにあたしら『神々』は努力するんだからよ」


    　太陽みたいな笑みを浮かべて、つるぎは他のみんなを見回した。


    「最後に、いちおう確認しとくけど」


    　神妙な表情になって、とくに妹たちへ問いかける。


    「おまえらは、ほんとにこれでいいのか？」


    「今さらなのですよ、姉ねえさん。それに、こっちの台詞せりふなのです」


    　かがみが珍しく両目をぱっちり開いて、いつもの眠たげな様子もなく、凛然と立つ。


    　その腰のあたりには、たまが縋すがりついていて顔をあげようとしない。


    　姉妹は寄り添って、長女を見据えている。


    「姉さんは、だいじょうぶなのですか？　いちばん危険なのはたぶん──姉さんですよ？」


    「いいんだ、あたしは。むしろ、こんな局面であたしなんぞにできることがあるってだけで──ありがたくって涙がでるよ」


    　遠い目をして、つるぎは満足そうに。


    「『最高神』の残り香、抜け殻みたいだったあたしが──ずいぶん幸せに、面白おかしく暮らせたもんだよ。思い残すことはもうない。長居しすぎたぐらいだよ」


    　目を閉じて、いろんなことを反はん芻すうしているようだった。


    　いろんなことが、あった──わたしたちは日常と非日常を、大騒ぎしながら駆け抜けた。


    　喧けん嘩かすることもあった、最初はわたしは邪神三姉妹を不審がってなかなか心を開かなかった、だけど今では世界中の誰よりも──親しく近しく、愛いとしかった。


    　きらきらと輝く宝物のような思い出を抱かかえて、つるぎは運命に立ち向かっていく。


    　その姿は悲愴で、自殺志願者のように破滅的で、でも希望は消え去ってはいなかった。


    　この国の太陽は、その残ざん滓しは──覚悟を決めて、終末に臨のぞもうとしている。


    「つるぎ姉ねえ～……」


    　だが、そんなつるぎの歩みを止めるように、たまが夢中で抱きついた。


    　我慢できない、というように泣きべそをかいて、ぐずぐずと引き留める。


    「やだやだやだ！　つるぎ姉──行っちゃやだよ、もう会えないなんてやだよ！」


    「おわっ」


    　泣き顔をお腹なかのあたりに擦こすりつけられて、つるぎは困ったように頭を搔かいた。


    「おいおい、やめてくれよ──たま、せっかく格好つけてんのにさ。また未練ができちまうだろ、泣くなよぉ」


    　おおきな妹の背中を、よしよし、と撫なでてやりながら。


    「もう二度と会えないって、決まったわけじゃねぇだろ？　悪いやつらぜんぶぶち倒して、おかしな出来事をすべて解決すればいいんだよ。それで元通りだ──いつもどおりだろ、それが邪神三姉妹あたしたちだろ？」


    　妹をあやしているつるぎに、近づくものがいる。


    　もうひとりの妹──かがみだ。


    　彼女はすこし迷うように立ち尽くしていたが、やがて辛抱できなかったのか駆け寄って、つるぎの服の裾を「そっ」とつまんだ。


    　俯うつむき、歯を嚙かみしめて、かがみは小刻みに震ふるえている。


    　懸命に、泣くのを我慢しているみたいだった。


    「おまえもかよ、かがみ……。ったく、どうしたよ今日は？　やけに甘えん坊さんだな？」


    　妹たちにまとわりつかれて、つるぎは動くに動けない。


    　窮している彼女の肩に、ぴょこんと飛び乗るものがいた。


    　ヴィシュヌさま──ではない、それはどう見ても成人男性の人差し指である。


    　ただしちいさな手足のようなものが生えており、ひとりでに動く。


    　不気味な指人形は、間諜スパイとしてわたしたちの最後の敵──日ひ留る女めちゃんの動向を探っていた淡あわ島しまさまである。


    　彼の帰還と、その報告によって命運は動いた。


    　日留女ちゃんへの対策を練り、万全を期して、『神々』は悲惨な最終戦争へと挑む。


    　そういう構図なのだ──何も知らないのは、わたしたちだけだった。


    「時間切れだよ」


    　つるぎが指人形をお兄ちゃんの胸元に押しつけて、静かに語った。


    「終末時計の針を、必死で押し留めようとしてたけど。それももう限界──終末は、もう避けきれない。現実は待ったなしだ。でもまぁ、思った以上にずいぶんと長く楽しませてもらったもんだよ。やり残したことはねぇさ、そうだろ？」


    　妹たちに顔を寄せて、愛いとしそうに頰ほおずりをする。


    　諭さとすように。


    　あるいは、遺言を残すように。


    「誤ご魔ま化かして先延ばしにしてた終わりが、ついにやってきたんだ。あたしたちはこの日に備えてずっと準備をして、段取りを決めて、噓うそまでついて──備えてきた。それでも勝てる可能性は、終末を乗りこえられる可能性はほとんど皆無かもしれない。でも後悔はしない。全力でがんばる。そうみんなで相談して決めたんだろ、忘れちまったのか？」


    　かがみの黒髪をそっと指先ですくって、梳くしけずる。


    「かがみ、おまえには苦労をかけたよな。みんなに大事なことを黙ってなきゃいけなかったのは、つらかったろ。あたしはおまえにそんな顔がさせたくて、『アラハバキ』から助けだしたんじゃなかったのに──ごめんな」


    「なんですか、こんなときだけ優しくしないでくださいよ」


    　かがみは嫌いやそうに身を揺すって、でもすぐに項うな垂だれて、姉の指先を感じた。


    　恥も外聞もかなぐり捨てて、ただ大事な姉に甘えるように。


    「わたしは、いいのです。むしろ、果報者です。最後に、思い出もつくれた──夢みたいでした、すべてが。わたしは姉ねえさんに感謝こそすれ、怨うらみも不満もないのですよ」


    　途切れ途切れに、掠かすれきった声でかがみは語った。


    　真心をこめて。


    　それを聞いて、つるぎはしばし黙考し──ぽつりと告げた。


    「おまえは、いいや、たまも──この決戦、最終戦争には参加しなくてもいいんだぜ？　おまえら、まだ子供ガキなんだからさ。若い身み空そらで、みすみす命を投げだすこたぁないさ」


    「それこそ、今さらなのですよ」


    　かがみが、ちいさく首をふった。


    「むしろ、馬鹿にしないでくださいよ。わたしたちは『破壊神』を抱かかえたその日に、覚悟を決めているのです。今さら、弱気にさせないでくださいよ。これが最善の方法なんです、どんな例外もあっちゃいけない」


    　論理的に、けれど感情をこめて、かがみは訴えた。


    「わたしたちのせいで、その寂しさのために、すべてが台無しになるのは申し訳がないのです。わたしたちは三姉妹です、姉さんだけに背負わせませんよ」


    「かがみは──」


    　つるぎは、しみじみと言った。


    「むかしから、がんばりやさんだなぁ。でもさぁ──おまえ賢いから、すぐに理屈をつけちゃうけど。いいんだよ、ときには我わが侭ままになっても。やりたいことをやっても。世界だとか運命だとか気にすんなよ、くっだらねぇよ」


    　吐き捨てるように言いながらも、つるぎは妹たちをそっと抱擁する。


    　そのぬくもりを、忘れないように魂に刻みつけているようだった。


    「面倒くさくて、可愛かわいらしい、あたしの妹たち。かがみ。たま。おまえらと家族として暮らせて、ほんとに幸せだった。神さまとして重ねてきた長い長い退屈な時間よりずっと、おまえらと過ごせた毎日のほうが──あたしには、ありがたかったよ」


    　普段なら、姉にそんなふうに密着されたら。


    　うぜぇのですよ、などと言って、かがみは振り払っただろうけど。


    　今だけは、かがみはされるがまま──ただ受けいれていた。


    　たまは、声をあげて泣きじゃくっている。


    　そんな妹たちを、つるぎは愛いとしそうに撫なでていたけれど。


    　未練を断ち切るように、威い風ふう堂どう々どうと立ち直った。


    「さ～て、と。ぐずぐずしてたら、夜が明けちまうよ。つうか、日ひ留る女めちゃんはこの国に──この世界に最後に残った神話に向かって、迫ってきてるんだろ。呑気にお喋しやべりしてる余裕はねぇんだ、名な残ごり惜しいけどこれでお別れな？」


    　妹たちの頭を優しくそっと手のひらで遠ざけて、つるぎは空を見あげた。


    「淡あわ島しまさんの報告だと、日留女ちゃんはヨーロッパ亜大陸から日本へ向かって直進してる。補佐役だったマサカドまで捕食しちまったせいで、定期的に記憶を失う日留女ちゃんは導くものもなく、知能的には赤ちゃん──あるいは、獣けものだ。『神々』のちからで瞬間移動、なんて器用な真ま似ねもできねぇだろ。ふつうに歩いてくる、ゆっくりと確実に」


    　もちろん、知能や経験がリセットされているとはいえ、油断ならない。


    　るるなちゃんだって、生まれたての赤ん坊のはずなのに、本能で奇跡を起こしていた。


    　日留女ちゃんも同じだとしたら、何をしてくるかわからない。


    　世界中の神話を胃袋に収めた、災さい厄やくそのもの──警戒しておくに、越したことはない。


    　つるぎはそのへんも弁わきまえているのだろう、油断なく身構えている。


    「世界を貪むさぼり喰らいながら直進してくる、まるで竜巻だな。まさに災害だ。押し留めるのはちっと骨だけど──予定どおり、あたしが止める。なるべく時間稼ぎしておくから、あとのことは頼んだぜ？」


    　誰にともなく言うと、刀袋を担いだままつるぎは戦意を充じゆう塡てんする。


    　そして、決戦に臨のぞむ。


    　つるぎは──間違いなく、日留女ちゃんに対する最強の戦力だ。


    　切り札である。


    　日本神話の元『最高神』、そして『破壊神』アンリ・マンユを不具合もなく馴な染じませて取りこみ、世界最古にして最大の多神教神話たる印度インド神話も体内で休眠させている。


    　だが、そんなつるぎですら──世界中の『神々』を捕食した日ひ留る女めちゃんに比べれば、『神格』はまるで及ばない。


    　桁がちがう、まともにぶつかれば踏みつぶされるだけだ。


    　怒ど濤とうのごとく迫りくる災さい厄やくを堰せきとめるすべは、もうない。


    　押し留めて、終わりをじりじりと先延ばしにするしかない。


    　それは、命懸けの特攻だ。


    　己おのれをいけにえに捧げて、わずかな時間稼ぎをする。


    　英雄的な、けれど自殺行為だ。


    　つるぎは、そんな無謀な取り組みに挑もうとしている。


    「最後になんか、言っておきたいことはあるか？」


    　つるぎは、ちっとも気負いもなく──何気なく聞いた。


    　それが、どれほどの覚悟の賜たま物ものか、想像することもできない。


    　ふと足を踏み外せば奈な落らくの底まで真っ逆さまの崖っぷちにいながら、鼻歌混じりだ。


    　そんな姉の姿を、かがみは誇らしげに──同時に哀しそうに眺めていたが。


    　しばし押し黙ってから、ぎゅっと胸元で拳こぶしを握って、告げた。


    「姉ねえさん」


    　ぎこちなく微ほほ笑えんで、か細く震ふるえた声音で。


    「……明日の晩ご飯は、何にしましょうか？」


    　そんな、日常的な問いを発したのだった。


    　いつも繰りかえされていただろう、ありふれていて、取るに足らなくて。


    　だからこそ、この悲劇的な状況にはそぐわない──。


    　ゆえにこそ、重要な意味を含んだ、問いを。


    「明日っておまえ──」


    　つるぎは目を丸くして、すこし唖あ然ぜんとした。


    　明日、なんてあるかどうかもわからない。


    　確実に、朝陽がのぼる保証はない。


    　世界はすぐにも滅ぶかもしれない。


    　終末は、間近に迫っている。


    　なのに──晩ご飯の献こん立だてとは。


    　たぶんそれは目の前に立ち塞がる絶望を乗りこえて、明日に[image: ]たどりつこうという──かがみの、決意表明だ。


    　覚悟の、表われだった。


    　そんな妹の気高い問いに、つるぎは嚙かみしめるように頷うなずいて。


    　嬉うれしそうに笑うと、ひらひらと手を振った。


    「んじゃあ──ハンバーグな♪」


    　大人っぽい見た目で、子供っぽい答えを。


    　つるぎらしく口にすると、呆あつ気けなくかき消えた。


    　その姿が、『神々』は遍在する──そんな理屈のもとに、瞬間移動した。


    　戦場へ向かったのだ。


    　ぬくもりを抱かかえて、すべてを希望にかえて。


    「姉ねえさん……」


    　かがみは、つるぎが消えたことで前のめりに倒れたたまを、慌てて抱きよせる。


    　ふたり、ちいさな子供みたいに顔を寄せあって──しめやかに泣いた。


    「わたしたちは、あなたのおかげで、この世界を歩めるようになりました」


    　かがみは、妹を抱きよせたまま独りごちる。


    　つるぎの後継者──『次世代神』として生みだされた、たま。


    　つるぎ＝『太陽神アマテラス』のいちぶだった、呪のろわれ切り取られて、数奇な運命の果てに『邪や神がみかがみ』となった、かがみ。


    　ふたりを姉妹として、家族として迎えた長女は、死地へと向かってしまった。


    「あなたは、わたしたちを妹と呼んだから──妹として、振る舞っていましたけれど。わたしたちを、生んでくれたのは、かたちづくってくれたのはあなたです。だから姉さん、ではなくて、いちどぐらいはお母さんと呼びたかった」


    　本人を前にしては、気恥ずかしくて言えなかったのだろう。


    　これでお別れなら、もう永遠に届かないはずの本音だった。


    　だから、かがみはもう誤ご魔ま化かさず、隠さずに──内心を吐きだした。


    「そう呼んでしまったら、すべてが覆くつがえってしまう。壊れてしまう気がしたんです。姉妹としての生活が、わたしたちの日常が……。でも、そう呼ぶべきでした。こんなふうにお別れするぐらいなら、大事なことも言えずに離ればなれになってしまうぐらいなら──」


    　かがみの頰ほおに、熱い雫しずくが流れつづける。


    　彼女の人間性の発露、そのものだった。


    　かがみは霊的ロボットでも『神々』でもなく、ひとりの女の子として泣いた。


    　赤ん坊みたいに、愛するものを求めて泣いた。


    「だから、絶対に帰ってきてくださいよ。まだまだ言いたいことが、たくさんあるのですから。お願いだから、わたしたちを置き去りにして死んだりしないで。姉さん、わたしたちの姉さん、お母さん──」


    　それ以上は言葉もなく、ただ姉妹が噎むせび泣く声のみが響いた。


    　直後、轟音がこの惑星を揺るがす。


    　遥か遠くで、戦いが始まったのだ。


    『神々』による、この世界の終わりを彩る最終戦争が。


    　古代から紡つむがれつづけてきた神話と歴史の幕が、引かれていく。


    



    　夜明けまでに、すべてが終わる。
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    第二部　ジェネシス


    


    第五話／落日


    



    



    　この惑星で巻き起こった、『神々』による破滅的な闘争──。


    　いわゆる最終戦争の大半に、わたしは関わっていない。


    　だからおおよそは、後から聞いた話である。


    　そこに推測を付け加えて、『だいたいこんなことがあったのだろう』──と想像することしかできない。


    　その戦いは深夜に人知れず始まり、夜明けまでに幕を閉じた。


    「あらよっ──と♪」


    　真っ暗な夜空に、鮮やかな色彩が生じる。


    　それは瞬間移動して出現した、邪や神がみつるぎである。


    　緋ひ色いろの髪と白衣を使天徒使の翼のようにはためかせて、宙に忽こつ然ぜんと姿を現した。


    　握りしめた神剣アメノムラクモを「ぶらぶら」と揺らしながら、重力に従って自由落下。


    　平然とした態度で、ゆっくりと下降していく。


    「おっと、っと」


    　両手を広げてバランスをとると、さほど慌てた様子もなく高々度から落ちていく。


    　おでこに手を添えて、遠くを眺めた。


    「おぉ、やってるやってる」


    　つるぎの眼下に広がるのは、広大な海である。


    　大西洋だ。


    　波なみ飛沫しぶきをあげる荒れた海は、夜を吸いこんで墨を垂らしたような漆しつ黒こくである。


    　空は雲に覆おおわれ月光も星々も姿を隠し、視界はまったく判然としない。


    　世界は目を閉じてしまったように、暗くら闇やみに支配されていた。


    　潮騒が響くなか、まさに戦争──と呼ぶべき事態が展開している。


    　海には、無数の軍艦・空母が並んでいる。


    　そこから次々と戦闘機が飛び立ち、ありったけの爆弾や銃弾を叩たたきつけている。


    　そのたびに世界は震しん撼かんし、空気が劈つんざかれた。


    　軍艦の群れには統一感がなく、陣形も何もなく、つくられた国も何もかもばらばらなのか──型も色彩も何もかも、不ふ[image: ]ぞろいである。


    　だがどれも各国の威信をかけてつくられた、最新鋭の兵器であろう。


    　ありったけ海のうえに並べられた軍事力そのもの──まるで兵器の見本市だ。


    　満員電車みたいに密集した軍艦たちのおかげで、海面がほとんど見えないぐらいだ。


    　それらが互いに衝突せぬようにときおり点灯し、砲火を放って夜空をわずかに赧あからめる。


    　次々と噴出する殺人的な火力の煌きらめきは、まさに地上の星々のようだった。


    　それらは水平線の向こうに砲塔を向け、ひとつの目標に向かって攻撃を繰りかえす。


    　まるで偉大な聖者の説教を聞くために集まった、群衆のようだった。


    　それらが銃火を向ける対象は、見えない。


    　だが確実に、この戦場の中心にいる。


    　口笛を吹いて、つるぎは花火でも見るように「た～まや～♪」と軽口を叩たたいた。


    「よっこいせ──っと」


    　くるりと回転し、足下にあった大型空母の舳へ先さきに着地する。


    　並んだ砲台のひとつを軽やかに踏みしめ、砲塔に跨またがると手を叩いて囃はやしたてた。


    「すっげぇなぁ、おい──ハリウッド映画みてぇだ」


    　まだ酔いが残っているのか、自や棄けくそなのか、その態度はひどく軽けい佻ちよう浮ふ薄はくだ。


    　煙草たばこの箱を取りだし、シガレットを口にくわえると火を点つける。


    　たっぷり、紫煙を吐きだして。


    　砲塔に艶なまめかしく抱きつくような姿勢で、目を細めて遠くを見やる。


    　大量の砲弾が水柱をあちこちでぶちあげ、飛び散った雫しずくが輝きを乱反射させている。


    　水蒸気が、硝煙が、沈没しかけている軍船があげる黒煙が充満して、視界はよくない。


    　だが『神々』の感覚は、世界を俯ふ瞰かんする。


    　やがて、つるぎは兵器が一斉攻撃を仕掛けている対象を──発見する。


    　戦況を把は握あくし、舌打ちをした。


    「ちぇ～っ、やっぱり無駄かよ」


    　つるぎの認識のなか、かなり離れた海面で動くちいさな人影があった。


    　不自然に、まさに聖者そのものに水面を歩いている。


    　裸足を海に触れさせ、あめんぼみたいに沈むことなく「てく、てく」と進んでいる。


    　古びた修道服。


    　首に引っかけた逆十字の飾り。


    　可か憐れんな三つ編み。


    　飢えた瞳。


    　巨大な軍艦に囲まれているためか、ひどくか細く、儚はかなげに見える。


    　ひとりの、少女。


    　それは全世界に滅亡をもたらすため動きだした終末の獣けもの──月つく読よみ、日ひ留る女めちゃんだ。


    　ひっきりなしに銃弾を浴びせられながらも、彼女はぼうっとした様子で、とくに気にせずにのろのろと海のうえを歩いている。


    　何も感じていない。


    　考えていない。


    　亡霊の、ようだった。


    　あらゆる『神々』の捕食者は、「あ～ん」と口を開いた。


    　その可愛かわいらしいくちびるに、砲弾が思いっきり直撃する。


    　首を揺すって、日ひ留る女めちゃんはそのまま彼女の顔面ほどもある砲弾を、嚙かみついて止めて、思いっきり囓かじりとった。


    　破片がばらばらと、日留女ちゃんの足下に落ちて、海中に沈んでいく。


    　不ま味ずそうに、うええ、という表情で日留女ちゃんは口元を拭ぬぐった。


    　その間にも彼女の真上を飛翔する戦闘機が機関銃を斉射する。


    　だが毎分数千発の勢いで放たれる殺意のかたまりは、日留女ちゃんを避けるように外れ、あるいは直撃してもなぜかその皮膚で弾かれる。


    　そよ風に吹かれたほども動じずに、日留女ちゃんは面倒くさそうに眉まゆをひそめると──。


    　まさに蠅はえを追い払うように、「しっし」と手を振った。


    　瞬間、竜巻が生じて戦闘機を揉みくちゃにして次々と撃墜する。


    　海面が断ち割れて、軍艦がその奥に呑みこまれていく。


    　日留女ちゃんに飛来した銃弾が慣性を無視して反転・逆走し、それを放った戦闘機に穴をあけて叩たたき落とす。


    　日留女ちゃんの修道服がはためき、その奥から無数の蝗いなごなどの羽虫が生じ、それらは軍船の装甲を貫つらぬき転覆させ、また計器類を貪どん食しよくして機能不全に至らしめた。


    　黙示録、そのもの──。


    　鎧がい袖ゆう一いつ触しよく、という四字熟語そのものだった。


    　否いな、触れてすらいない。


    　世界各国の軍事力の結晶をものともせずに、ごくふつうに散歩するような調子で日留女ちゃんはゆったりと、歩いている。


    　唯ゆい我が独どく尊そんな、エクソダスだ。


    　圧倒的軍事力も、まるで歯が立たない。


    　人間の兵力では、『神々』にはかなわない。


    　それは預言者モーゼの時代からずうっと、世界の常識である。


    　けれど──。


    「かといって、『神々』が直接あの日留女ちゃんと戦っても意味がねぇしな。捕食され、取りこまれて、さらに日留女ちゃんを強くしちまうだけだ」


    『神々』もまた、あらゆる『神々』の捕食者たる日留女ちゃんには無力だ。


    　むしろ、[image: ]えさを与えるだけの結果にしかならない。


    「だから、こういった迂う遠えんな策をとるしかねぇ。『改変』して各国の軍部を操り、日ひ留る女めちゃんを攻撃させる。まぁ人間を最終戦争に参加させるわけにはいかねぇし──直接、軍艦の制御系などを乗っ取って、自動的に攻撃するように仕向けてるんだけど」


    　せめて日留女ちゃんに沈められた軍艦などには誰も乗っていない、人的な被害がない、ということを心の慰めにしているのか──つるぎは、複雑そうな表情をしている。


    「人類が長い歴史のなかでつくりあげた、近代兵器をぶつける。それらは『神々』じゃねぇ、ただの鉄や鉛のかたまりだ。日本神話に属するものならそれすら八百万やおよろずの『神々』ってことになるんだが、そういう理屈の神話じゃないとこから選んで出撃させた。ただの金属、『神々』ではない兵器類──」


    　人類の歴史は人殺しの歴史だ。


    　同胞と血まみれで殺しあいつづけた、共食いの歴史である。


    　その技術は、兵器産業は、軍事技術は──過小評価できぬ強大なものだ。


    　だが、次元が異なる高位の存在、『神々』には通じないのか、まるで日留女ちゃんに手傷を負わせてはいない。


    　押し留めることもできず、いたずらに轟音を響かせているだけだ。


    　砲弾が日留女ちゃんを畏おそれるように見当外れの方向に逸らされ、あるいは軍艦が怯おびえるように尻しり込ごみして、その不自然な機動によってバランスが崩れ沈んでいく。


    　彼女のそばに並んだ空母が見る見る白濁し、塩の結晶となって海中にとろけていく。


    　日留女ちゃんはうるさそうに、唾つばを吐くみたいな仕草をした。


    　瞬間、彼女の口内から[image: ]あふれた炎と硫黄の化合物が──そうとしか表現できぬ破壊力そのものが放たれて、彼女を囲んだ軍艦を木こっ端ぱ微塵に破壊する。


    　生じた爆風のみで戦闘機が破裂し、蚊取り線香にやられたように撃墜される。


    　炎にまかれた軍用ヘリたちが次々と舞い落ちてくる。


    　流れ星のように。


    　火の玉が雨のように降り注ぐなか、日留女ちゃんは気の抜けた欠伸あくびを漏もらした。


    　海上には消えぬ炎が渦巻き、煌こう々こうと夜空を照らし始める。


    　日留女ちゃんの正面──かなり遠くに日本列島がある。


    　まだあそこまで歩かなきゃいけないのか、面倒だなあ、という様子で彼女は緩慢に進む。


    　その歩みは鈍ることなく、大量の兵器はまるで何の抑止力にもなっていなかった。


    　それでも果敢に突撃を敢行する戦闘機たちを、日留女ちゃんはまた炎と硫黄の化合物を吐いて灼やき尽くし、不明瞭な苛いら立だちの叫びをあげた。


    「怪獣映画かあいつは──たまが見たら大喜びするかもな、あいつゴジラとか好きだし」


    　つるぎは感心したように独りごちながら、混沌とした破滅的な戦場を眺める。


    　絶望しかないその状況を前に、まだ不敵に笑っている。


    「ま、ここまでは計算通り──まぁ焼け石に水ってとこだが、日ひ留る女めちゃんが邪魔な軍艦とかを沈めるためにすこしでも霊力を消耗してくれりゃあ、御の字ってとこか。これで倒せるなんて夢見てねぇよ、まぁせいぜい苛いら立だってくれよ？」


    　言っているうちに、つるぎに向かって砲弾が飛んでくる。


    「おっと」と慌てて、つるぎはそれを手のひらで呆あつ気けなく受けとめた。


    　めちゃくちゃな状況だ、どこから流れ弾が飛んでくるかわからない。


    　世界中の歴史を紐解いてみても例のない激戦地に、つるぎはいるのだ。


    　あちこちでキノコ雲があがる、末世的な光景を眺めながら──。


    「んんっ」


    　砲弾がまとった熱量を呑みこむように、つるぎは背を官能的に震ふるわせて。


    「ゾロアスター神話の『破壊神』アンリ・マンユを取りこんだ代償──炎熱の補給も、ここならやりたい放題だぜ。矢でも鉄砲でも持ってこいやぁ、ってとこだな？」


    　腕まくりをして、つるぎが砲塔のうえで立ちあがる。


    　そして果敢に、戦場に跳びこんでいこうとした──瞬間である。


    「ありゃっ？」


    　つるぎは、目を丸くした。


    　絶句し──戸惑う。


    　先ほどまで戦場の中心で大暴れしていた日留女ちゃんの姿が、消え失せている。


    　つるぎに目を逸らしたつもりはない、ずっと見ていたのに。


    　いつの間にか、日留女ちゃんがいたはずの位置には誰もおらず、そこを無意味に砲弾が穿うがって水みず飛沫しぶきをあげていた。


    　まさか、銃弾に撃ち抜かれて海中に没してしまった、とも思えないが──。


    「ねえ」


    　不意に、つるぎの背後から声がかけられた。


    　耳元で囁ささやかれているのか、轟音が渦巻く戦場でもはっきりと響いた。


    「あんた誰？　ここで何してるの？　食べていいの？」


    　無む垢くな、問いかけ。


    「………!?」


    　つるぎは血の気を失って、振り向きざまに神剣アメノムラクモを横よこ薙なぎに振るった。


    　刃やいばはつるぎの真後ろにいつの間にか立っていた何者かの肩に、おおきくめりこむ。


    　斬りつけられてその身体からだが引き裂さかれ、抉えぐれて──否いな。


    　まるで動じずに、その人物──日留女ちゃんは、小首を傾げる。


    「ふぅん、やっぱり『神々』？　じゃあ食べていい？　中身のないすかすかのものばっかり食べさせられて不満でいっぱいなの、お腹なかすいたお腹すいた！」


    　姿勢を崩すことなく、つるぎに向かって歩み寄ってくる。


    　よくよく見れば神剣アメノムラクモは日ひ留る女めちゃんの肌に触れた位置からぐにゃりと折れ曲がり、その身体からだに食いこんではいなかった。


    　まったく無傷で、日留女ちゃんは邪魔そうに神剣を押しのけると、にじり寄ってくる。


    　つるぎは後ずさり、細長い砲塔のうえで戦闘姿勢になる。


    　折れ曲がったアメノムラクモを手のひらで叩たたいて戻し、冷や汗をかきながら。


    「へぇ、瞬間移動で近づいてきやがったか──知識も記憶もねぇって話だったから侮あなどってたよ、そこそこ芸があるみたいじゃねぇか。いいや、本能的にできてるってことか。たまも、誰に教わるまでもなくそのへんはできたしな？」


    　余裕げな態度は崩さずに、災さい厄やくそのものと向きあう。


    「赤ん坊みたいなもんだからって馬鹿にしたら、火傷やけどしちまいそうだな？」


    　言いながら再度、神剣で斬りかかる。


    　咄とつ嗟さに反応しただけだった先ほどとちがって、今度はありったけの霊力をこめて。


    　日本神話が誇る最高位の神剣、アメノムラクモ──だがそれを、日留女ちゃんは呆あつ気けなく受けとめる。


    　その華きや奢しやな指先が刃やいばにめりこみ、ひび割れさせる。


    「ごく、ん」


    　喉のどを鳴らして、どうやら霊力を吸収している。


    　見る見る劣化し、脆もろくも崩れかける神剣をつるぎは手元に引き戻し、構え直した。


    　アメノムラクモはただの武器ではない、つるぎ自身──よりしろでもある。


    　そのダメージはつるぎにもくる、一心同体なのだ。


    　おおきく霊力を損なわれたのか、つるぎは苦しげに吐息を漏もらした。


    「くそっ、つるぎちゃん知ってるぞ──こういうのを太刀打ちできないっていうんだな？　まったく通じねぇとはな、どうすりゃいいんだこれ？」


    「足りない」


    　日留女ちゃんは無視するように、かぶりを振って不満げに喘あえいだ。


    　その瞳は、獣欲に支配されている。


    　そのまま、日留女ちゃんは自分の最大の本能──食欲に従って、つるぎに襲おそいかかった。


    　瞬間移動もしない、ただの体当たりである。


    　子供が親にじゃれつくのに等しい。


    　まったく洗練されていない、獣けものの動きだった。


    　ふつうなら、避よけられる。


    　日留女ちゃんの動きは、ごくふつうの女の子のそれだ。


    　つるぎを侮っているというより、ごく自然にそうしている。


    　誰も、お皿に並んだ料理を前にして格闘技の構えはとらない、必要ない。


    　ただ手を伸ばして、貪むさぼればいい。


    　警戒も戦術も、心構えすらいらない。


    　だが、つるぎはそんな日ひ留る女めちゃんを──待ってました、とばかりに動かずに迎えた。


    　両腕を伸ばして、ふわりと抱擁する。


    　避よけなかった。


    　なぜ？


    　圧倒的に強大な日留女ちゃんを前にして、戦意を喪失した？


    　諦あきらめてしまったのか？


    　ちがう、つるぎの双そう眸ぼうには決意があった。


    　何かを狙っている。


    「あんぐ」


    　日留女ちゃんが、つるぎの肩に思いっきり嚙かみついた。


    　肉食獣、そのものである。


    　女の子の可愛かわいらしい歯並びが残忍な凶器となって、つるぎの肉を裂さき、血を噴出させる。


    　つるぎの見慣れた白衣が、鮮血で染まっていく。


    「うぐ──」


    　つるぎは眉まゆをひそめ、けれどやはり抵抗しない。


    　飢えた我が子に己おのれの肉を与える、獣けものの母親の表情だった。


    　日留女ちゃんはそれが意外だったのか、肉を食はみながら「？」と目を丸くしている。


    　だが抵抗しないならむしろ都合がいい、と思ったのかすぐに疑問をなくすと、「ああんぐ」と口を開いてさらに深く嚙みついた。


    　食欲を優先させ、細かいことは考えない。


    　骨が嚙みくだかれる異音が響いた。


    「痛いてぇな、クソッ」


    　つるぎが激痛に脂汗を流しながら、日留女ちゃんの後頭部にそっと手を回した。


    　現在のつるぎに比べて、日留女ちゃんはちいさい。


    　そんな彼女を包みこむように、全身で抱きよせる。


    　我が身を[image: ]えさにして、日留女ちゃんを釣ったのだ。


    　──何のために？


    　邪や神がみ三姉妹が宿した『破壊神』たちは、日留女ちゃんが唯一、捕食しなかったものたち。


    　北欧神話の騒動のなかで、首領はそれらを日留女ちゃんの抑制装置リミツターと呼んだ。


    　つるぎが抱かかえた『破壊神』──ゾロアスター神話のアンリ・マンユには、『神々』の捕食者を損なう毒じみたものがあって、だからつるぎは我が身をあえて喰らわせたのだろうか？


    　ともあれ、つるぎがすぐに食べ尽くされてしまわないのは、その膨大な霊力ゆえだろう。


    　日本神話の『最高神』、その抜け殻がらのなかにゾロアスター神話を取りこみ、また印度インド神話を休ませている。


    　日ひ留る女めちゃん以外では、つるぎはこの世界で最大規模の霊力を保有している。


    　そのすべてを一瞬で食いつくすことはできないのか、日留女ちゃんはやや手こずる。


    　もぐもぐと忙せわしく口を動かしながら、ゆっくりと貪むさぼっていた。


    　まだ、つるぎの保有した霊力はもつ。


    　容易には、食い尽くせないはずだ。


    　だが、こんなふうに食いつかれたままでは時間の問題である。


    　どんなに大量の料理も、食べつづけていればいつかなくなる。


    　料理の追加をするか、食事をやめさせなければ、そのうちお皿は尽きてしまう。


    「ちくしょ、損な役回りだよ」


    　ぼやいて、つるぎはむしろより深く日留女ちゃんを我が身に招きいれた。


    　魚に、釣り針を深く呑みこませるみたいに。


    　それが、つるぎの狙いだった。


    「つ～かま～えた～♪」


    　呑気に言いながら、返り血で頰ほおを濡らして。


    　つるぎは、世界の災さい厄やくを抱かかえこんだ。


    「ここは、ちっと騒がしいな」


    　周りを見回し、困ったように。


    　ふたりの周囲ではいまだに兵器たちが荒れくるい、砲弾を雨あられと降らせている。


    　火柱があがり、おどろおどろしい乱気流が発生している。


    　爆音が轟々と反響し、波なみ飛沫しぶきはいや高くなっている。


    　暴風にあおられて雲が吹き飛ばされ、夜天におおきな満月が見えた。


    　つるぎはいちど、おおきく周りを振り仰いで──。


    　心に刻みつけるように、世界を、見据えると。


    　瞑めい目もくして。


    「んじゃあ──せっかくだし、おね～さんが楽しいとこにつれてってやんよ♪」


    　ぽんぽん、と日留女ちゃんの背中を叩たたくと。


    　力強く抱きしめて、しっかり確保すると。


    　その姿が、かき消えた。


    　日留女ちゃんと、ともに。


    　瞬間移動して、戦場を移したのだ。
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    　虚きよ無むのなかに、つるぎが出現する。


    　日ひ留る女めちゃんに己おのれを嚙かみつかせたまま、決して逃さない、とばかりに抱きしめている。


    　無事に瞬間移動できたのを確かめるように、周囲を見回した。


    　日留女ちゃんはつるぎに動きを封じられ、また食事に夢中で瞬間移動に対しては何の反応もしなかったようだ。


    　本能的に『神々』の権けん能のうを発揮できるとはいえ、基本的には知識がないし芸がないのだ。


    　荒れくるう災害そのもののような彼女を抱かかえたまま、つるぎは吐息を漏もらす。


    　そんな彼女らの周りは、真っ暗くら闇やみだ。黒一色──否いな、そのなかに無数の光点がある。


    　針先のようなちいさな、星々である。


    　そのなかにときおり、お菓子にたまにまぎれこむ幸運の象徴おまけのような恒星が、すこしだけおおきく自己主張している。


    　天の光はすべて星──先ほどまでは見あげていた夜空のなかに、宇宙空間に、つるぎたちは移動してきたようだった。


    　光を反射して輝く、星々のなか。


    　つるぎたちのみが異質に、景色から浮きあがっているようだった。


    　しばし、つるぎはこの宇宙という環境に馴な染じむように──おおきく深呼吸していた。


    　周囲に空気などをつくりあげているのか、ひび割れた神剣アメノムラクモを振るって周りを攪かく拌はんしている。


    　やがて人心地ついたか、再び戦意を充じゆう塡てんする。


    　静まりかえっていて、先ほどまでの戦場らしい雰囲気が噓うそのようだ。


    　つるぎは口を何度かぱくぱくとしてから、周りに生じさせた空気を集めるようにして。


    　言った。


    「んん、宇宙だと喋しやべりにくいな──空気がねぇと音もでねぇってか、でもまぁ会話もしてぇしな。てきとうにあたしらの周りにだけ最低限の生活環境ってのか、そういうのを構築したからヨロシコ。おまえが暴れたらすぐ吹き消えちまうけどな、日留女ちゃんよ」


    　いまだ己に食らいつき、滂ぼう沱だと[image: ]あふれた血で白い肌を汚した災さい厄やくそのものに。


    　悠然と、つるぎは語りかける。


    「宇宙空間は干渉しづれぇんだけど──あたしはこれでも太陽神、恒星の化身だ。そこそこは影響力ってのがあるんだぜ。でも、おまえはどうかな？」


    　挑むように、間近から赤ん坊を抱くようにして、日留女ちゃんの背中を撫なでると。


    「おまえは、あらゆる神話を捕食した強大な『神々』だ。一神教の唯一神に等しい『神格』があるだろうよ。だがおまえが取りこんだのはあくまで地球の神話で、『神々』だよ。地球から遠く離れた宇宙で、おまえの胃袋のなかの連中はどれだけ権けん能のうを発揮できるかな？」


    　それが、つるぎの作戦なのだろうか。


    　否いな、目も論くろ見みのひとつなのだろう。


    　つるぎは油断ない表情を崩さないまま、勢いよく日ひ留る女めちゃんを突き飛ばした。


    　引き裂さかれ、つるぎの衣服と肩の肉が抉えぐりとられる。


    　それを、日留女ちゃんは「もぐもぐ」と咀そ嚼しやくしながら、ゆるやかに後退していく。


    　空気はある程度、つくったようだが重力はないのだろう。


    　突き飛ばされた威力のままに、日留女ちゃんは抵抗なく滑るように動く。


    　つるぎもまた「ぐるん」と回転していたが、やがて両手を広げて姿勢を保ち、まるで地に足をつけているかのように確固として立った。


    　それを真ま似ねるように日留女ちゃんもある程度、行きすぎてから「ぴたり」と静止する。


    　わずかな空気が、ふたりの衣服や髪をほんのすこし揺らしている。


    　すこしの距離を挟んで、『神々』は対峙する。


    「ったく、うまそうに食いやがってよぉ──痛いてぇじゃねぇか、こんにゃろ」


    　つるぎがぼやきながら、日留女ちゃんに嚙かみちぎられた肩に手を添える。


    　傷口が塞がり、衣服も修復される。


    　だが、捕食された霊力は元には戻らない。


    　大量の霊力を奪われたのだろう、宇宙空間までの長距離移動の疲労も相あい俟まってか、つるぎは憔しよう悴すいしたように顔色を悪化させている。


    　ほんのわずかな交戦で、つるぎはすでに青あお息いき吐と息いきだ。


    　だが日留女ちゃんは「？」と無重力に戸惑うように、ふわふわと浮遊している。


    　その表情にはまるで焦燥はなく、危機感もなかった。


    　何が起きたのかさっぱり把は握あくしていない、赤ん坊そのものだった。


    　上も下も右も左もない。


    　他の星々も遠いので、引力もさほど影響しない。


    　おおざっぱな虚空のなかで──日留女ちゃんは身の置きどころがないのか、死んだ熱帯魚のようにゆらりゆらりと漂っている。


    　ゆっくりと、つるぎの周りを鮫のように旋回し──ぱちくりと瞬まばたきしている。


    「宇宙？　ここ宇宙っていうの？　それなぁに？　食べられる？」


    　無邪気に、問いかけた。


    『改変』で生じた空気にのって、その無む垢くな疑問はあいまいに届いた。


    　宇宙とは何ぞや、というどんな偉大な科学者にも答えられぬ難題に、ゆえにこそ子供っぽい質問に、つるぎは無反応。


    　どうせ知識を得てもすぐ忘れてしまう教えがいのない生徒に、講義を垂れてやるほどこの教師は勤勉ではなかった。


    　日ひ留る女めちゃんは無視されたのが不満なのか、くちびるを「むうっ」と尖とがらせる。


    　その口元も、修道服も返り血で真っ赤だ。


    　拭ぬぐうことも、『改変』などで消すこともない。


    　記憶も知識もない獣けもののような彼女は、そんな作法は知らない。


    　だが、つるぎを囓かじって空腹をわずかに満たしたためか、その瞳にはほんのすこし知性の輝きがあった。


    　あくまで獣よりは上等、幼児ぐらいの知性だったが。


    　だが満たされることのない災さい厄やくの化身は、お腹なかをさすりながら。


    　無限大の宇宙を見回して、途方に暮れたような表情になる。


    「それで？　なんでわたしをこんなとこにつれてきたの？　ここ『神々』がいないじゃん──ご飯が食べられないじゃん、酷ひどいよ！　お腹すいたお腹すいた！」


    　文字どおり、駄々をこねる。


    「世界どこ～？　『神々』どこ～？　酷いよぉ、何でこんなことするのぉ？」


    　周りを見回し、鼻を「くんくん」と動かしている。


    　実際に嗅覚を働かせているというよりは、霊力を感知しようとしているのだろう。


    『神々』を捕食することに特化した──霊的兵器である彼女の探知能力は、侮あなどれない。


    　つるぎが何光年、地球から遠ざかったのかはわからない。


    　だが遅かれ早かれ、飢えに突き動かされた日留女ちゃんは執念で地球の位置を特定してしまうはずだ。


    　ほんのわずかな時間稼ぎにしか、ならない。


    「それで、どうするの？　何がしたいの？　なんとか言ってよ！」


    　癇かん癪しやくを起こして、日留女ちゃんはつるぎを睨にらんだ。


    　つるぎは平然として、むしろその狼ろう狽ばいぶりを面白そうに眺めていた。


    　ポケットに片手をつっこみ、神剣アメノムラクモを担いで佇たたずんでいる。


    　口にはいつの間にくわえたのか煙草たばこがあって、それはわずかな空気のなか燃焼し、紫煙を膨ふくらませている。


    「そう、宇宙にはおまえやあたしが慣れ親しんだ神話は、『神々』は存在しねぇんだな」


    　にやにやと笑って、物わかりの悪い子供にそうするように、ゆっくりと語りかける。


    「とはいえ、おまえを霊的兵器として完成させた首領は宇宙を、科学を武器にもしていた。何の対策もしてねぇことはねぇだろうが、わずかには弱体化してくれてるよな？　おまえが蓄えた神話も、宇宙では威光を発揮できないものが多い──宇宙空間という舞台でどう動いたらいいか、赤ちゃんにはわからないだろ？　あらゆる意味で、ここはおまえにとって最悪の舞台だよ、日留女ちゃん」


    　挑発的に、つるぎは顎あごをしゃくって日ひ留る女めちゃんを睨にらんだ。


    「あらゆる知識を、経験を、習得した技術のすべてを総動員して──おまえの裏をかいてやる、翻ほん弄ろうしてやる。教えてやるよ、大人のずる賢さってのをな」


    「おまえなんかに、わたしをどうにかできると思ってるの？」


    　日留女ちゃんは論理的ではない反発をして、ひたすら歯は軋ぎしりした。


    　飢えが満たされない獣けものそのものだ。


    「[image: ]えさのくせに？　何で抵抗するの？　意味なんてないんだよ！」


    　完全に見下している。


    　実際、そのぐらいの『神格』の差がふたりにはある。


    　けれど、つるぎはその格差を知恵と経験で補おうとしている。


    　誇り高い立ち姿で、つるぎは最大限に時間を稼いでいる。


    「窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむんだよ、そんなことわざ知らねぇかな？　ことわざも神話も童話もすべて、長く語り継がれてきたものには真理が含まれてる。それを捨て去って暴力だけに特化したおまえは、怖くなんかねぇ。[image: ]のとりかたもわかんねぇ間抜けは、自然界だと生きてけねぇ。そういうことだよ、おじょうちゃん」


    　煙草たばこを吐きだして、あいた手のひらを胸元に添える。


    　己おのれの命がまだ脈動しているのを、生きているのを、確かめるみたいに。


    「[image: ]だとか言って馬鹿にしたもんじゃねぇよ、こちとら生きてんだ。黙って食われてやるつもりはねぇよ。この命が尽きるまでは懸命に抵抗してやる。嚙みついて、引っ搔かいて、暴れてやる。おまえは雛ひな鳥どりのまま巣のなかで飢えて渇いて死ぬんだよ」


    「面倒だなあ──」


    　日留女ちゃんはまるで聞かずに、ただ苛いら々いらと身を揺すった。


    「お腹なかすいたお腹すいたお腹すいた！」


    　執しつ拗ように繰りかえす、その言葉をつるぎは嘲あざ笑わらった。


    「知るか、ば～か！　おとといきやがれ、ガキんちょ！」


    　吐き捨てると、両手を日留女ちゃんに向ける。


    　その全身で、霊力が膨張する。


    　秘め隠していた、つるぎの『神々』としての権けん能のうのすべてを解き放つつもりか。


    　だが『神々』は、その『改変』は日留女ちゃんに触れれば捕食される。


    　何もせずに逃げ惑うのが、いちばんの策のはずだが──。


    　それだと、日留女ちゃんはつるぎを無視して地球に向かうかもしれない。


    　それを看過するつもりは、つるぎにはないようだった。


    「地球上じゃあ危なっかしくてできなかったことも、ここなら誰に迷惑をかける恐れもねぇしな──存分にできる。つるぎちゃんが可愛かわいいだけじゃねぇってこと教えてやるよ！」


    「ううう～！」


    　正面から、誘われるように日ひ留る女めちゃんは突貫してくる。


    　襲おそいかかる。


    　だが今度こそ、つるぎは無抵抗ではなかった。


    　華麗に白衣を舞わせて、日留女ちゃんをかわした。


    　先ほどあまりにも呆あつ気けなく食らいつけたせいか、日留女ちゃんは避よけられたのが意外というように、目をぱちくりさせた。


    　そんな段取りすらも、つるぎの計算のうちだったのか。


    　戦略的に、つるぎは最大威力の攻撃を仕掛ける。


    「あたしがこの身に宿した『破壊神』アンリ・マンユはゾロアスター神話そのもの──それはもともと印度インド神話と同じ源流をもち、後に枝分かれした神話だ。性質は印度神話と大部分が一致してる、その特性からあたしは体内で休眠してる印度神話に接続アクセスできる」


    　かつてひとつの神話だったものが、一神教の性質をもつゾロアスター神話と、多神教の性質をもつ印度神話に分化した。


    　だから、ふたつの神話はきょうだいのようなものだ。


    「印度神話そのものである『破壊神』シヴァは、あたしのなかで休眠してる。熟睡してるあいつを働かせるわけにはいかねぇが、そのちからのいちぶを借りることはできる。ゾロアスター神話の文脈に沿わせるかたちで、利用できるってわけだ」


    　日留女ちゃんには理解できないだろうが、つるぎはあえて説明をしてやっているようだ。


    　それは講義ではなく、己おのれがこれから為なすことの再確認のようだった。


    　自分の行動の意味を、理屈を弁わきまえて、実行する。


    　大人の態度で、つるぎは臨のぞむ。


    「どういう意味かわかるかよ──わかんねぇよな赤ちゃんだから、じゃあわかりやすく見せてやるよ。それがあたしの教師としての流儀♪」


    　片目を瞑つぶって茶目っ気たっぷりに、つるぎは宣言した。


    「さぁとくと見ろ──印度神話が誇る最強最悪の兵器にして、それをゾロアスター神話の文脈で再構築した霊的核爆弾アグネア！　これが聖なる勝利の火アタフシユ・イー・ワラフラームだ！」


    　瞬間、つるぎの眼前を紅ぐ蓮れんの炎が埋め尽くした。


    　獰どう猛もうな真紅の焔ほむらが、宇宙空間に渦巻いたのである。


    　この世の果てまで燃やし尽くしそうな、どれほどの規模かわからぬ火炎のかたまり。


    　それは日留女ちゃんを呆気なく呑みこみ、真っ暗な宇宙を恒星のように照らした。


    　劫こう火かはつるぎの両手から解き放たれ、絶えず爆発を繰りかえす。


    　噴火口のなかのマグマのように噴ふきあがりとぐろを巻いて、破壊と灼熱をまきちらした。


    　焦しよう熱ねつ地じ獄ごくが、そのまま出現したかのようだった。


    　つるぎは、飛び散った火花で新たな煙草たばこに火を点つけて、麗うるわしく微ほほ笑えむ。


    「ゾロアスター神話は、世界最初の契約宗教」


    　契約宗教とは、基キリ督スト教に代表される神と人間の契約に基づく神話体系である。


    　神から与えられた契約を遵じゆん守しゆするかぎり、その恩恵を得られる。


    　逆らえば、罰があたえられる。


    　そんな、乱暴な表現をすると生きていくうえでのルールブックといえる。


    「その契約に従わぬものを灼やき尽くし、だが契約に沿ったものには恩恵を与える。いけにえを捧げ、代償を支払い、あたしは契約を遵守する。そうしているかぎり、あたしはゾロアスター神話の権けん能のうを最大限に発揮できる」


    　出来のよくない教え子を教導するように、あるいはこれも契約のひとつなのか──律儀に己おのれの立ち位置を示して、つるぎは宣告する。


    「覚悟しろよ、あたしはちぃっと食べづらい[image: ]えさだぞ！」


    　怒号とともに、紅ぐ蓮れんの炎がさらに加熱する。


    　赤熱した火の玉が、宇宙を焦がす。


    　それは地獄の業火だ、ひとつの恒星──あるいは超新星そのものだった。


    　大爆発が連続して生じ、無尽の破壊力が呑みこまれた日ひ留る女めちゃんの霊体を抉えぐり削り融解させていく。


    「ゾロアスター神話によって接続し、反映した印度インド神話の大量破壊兵器──霊的核爆弾アグネア。太陽を万も集めたような、と表現された世界の神話でも類を見ない極悪な必殺技だ。どうだ、ちったぁビックリしただろ？」


    　無数の核爆発のなか、日留女ちゃんの姿はかき消えて見えない。


    　惑星規模の巨大な炎に比して、その小柄な体たい軀くはあまりにも儚はかなげである。


    　つるぎは呑気に煙草をくゆらせて──慎重に、身構えたまま。


    「まぁ、こんぐらいで死んでくれりゃあ苦労はねぇんだけど。世界中のありとあらゆる『神々』を灼き尽くしてもまだ足りない無限に燃え盛る炎だ、印度神話もえげつねぇもん生みだしたもんだよ。炎に怯おびえる獣けものみたいに、すこし怯えてくれりゃあそれでいい」


    　霊的核爆弾アグネアも神話の文脈にある奇跡である以上、日留女ちゃんには捕食可能だろうけど。


    　捕食する勢いよりも早く、より多く破壊されれば、追いつかない。


    　口に、胃袋に入りきらずに──破裂し、損傷ダメージを与えうる。


    「救世主──油を注がれたものメシアに火を投げこんでやったんだ、よぉく燃えんな♪」


    　つるぎが楽しげに語っているうちに、霊的核爆弾アグネアの炎の奥で動きがあった。


    　海で溺れる要救助者のように、日留女ちゃんが顔と手を突きだした。


    　燃え広がった炎のなか、火達磨になった彼女は黒こげの手をつるぎに差しのべて、まるで助けを求めるように喘あえいだ。


    　皮膚が、修道服が焼けただれ、悲惨な有り様である。


    「………！」


    　死にかけているというより、単純に驚いているようだった。


    　おいしいご飯を食べようとしたら熱くて舌を火傷やけどした、というような──。


    「まだまだ元気そうだな、んじゃあ追い炊きしま～す♪」


    　つるぎがもういちど、霊的核爆弾アグネアを投下する。


    　火種を投げこまれて、さらに炎のかたまりは膨ふくれあがった。


    　何度も何度も輝きが爆熱が炸裂して、日ひ留る女めちゃんの姿がまた呑みこまれてしまった。


    　情け容赦のない、やりくちであった。


    　手加減している余裕は、ないのだろう。


    　つるぎはまるで安心せずに、ありったけの霊的核爆弾アグネアを投げこんでいく。


    　戦闘が苦手、とされた日本神話の『最高神』アマテラスの穏やかさ優しさはない。


    　それは終末思想の見当たらない日本神話に属する彼女の、誰も知らぬ、神話にも描かれていない滅び行く世界で自ら定めた戦士の貌かおだ。


    　日本神話。ゾロアスター神話。それにより接続した印度インド神話。


    　あらゆる経験と知識、すべてを動員して災さい厄やくそのものと相対する。


    「思うように動けねぇだろ、えぇ？　日留女ちゃんよ？」


    　つるぎは、楽しそうに笑った。


    　あえて余裕ぶって、優勢なのだと自分に言い聞かせるみたいに。


    「この周囲では、あたしの権けん能のうは最大限に発揮される。逆にあたしの敵はどこまでも弱体化する。そういうルール設定をした。ゾロアスター神話に基づいて契約し、代償を支払い、遂行してる。もちろん『神格』はそっちのが上だ、あたしのルールを無視することもできるだろ。だが──ちったぁ影響はある、ここで戦えば戦うほどおまえは衰弱する」


    　この宇宙空間は、つるぎが設定した罠の海だ。


    　まんまとそこに誘いこまれ、日留女ちゃんは翻ほん弄ろうされている。


    　単純な霊力の保有量では天と地ほども差があるだろうふたりだが、つるぎは知識と経験を──日留女ちゃんに足りないものを、武器として用いている。


    　優しく平和な神話の『神々』が、鬼神と化して獅し子し奮ふん迅じんの戦いをしている。


    　それはおぞましい『悪神』を撃滅するための、憤ふん怒どの形ぎよう相そうだ。


    「……『神々』なめんなよぉ、小こ童わつぱ」


    　新たな煙草たばこを口にくわえて、『最高神』アマテラスは不敵に言い放った。


    　ルールの設定。


    　それを遵じゆん守しゆするものには恩恵を、破るものには制裁の炎を。


    　それによって己おのれの敷いたルールを強制し、場を制する。


    　それが拝火教──ゾロアスター神話の、真骨頂か。


    　そのルール設定の如何いかんによってはあらゆる『神々』の捕食者、日ひ留る女めちゃんすらこうして思うがままに圧倒できる。


    　ゆえにこそ、ゾロアスター神話はあの首領が日留女ちゃんの暴走を抑えるための切り札のひとつとして、数えられていたのか。


    　抑制装置リミツターたる神話、そのひとつを我が身に宿したつるぎは──。


    　その権けん能のうを最大限に用いて、日留女ちゃんを押し留める。


    　無論、圧倒的な霊力の格差がある。


    　日留女ちゃんはたしょう、動きにくくなった程度だろう。


    　だが赤ん坊は、わずかな不愉快すらも嫌いやがる。


    　不満を溜めこみ、苛いら立だって、冷静な対応ができなくなる。


    　この炎でかたちづくられた煉獄から脱けだすのは、難しそうだった。


    　駄目押しをするように、つるぎは霊的核爆弾アグネアを次々と投下する。


    　希望の灯火を絶やさぬために、何度も何度も──。
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    　どれほどの時間が流れたか。


    　飽くなき嫌がらせのような過剰攻撃をつづけながら、つるぎが「ん～」と唸うなった。


    「さすがに限界か」


    　汗を拭ぬぐい、呼吸を乱した。


    　太陽を万も集めたような、と形容される無尽の破壊力を何度も放出したのだ、霊力を消耗しないわけがない。


    　いかにつるぎが強大な存在に成っているとはいえ、いつかは破綻する。


    　全力疾走は、そう長くはもたない。


    　無理が、でてくる。


    『神々』がほとんどいない宇宙空間では、周りから霊力を補給することもできない。


    　消費するだけ疲労し、けして回復しない。


    　それは日留女ちゃんも同様だろうが──。


    「う、ぐぐ」


    　日留女ちゃんが唸りながら、太陽のごとき炎の渦から[image: ]はいだしてくる。


    　元々の霊力の量が理不尽なほどに多い彼女は、霊的核爆弾アグネアにその身を焼かれ削られ焦がされながらも、いまだに不気味なほどに元気だ。


    　それなりのダメージはあっただろうが、殺しきるには足りない。


    　黒焦げになった皮膚が剝はがれ落ち、その奥から真新しい肉体がでてくる。


    　卵の殻を剝むくように。


    　聖者の復活のように──墓土のごとき黒々とした皮膚を脱ぎ捨てて、新生する。


    　再生し、この世に舞い戻ってくる。


    　いびつな救世主は、灼熱の輝きを後光にして再び出現する。


    　炎をかきわけ、激しい苛いら立だちと焦燥感のなか──なんとか脱出してくる。


    　連続する核爆発を強引に突破し、獣けもののように雄叫びをあげて。


    「がああああああ!!」


    　もはや人間の言葉も忘れ、日ひ留る女めちゃんは不満と食欲に突き動かされている。


    　つまり霊的核爆弾アグネアによって消耗した霊力を補給するため、この場では最も潤沢な霊力をたくわえている[image: ]えさ──つるぎに、何も考えずに突進する。


    　つるぎは、それをただ待ち受ける。


    　予想していた、という表情である。


    　疲れきって動く気力がないのか、迫りくる日留女ちゃんをぼうっと眺めていた。


    「これでお終しまい、だったら楽ちんだったけどなぁ──そうもいかねぇか、面倒くせぇな。まぁでも、役目は果たせたかな？」


    「あああああ！　うううううう！」


    　名状しがたい怒声をあげて、日留女ちゃんが突っこんでくる。


    　彼女の身を焼く炎が軌跡を描き、まるで隕石さながらだ。


    　災さい厄やくそのものが、つるぎを狙って進撃してくる。


    　つるぎは溜ため息いきをついて、諦あきらめたように項うな垂だれて──。


    　その白衣の奥から、飛びだしてくるものがあった。


    「………!?」


    　日留女ちゃんが目を見開いて、絶句する。


    　まさか、この寂しい宇宙空間で余計な邪魔をするものがいるわけがないと、高をくくっていたのか。


    　目の前のつるぎにだけ気をつけていれば問題ない、はずだったのに。


    　だがつるぎの動きとは無関係に、その衣服の奥に潜んでいた何者かが、呆あつ気けにとられた日留女ちゃんに向かって目にも留まらぬ速度で突貫した。


    　不意を打たれ、また自らも全速力で動いていた日留女ちゃんは咄とつ嗟さに反応できない。


    　それは、ちいさな鳥である。


    　極彩色の羽根をもつ、手のひらにのるほどの小鳥だ。


    　元、悪徳オカルト結社『アラハバキ』所属の屈強なる戦士──印度インド神話にその有名が記しるされ、世界各国の神話を渡り歩いた数奇な運命をもつ『神々』。


    『翼将』ガルーダである。


    　それは弾丸のように真まっ直すぐに、日ひ留る女めちゃんに向かう。


    　日留女ちゃんは咄とつ嗟さに腕を振って叩たたき落とそうとした。


    　あるいは、ガルーダに霊力で干渉してその動きを制止させようとした。


    　不穏なものを感じたのだろう、単なる目め眩くらましなわけがない。


    　だがガルーダは強大な『神々』だし、『改変』のされすぎで上書きがされにくい、という特殊な性質をもつ。


    　子供がむずがるような指向性のない日留女ちゃんの『改変』も何もかもものともせずに、突っこむ。


    　翼を広げて飛翔、日留女ちゃんの横っ腹に体当たりを仕掛けた。


    　否いな、すぐ真横を素通りしただけか──。


    　日留女ちゃんに触れてしまえば、いかにガルーダとて捕食されかねない。


    　ガルーダはそのまま行きすぎて、遠い位置で翼を羽ばたかせ日留女ちゃんを睥へい睨げいする。


    　完璧な不意打ちだった。


    　これもまた、つるぎの予定どおりだったのだろう。


    　挑発し、霊的核爆弾アグネアで攻撃を仕掛け、己おのれに注意を引きつける。


    　そして敵がいざ反撃、と奮起して襲おそいかかってきたら──思いっきり不意打ちする。


    　痛烈な、しっぺ返しをしてやる。


    　それは戦略だ、きわめて単純な。


    　将棋やチェスなどの知的ゲームで大人が子供を弄もてあそぶような、かんたんな[image: ]だまし討ちだった。


    　ガルーダはそのために、つるぎに付き添ってこの宇宙空間まで潜んでいた。


    　否、印度インド神話の『最高神』ヴィシュヌを守護するため、彼女が休眠している寝床たるつるぎのそばに常に侍っていたのだろうか。


    　そんな己の保有した戦力のすべてを活用し、つるぎは戦っている。


    　ガルーダもそれに立派に応えて、最も望ましい働きをした。


    　もちろん、ただ横を通りすぎただけでは──何の意味もなかっただろうが。


    「う、ぐ!?」


    　日留女ちゃんは身体からだを「く」の字に折って、苦鳴をあげた。


    　咳きこんで、信じられないという表情で己の身体を見下ろした。


    「何？　何これ、どうして……？」


    　目を白黒させている。


    　霊的核爆弾アグネアの猛威に晒さらされ焦げついた修道服のいちぶが破け、肉体も損耗している。


    　彼女の可愛かわいらしいお腹なかの半分ほどが、ごっそりと抉りとられていた。


    　獣けものに嚙かみちぎられたみたいに。


    「何？　何をしたの？」


    　まったく状況が理解できないのか、日ひ留る女めちゃんは愚ぐ図ずるように怒鳴った。


    　ガルーダは応えない。


    　無口な『神々』なのだ。


    　だが替わりに、日留女ちゃんの疑問の答えそのものが、ガルーダの背中に座している。


    　いつの間にかおおきな、馬ほどのサイズに巨大化していたガルーダ……。


    　その勇壮に広げられた翼の隙すき間ま、背中にひとりの少女が乗っている。


    　お座り──みたいなポーズで「ちょこん」と、どこか可愛かわいらしく彼女はそこにいた。


    　月光のような艶つややかな髪。


    　小悪魔じみた子供服。


    　どこまでも無慈悲な、冷え冷えとした双そう眸ぼう。


    「おまえは──」


    　日留女ちゃんは戸惑って、痛めた横っ腹を手でなぞりながら小首を傾げた。


    　その女の子──世界を滅ぼす災さい厄やくたる日留女ちゃんと戦うために生まれた『対抗兵器』、わたしの妹、月つく読よみるるなちゃんは感慨深そうに瞬まばたきをして。


    　堂々と、言った。


    「初めまして」


    　変なところ礼儀正しいわたしの妹は、ちいさく頭をさげる。


    　そして己おのれの宿敵に、天敵に──戦うべき相手に、自己を紹介した。


    「わたしは、あなたの敵」


    　どんな子供にもわかる、シンプルな名乗りであった。


    　るるなちゃんは、この世界で唯一──まともなかたちで残った『対抗兵器』。


    　世界の、最後の希望。


    　汚染され『破壊神』と化していない、切り札である。


    　けれど、るるなちゃんは己が相対すべき敵と向きあった今、どこか寂しそうにしていた。


    　不甲斐ない、というように瞑めい目もくして──ぼやいた。


    「けっきょく、わたしは間にあわなかった。生まれてくるのが遅かった、成長もしきれなかった。だから、他のみんなをほんのすこしお手伝いする、程度の働きしか果たせない。でもね、それでもわたしは嬉うれしいの」


    　北欧神話の騒動のなかで、たまや希のぞ美みちゃんと交流し、激論を交わしてすこしだけ成長したるるなちゃん。


    　何度も、泣いていたるるなちゃん。


    　世界を救う方法があるなら、ぜんぶ解決する方法があるなら、お願いだから教えてよ。


    　そう問いかけられて、何も言えずにいた彼女は──今、それでも己のできるせいいっぱいで、がんばっている。


    「ほんのすこしでも、わたしにもできることがあったのが──ありがたいよ」


    　真まっ直すぐに、己おのれの敵を睨にらみつけて。


    　るるなちゃんは、日ひ留る女めちゃんに語りかけた。


    「わたしは、何も知らない、何もできない赤ちゃん。でも、それはあなたも同じ。世界の終末なんてくだらないことのために用意された、道具、駒、そんな程度の情けない存在。でも、わたしには愛してくれる家族がいる、手を差しのべてくれる友達がいる」


    　華麗に髪をかきあげて、宇宙の真ん中で──るるなちゃんは宣言した。


    「だから、わたしはあなたに勝っている。そう思える、心から」


    　むかし、心がなかった彼女。


    　からっぽの、お人形のようだったわたしの妹は──。


    　自我に芽生え、成長し、人生を歩み始めている。


    　兵器としてではなく、ひとりの女の子として。


    　そしてそのなかで見つけたすべてが、彼女の武器だ、宝物だ。


    　ゆえに挑発的に、胸を張って、るるなちゃんは勝ち誇るのだ。


    「………？」


    　日留女ちゃんは言葉の意味がわからなかった、というように「ぽかん」と間が抜けた表情をしていたが。


    　すぐに、何だか得体のしれぬ苛いら立だちをおぼえたのか、歯は軋ぎしりをする。


    　そして負け惜しみのように、吐き捨てた。


    「なんなの、あなた？　知らない知らない！　何をしたの、何がしたいの──何が言いたいの、わかんない！　うざったい鬱うつ陶とうしい！　お腹なかすいた！」


    　憤激して唸うなって、けれど日留女ちゃんは痛みに呻うめき、身を折り曲げる。


    　その抉えぐり取られた腹部は、再生していない。


    　欠損したまま、元通りになっていない。


    　るるなちゃんが、その『対抗兵器』の権けん能のうで捕食したのだろう。


    　そのための、『対抗兵器』である。


    　最終戦争は『神々』の共食いだ。


    　るるなちゃんは、役目を果たした。


    　だが、るるなちゃんは日本神話の大半を取りこんでいるとはいえ──やはり、世界中の神話を捕食した日留女ちゃんに比べると、ちっぽけな存在である。


    　今の一撃で抉りとれたのも、日留女ちゃんの内蔵した霊力の百万分の一ほどだろう。


    　海の水を、貝かい殻がらですくいとった程度だ。


    　だが、何か他に狙いでもあったのか──るるなちゃんは、満足そうに笑った。


    　小悪魔のように。


    「上出来」


    　日ひ留る女めちゃんを観察し、そう結論すると、るるなちゃんはガルーダの背をそっと撫なでた。


    　そして、その巨大な頭部にくちびるを寄せてそっと囁ささやく。


    「わたしの役目は、これでお終しまい。もういいから、この場から脱出しようよ──早く逃げないと、食べられちゃう。それは、嫌いやだよ」


    　無む垢くな乙女おとめが願い事を口にするみたいに、真しん摯しに。


    「わたしは、まだ死ねない。死にたくないよ、ぜったいに」


    　るるなちゃんは、お母さんの生まれかわり。


    　お母さんがその命を託した、赤ん坊。


    　るるなちゃんは、お母さんのはらわたを食い破って生まれてきた。


    　それを知っている、だからこそ彼女はお母さんの命も背負っている。


    　そう自覚して、生きている。


    　だから、易やす々やすと命を投げだしたりしない。


    　お母さんのぶんまで生きる、それがせめてもの親孝行……。


    　るるなちゃんは、そういうことを考えるだろう、真ま面じ目めで優しい子だった。


    　兵器として生まれ、けれど人間として生きることを選んだのだ。


    　破滅的で、刹せつ那な的な、日留女ちゃんとはちがっていた。


    　それがよく似た経緯で生まれたふたりの、決定的な差だった。


    　その差を、愛いつくしむように──るるなちゃんは、満足そうに笑った。


    「帰ろう。みんなのところに」


    　役目を果たし、るるなちゃんは義理を尽くした。


    　抉えぐりとった百万分の一の霊力、日留女ちゃんからこそぎとった肉が、そのトロフィだ。


    　成果であり、勝利そのものだった。


    　るるなちゃんは、ほんのわずかでも日留女ちゃんに勝ったのだ。


    　役目を、果たしたのだ。


    　自分には生まれてきた意味が、価値があったのだと確かめたようだった。


    　最後の『対抗兵器』、希望そのもの、誇らしいわたしの妹は──。


    「この程度のことしか、できない。でも、この程度でいいんだよね。自分にできるかぎりで、がんばる。そのぐらいがちょうどいいんだよね、きっと……」


    　わたしの妹は、どこか悔しそうに言った。


    「今日はもう──わたしは、がんばらない」


    　わたしの口くち癖ぐせを真ま似ねて、それが照れくさかったのか、るるなちゃんは顔を真っ赤にして恥じらった。可愛かわいいなあ。


    「御ぎよ意いに」


    　ガルーダが不意に声を漏もらして、手を伸ばしてくる日ひ留る女めちゃんを華麗に避よける。


    　翼を広げて、るるなちゃんを守りながら。


    　つるぎに──否いな、その体内で眠る主にだろうか、雄お々おしく目配せをした。


    「おう、きちんとおうちに帰してやってくれよ」


    　つるぎも片目を瞑つぶって応えて、手を「ひら、ひら」と振った。


    「付きあわせちまって悪いな、ガルーダ」


    「否。我が主を抱かかえたあなたの望みを最大限に果たすのも、私の役目ゆえに。そして休眠を約束したのは我が主のみ、私は自由に動ける。なんら問題ない、感謝も謝罪も必要ない」


    「堅苦しいね、おまえはどうも。まぁいいけど──」


    　つるぎは苦笑すると、るるなちゃんに微ほほ笑えみかけた。


    「鎖さ々さ美みたちに、よろしくな」


    　すこし迷ってから、言い直した。


    「幸せに、な──」


    　遺言のように、そう告げた。


    「では、お先に御ご免めん」


    　ガルーダが頭こうべを垂れると、るるなちゃんを背に乗せたまま飛翔する。


    　猛然と翼を羽ばたかせて、離脱していく。


    　戦場から。


    　終末から。


    　あっという間に、その姿が遠ざかっていく。


    「うあああっ、逃げるなぁあああ！　待てっ、おまええええ！」


    　日留女ちゃんが金切り声をあげて、彼女にとっては名前も知らないいけ好かない子供──自分から大事なものを抉えぐっていった憎たらしいやつに、手を伸ばした。


    　怒りのままに、追いかけようとして。


    「ちょい待ち」


    　つるぎが瞬時にそんな日留女ちゃんのそばまで移動し、ひび割れた神剣アメノムラクモで思いっきりぶん殴なぐった。


    　無重力のなか、日留女ちゃんは垂直に叩たたき落とされる。


    　両腕をじたばたと動かしながら、滑るように吹っ飛んでいく。


    　つるぎはその間にガルーダたちが遠ざかったのを確認し、剛ごう毅きに笑った。


    　そしてあらためて神剣を構えると、日留女ちゃんと向きあう。


    「どこ行くつもりだコラ、勘違いすんじゃねぇぞ。あいつらは、あくまでおまけ。おまえの相手はこのあたしだよ、ってこれ死亡フラグじゃね？　まぁいいか──とにかく、もうちょいあたしと遊んでけよ？」


    　そのまま、またも霊的核爆弾アグネアを投下して日ひ留る女めちゃんに直撃させる。


    　過剰な暴力の嵐が、日留女ちゃんを呑みこんだ。


    「おね～さんが、ひいひい言わせてやるよ♪」


    　何度も何度も何度も、あらゆる『神々』を灼やき尽くす霊的な核爆発が爆裂する。


    　神話的闘争が、遥かな悠久の向こう──宇宙空間で、つづいていく。

  



  
    



    


    第六話／天国と地獄〈前編〉


    



    



    　夜明けは、まだ遠い。


    　草木も眠る、丑うし三みつ時である。


    　桜こノの花はな咲さく夜や学園の広々とした校庭に、かがみが立っている。


    　黒髪がさらさらと揺れて、それを鬱うつ陶とうしそうに手のひらで押さえている。


    　やや感慨深いのか、かがみは静まりかえった校舎を眺めて、いろんな思い出を反はん芻すうしているようだった。


    「いろんなことが、ありましたね」


    　大事そうに、思い出のひとつひとつを抱きしめるように胸元に手を添えて。


    　かがみは、おおきくお辞じ儀ぎをした。


    「お世話に、なりました」


    　いつもどおりの服装──桜ノ花咲夜学園の制服姿で、誇らしげに顔をあげる。


    　そして、誰にともなく宣言した。


    「桜ノ花咲夜学園、三年心組──邪や神がみかがみ。最後の、お勤めを果たします。この場を借りて、あらためて感謝を。この学校ですごせて、わたしは幸せでした」


    　地面をしっかりと踏みしめて、今は冬枯れしている桜並木をそっと眺める。


    「ほんとは、ちゃんと卒業したかったのですが。まぁ、いつも眠ってばかりで授業もろくに聞かない不ふ真ま面じ目めな生徒には、このぐらいが相応ですかね？」


    「かがみ姉ねえ！　見えた見えた！」


    　名な残ごり惜しそうにしているかがみの横で「ぴょん、ぴょん」と跳躍してたまが主張する。


    　ついでに、姉に抱きついて夜空を指さした。


    「ほらほら！　あれ！　見える？　かがみ姉、あれだよあれ！」


    「なんですかもう──」


    　鬱陶しそうにかがみは妹を見あげて、前髪をかきあげてその視線を追った。


    　黒々とした雲が渦巻く夜空には、光はない。


    　否、そんな漆しつ黒こくを斜めに切り裂さくように、一筋の煌きらめきがある。


    　それを、かがみは待っていたのだ。


    　溜ため息いきをつき、かがみは茶化すように言った。


    「あぁ、たしかに見えますね。なんでしょうねあれは、ＵＦＯですか？　宇宙人とかそういうのはもう懲こり懲ごりなのですよ？」


    「ちがうよ～。キュピちゃんたちはほら、あれしてるから──」


    　うまく言えないのか、たまは口を「もぐもぐ」と動かして。


    　夢中でかがみに抱きつくと、どこか楽しそうに言った。


    「流れ星だお！　お願いごとをしよう！」


    　空を引き裂さく不吉な火の玉に、一生懸命に願いごとを告げる。


    「ちっちゃくなれますように、ちっちゃくなれますように、ちっちゃく──」


    　まだ諦あきらめてなかったのか。


    　無駄なあがきっぽい願いを、大おお真ま面じ目めに口にしていた。


    　かがみは呆あきれたように、そんな妹の頭を撫なでてやっていた。


    　たまは小首を傾げて、かがみを見た。


    「かがみ姉ねえは？　お願いごと、しないの？」


    「とくには」


    　かがみは、珍しくごく自然に微ほほ笑えんだ。


    「わたしの願いはもう、叶ってしまいましたから」


    　そして妹をうるさそうに遠ざけると、制服の乱れを直して。


    　覚悟をこめて、空に輝く光点を睨にらみつける。


    「それに、あれは流れ星なんて可愛かわいらしいものではないのですよ──とうてい願いなど叶えてはくれないでしょう」


    　流れ星らしきものは、徐々におおきくなってくる。


    　近づいてくる、地上に迫ってくるのである。


    　その凶悪で無慈悲な衝撃が、惑星を震しん撼かんさせる。


    　地面が激しく震動し、建物に亀裂が走っていく。


    　樹木がひび割れて、横倒しになる。


    　爆風が吹き荒れて、校舎の硝子ガラスが粉々になった。


    　その破滅的な余波が、段々とおおきくなってくる。


    「さすがの姉さんも、あれを完全に押し留めることはできなかったようですね──」


    　儚はかなげにつぶやくと、かがみは臨戦態勢になる。


    　索敵灯のような瞳を輝かせ、近づいてくる破滅を解析する。


    「月つく読よみ、日ひ留る女め。世界の、あらゆる『神々』の、わたしたちの敵──とうとう、遅いご到着のようですよ。姉さんは役目を果たしました。せいいっぱいに戦って、こちらがすべての準備を整える時間を稼いでくれました。今度は、わたしたちの番です」


    　たまと、手を握りあって。


    　姉妹は並び立ち、決戦に臨のぞむ。


    「姉さんの妹として、恥ずかしくないような働きを見せましょう。邪や神がみ三姉妹としての、これが最後のお勤めです。果たしましょう、命をかけてでも。できますね、たま？」


    「うん」


    　たまは頷うなずき、まだすこし怖いのか震ふるえていたが──決然と顔をあげる。


    　そして、慎重に迫りくる巨大な火の玉を睨にらむ。


    「霊的核爆弾アグネアに焼かれて、燃えながら落ちてくる。日ひ留る女めってひと、かなり怒ってる。すっごく痛めつけられたみたいだお。霊力が削り取られ消耗して、お腹ぺっこぺこになってる。地上に[image: ]たどりついたら、手当たり次第に何もかも食べちゃうだろうね」


    「たまより食いしん坊なひとなど初めて見ましたよ、上には上がいますね」


    　でもまぁそこまで計算どおり、とかがみは小声でつぶやくと。


    　余裕げに笑った。


    「たま、霊力を開放しなさい。腹をすかした日留女は、より強い霊力を求めてそちらに惹きつけられるように動くでしょう。けだものですからね、より魅力的な[image: ]えさを求める。わたしたちが彼女を誘って、狙いどおりの場所に落とす。できますね？」


    「いちいち確認しなくても、たまちゃんとやるもん！」


    　頰ほおを膨ふくらませて、たまはすこし不満げに唸うなった。


    　かがみは苦笑し、「しかしまぁ、隕石とはあからさまですね──」と独りごちた。


    「神の計画、という意味である黙示録において、神さまがどのようにこの世界を破壊するかは克明に予定されています。血の混じった雹ひようが、燃える大岩が空から降ってきて世界の三分の一は焦土と化し、天使の怒りと表現される災さい厄やくがつづけて降り注いで何もかもが完全に滅ぶ。その表現から、終末とは隕石の落下ではないかと、容易に推測されるわけですね」


    「こ、こんなときまで難しい話しないでよ～！」


    　勇ましく立っていたたまが、頭を抱かかえて嫌いや々いや、と身体からだを揺すった。


    　かがみは目を丸くして、はにかんだ。


    「すみません。どうも、解説するのが癖くせになっているようです。何にも知らないお馬鹿さんのそばに、ずっといましたからね──」


    　懐かしそうに、わずかだけ目を閉じて。


    　再びその双そう眸ぼうを開いたときにはもう、そこには勇気と希望しかなかった。


    「さぁ、おいでなさい。わたしたちの日常を破壊する、忌いむべき敵。憎たらしい、わたしたちの敵。終末よ──せめて、わたしの大事なひとたちのそばには近寄らせない。邪や神がみ三姉妹の誇りにかけて、あのひとには指一本だって触れさせません」


    　宣言すると、一歩踏みだす。


    　すでに日留女ちゃんらしき巨大な火の玉は、空を覆おおい尽くすほどのおおきさだ。


    　大部分が霊的核爆弾アグネアの余熱、残り火だろう。


    　その中心に、災厄そのものたる彼女がいる。


    　それを、かがみは見据えて──両手を高く掲げた。


    「たま、どうやら姉ねえさんは必要以上に痛めつけすぎたようです。彼女、すでに理性の欠片かけらもない、周りもよく見えていませんよ。とにかく何でもいいから捕食したいようです、こっちに気づいてもいません。侮あなどられたものですね」


    　舌打ちして、手のひらに生やした砲塔から威い嚇かく射撃を行う。


    　だがただの弾丸では、隕石のごとき日ひ留る女めちゃんを破壊するどころか、注意を促うながすこともできないようだった。


    「でたらめに暴れられては、せっかくの仕込みが台無しです。なんとか、こちらの狙いどおりのところに引きずり降ろす必要があります。どうにか誘導し、あるいは牽引しなくては──たま、なんとかできますか？」


    「うん！　たま、やってみる！　がんばるおっ♪」


    　たまが頷うなずき、その体内に取りこんだ北欧神話の『破壊神』フェンリルを励起させる。


    　彼女は北欧神話の文脈にある奇跡を、すべて体現できる。


    　それで先日は大騒ぎを起こしたものだが──今は、頼もしい。


    　と、思いきや、その言動はやはり彼女らしく不安定だった。


    「えぇっと、何だっけ──グレープフルーツ……じゃなくて、あうあう！　そうだグレイプニル！　絡みつけっ、グレイプニル！」


    　あやふやなことを言いながら、万歳、という感じに両手を掲げる。


    　その全身から、強固な鎖が飛びだした。


    　霊的なその鎖は蛇へびのように蠢うごめきながら夜空へと向かい、あらぬ方向へと落下しかけていた巨大な火の玉に絡みついた。


    　しっかりと緊縛し、決して逃さない。


    　グレイプニルとはたまが宿した北欧神話において、世界を滅ぼす終末の獣けものフェンリル狼を縛りあげていた代物である。


    　たまは己おのれが取りこんだ『破壊神』によって、その文脈にある奇跡を起こしたのだ。


    　グレイプニルの拘束力は、あらゆる神話のなかでも最上位であろう。


    　たまは、感触を確かめるようにぎゅうっと全身にちからをいれる。


    　そして、思いっきり鎖を引っぱった。


    　たまの足下に亀裂が走り、甚大なちからがこめられていることを証明する。


    　そのまま、たまは夢中で踏ん張った。


    「んぎぎぎぎ……！」


    　顔を真っ赤にして、唸うなっている。


    　聖鎖グレイプニルで隕石を──災さい厄やくそのものを、日留女ちゃんを縛りあげ牽引し、己のほうに引きよせようとしている。


    　捕鯨のような、荒々しいやりくちであった。


    　おおきく身をよじり、たまは全力でがんばった。


    　だが、足りない。


    　隕石はわずかに軌道を変えたが、たったひとりで思うがままに動かすにはそれはあまりにも強大で、重たかった。


    　かがみが見かねて、妹の手助けをしようと思ったのか手を差しのべる。


    　凛り々りしく夜空を見あげて、そっと告げた。


    「たま、トールハンマーを貸してください」


    「とぉるはんまぁ？」


    「自分の持ち技ぐらいは把は握あくしておきなさいよ、北欧神話の神具──『雷帝』トールの主力武器にして北欧神話最大の守護のちからをもつ、トールハンマーです。ミョルニルとも呼びますね。いいからほら、早くだしなさい」


    「あ！　たま知ってる！　こないだ使った──えぇっと、どこに仕舞ったかな？」


    　たまはグレイプニルを口にくわえ、ややお下品に己おのれの身体からだをまさぐる。


    　じりじりしながら待っているかがみに「あった☆　はい、どうぞ！」と何かを取りだして手渡した。


    　それは、ちいさなＴ字型の神具だ。


    　指先ほどのおおきさの、ハンマーを模した黄金色の装飾具である。


    　首からさげられるようにか、チェーンもついている。


    　携帯ストラップのような頼りない代物だが、これがトールハンマーなのだろうか。


    「助かります」


    　それを受けとって、かがみは妹の頭をかるく撫なでてやった。


    　そしてトールハンマーを手のひらに握りこみ、己の霊力を注入する。


    「北欧神話は──後に基キリ督スト教に吸収され、そのなかにおおくのモチーフを残しました。トールハンマー、戦士を守護する装飾具は基督教の信徒たちがもつ十字架に、というように。その基督教の元になったのが、わたしの取りこんだユダヤ神話です」


    　かがみは、ユダヤ神話そのものである『破壊神』ルシフェルをその身に宿している。


    　ゆえに、その文脈にある奇跡をすべて体現できる。


    「月つく読よみ日ひ留る女めのありかたは、世界統一宗教である基督教と似通っています。恣し意い的に、『アラハバキ』首領がそのようにかたちづくったのかもしれませんが」


    　目を細め、かがみが隕石の奥にいる日留女を見据える。


    　その身にまとっているのは、基督教の修道服だ。


    　十字架もさげている、彼女は基督教徒の態ていである。


    　体現する奇跡は、基督教に準じている──あるいは酷こく似じしている、ようだった。


    「基キリ督スト教はもともとユダヤ神話から分化し、独自の発展を遂げた経緯があります。基督教＝日ひ留る女めに、ユダヤ神話＝わたしは、おおきな影響を与えられる。ゆえに、日留女の暴走を抑えるための抑制装置リミツターのひとつとして、『破壊神』ルシフェルは数えられたのでしょう」


    　ユダヤ神話は、その名のとおりにユダヤ人によって信じられていた神話だ。


    　ある意味ではひとつの民族のみを救済するための、狭い範囲での地方神話である。


    　そこから発生し民族という制限を外した基督教のほうが、全世界に普及したわけだが。


    　基督教の根っこを[image: ]たどればそれはユダヤ神話であり、旧約聖書など共有する部分も多い。


    「その権利を、特性を──最大限に発揮して、日留女と戦うちからとしましょう」


    　語りながら、かがみが「ふらり」と姿勢を崩した。


    　顔色がよくない。酷ひどく、消耗しているようだった。


    「かがみ姉ねえ、だいじょうぶ？」


    　たまがグレイプニルで必死に日留女ちゃんを牽引しながら、心配そうに姉を見た。


    「かがみ姉、ユダヤ神話のちからで卵いっぱい生んで、疲れてるでしょ？　たま、がんばるから──休んでてもいいよ？　無理しないで！」


    「いいえ」


    　かがみは不敵に笑うと、姿勢を正して己おのれの頰ほおを叩たたき、気合をいれた。


    「無む辜この民たみ草くさを、人々を楽園に──新天地に導く、それがユダヤ神話です。わたしは、その役目を果たせました。けれど、まだまだ休んではいられません。暴君から、世界の破壊者たる災さい厄やくから、そんな弱き人々を守ることもまたユダヤ神話のお役目なのです」


    　己に言い聞かせるようにつぶやくと、妹から譲り受けたトールハンマーを天高く掲げる。


    　その手のひらのなかで、黄金の神具は姿を変容させる。


    　それは、十字架である。


    「北欧神話が基督教に取りこまれることで、トールハンマーは十字架──ロザリオに姿を変えました。このかたちにすれば、わたしも扱える。ユダヤ神話の系譜としての、偉大なる子供、分派としての基督教のちからを最大限に用いられる」


    　おおきく身体からだを折り曲げて、投とう擲てきの姿勢となる。


    　気合をこめて。


    　かつて『月つく読よみ神社』に囚とらわれたわたしたちを助けるために、姉から譲り受けた神剣アメノムラクモを投げつけたときのように──。


    　その懐かしい思い出を、追体験するように。


    「十字架の機能は贖罪。すべての罪をそこに集中させる。十字架にかけられたものが最大限の罪を肩代わりし、他のものはすべて救われる。犠牲のうえで団結し、未来に進む」


    　こんなときでも解説をやめないのが、かがみであった。


    　もはや、そうやって理屈を並べていなければ落ちつかないのかもしれなかった。


    「十字架にかけてあげますよ──偽救世主さん、ここが裁きの場サンヘドリンです！」


    　勢いよく、かがみが十字架を思いっきり投げ放った。


    　それは吸いこまれるように、鎖に絡みつかれ身み悶もだえする巨大な隕石に──その奥にいる日ひ留る女めちゃんに直撃する。


    　災さい厄やくが、磔はりつけにされる。


    　十字架に繫つなぎとめられ、鎖に絡みつかれて、日留女ちゃんは徹底的に緊縛されてその権けん能のうを封じられる。


    　勢いよく、引っ立てられる罪人そのものに、かがみたちに向けて落下してくる。


    　日留女ちゃんがついに己おのれにちょっかいをかける目障りなものたちに気づいたか、怒りの叫びをあげた。


    　その邪悪な波動が地表を叩たたく。


    　隕石の余波が、平凡な住宅街──。


    　わたしたちの天あめ沼のぬ矛ぼこ町を焼き、粉砕し、滅ぼしていく。


    　慣れ親しんだ光景が、踏みにじられるみたいに根こそぎに破壊される。


    　そんな光景を眺めながらも、かがみの表情は穏やかだった。


    　むしろ何かを納得したように、満足げに頷うなずくと──たまの肩に手を添えて、ふたりで災厄そのものを見あげる。


    「さぁ、もうちょっとだけ……がんばりましょうね、たま」


    　かがみが囁ささやき、たまが頷く。


    　邪や神がみ三姉妹の偉大な妹たちが、終末に臨のぞむ。


    　直後、日留女ちゃんがついに地表に到達し、ふたりの間近──桜こノの花はな咲さく夜や学園の校舎に直撃し吹っ飛ばした。


    　瞬時にわたしたちの日常そのものだった高校は蒸発し、すべてが破滅の輝きと爆音に呑みこまれて消えた。


    　惑星そのものを抉えぐりぬく隕石さながらに、日留女ちゃんがついにわたしたちの世界に終止符を打つために舞い降りてきたのだ。
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    　日留女ちゃんは地殻を薄布のように貫つらぬいて、抉り抜いて落ちていく。


    　地表を粉砕し、災厄をばらまきながら──ちっとも勢いを減じさせずに、何もかもを巻きこみ巨大な穴をあけて、その奥へと潜っていく。


    　その衝撃で全世界に激震が走り、海が氾濫していよう──だが、それすら知らずに闇の聖母ブラツク・マリアは突き進んでいく。


    　いずれはそのまま惑星を貫つらぬき、弾丸に撃ち抜かれた林りん檎ごみたいに粉々にして破壊し尽くしてしまうのだろうが──不思議といつまでも、延々と落ちていく。


    　無限に、奈な落らくの底まで真っ逆さまに。


    　果てなき失墜。


    　不自然な、永遠の落下……。


    「いししししっ♪」


    　そうして落ちこんでいく日ひ留る女めちゃんを、そっと見守るものがいた。


    　納得したような吐息を漏もらして、己おのれの頭を乱暴に「がし、がし」と搔かいた。


    「いちお、狙いどおりの場所にピンポイントで落ちてくれたみてぇだな──たま坊たちがうまくやってくれたらしい、あとで褒ほめてやんねぇとな？」


    　それは日本神話が誇る『英雄神』、スサノヲである。


    　燃え盛るような緋ひ色いろの髪。


    　ロックシンガーのような、威い嚇かく的な服装。


    　優男ふうの細面だが眼光鋭く、歯並びも野獣のように鋭い。


    　ポケットに手をつっこみ、「おっとっと」と頭を揺すってバランスをとっている。


    　スサノヲは、かなり不安定な位置に立っている。


    　日留女ちゃんがあけた大穴のその中途、彼女が抉えぐり抜いた地中の出っ張りのひとつに、足を落ちつけている。


    　すぐにでも崩れそうな、突きだした岩である。


    　その真下は、無限の暗くら闇やみ。


    　今も日留女ちゃんが掘り進んでいる奈落が、ぽっかりと拓けている。


    　感心したように、めらめらと燃えながら奥深くまで潜っていく日留女ちゃんを眺め──スサノヲは口笛を吹いた。


    「世界各国の生き残った『神々』が共同でつくりあげた、月つく読よみ日留女を閉じこめるための地獄……。あらゆる冥界を、地獄を、黄よ泉みの国を繫つなぎあわせてつくりあげた大空洞だ。いちど奥まで沈んだら、二度と[image: ]はいあがってこれねぇだろうよ」


    　その視線の先では、さっそく日留女ちゃんをさらに地中深くまで押しこもうとしているのか、『裁きのいかづちタケミカヅチ』こと弥み火かちゃんが奮戦している。


    　雷撃を[image: ]かなづちのごとく叩たたきこみ、執しつ拗ように日留女ちゃんを奈落の底へと撃墜せんとしている。


    　弥火ちゃんはアマテラスも含めるその一族に対して制裁をくわえられる、という特権をもっている。


    　その名のとおりの、『裁きのいかづち』である。


    　日留女ちゃんは遠いむかし、アマテラスと分化した存在──人間としてのアマテラス＝オオヒルメムチである。


    　弥み火かちゃんの権けん能のうが、及ぶはずだ。


    　その雷撃は、おおきな威力をもって日ひ留る女めちゃんを責せめ苛さいなむ。


    　裁いて、制する。


    　理論上は無限につづく地獄の奥まで、日留女ちゃんは延々と落とされつづける。


    　上昇しようとしても、弥火ちゃんをはじめすべての『神々』が死力を結して阻止する。


    　奈な落らくの底に、終末を閉じこめて、決して人類に近づけない。


    　火の玉のごとき日留女ちゃんと、白熱した稲妻をまとう弥火ちゃんもすぐ見えなくなる。


    　静まりかえった空間で、スサノヲは佇たたずんだ。


    「これが、『神々』の選択──災さい厄やくを抱かかえこみ、地獄に抑えこみつづける。俺たちが、『神々』なんて偉そうな名前で呼ばれた俺たちが、最後に起こす奇跡だ。義理で、人類への手向けだ。けじめだ、せめて受けとってくれよ」


    「そうね」


    　応える声がある。


    　長身のスサノヲの陰に、まるで隠れるように立っている。


    　ちいさな、まだ幼い少女に見える。


    　いたいけな風貌には、けれど継つぎ接はぎが目立つ。


    　たくさんの少女を繫つなぎあわせてつくられたような、陰気な見栄え。


    　血で染まったウェディングドレス。


    　頭部に、王冠のように並んだナイフが突き刺さっている。


    　スサノヲの母にして『創造神』、そして日本神話における地獄である『根の国』にて権勢を発揮する『死の神』にして『祟り神』──イザナミだ。


    　継ぎ接ぎの少女は、不健康な色の頰ほおに手を添えて嘆息する。


    「それが、あたしたちの作戦のひとつなのだわ。世界の滅び、あらゆる神々の捕食者、終末そのものの月つく読よみ日留女に対しての──ひとつの方策」


    　うっそりと頭を揺すって、陰気に語る。


    「あらゆる地獄を繫ぎあわせた、いわば無間地獄に日留女を誘導し、その奥の奥へと導いて封じる。ダンテの『神曲』ね──邪悪の化身は奈落の底コキユートスにひっそりと収容され、二度と表に、人類の歴史に関わらないのだわ」


    　どこまでも落ちていく日留女ちゃんを、どこか寂せき寞ばくとした瞳で眺めている。


    「禍々しきもの、邪悪はすべて、臭いものに蓋ふたをするように地中奥深くに秘する。地獄の門をくぐるもの、汝なんじ一切の望みを捨てよ。不可逆的な、別離。地獄とは元来、そういうもの」


    　瞑めい目もくし、項うな垂だれる。


    「日留女は『神々』を、霊力を感知してどこまでも追う。捕食するために。ゆえにこそ、あたしたちは日留女を惹きつける[image: ]えさとなる。だから、あたしたちは人類とともには歩めない。人類のそばにいれば、日ひ留る女めを招きよせてしまうから──あたしたちは、日留女とともにここで消える。地の底ですべての『神々』が、今後は暮らしていく」


    　大穴の遥か向こう──夜空を見あげて、愛いとおしそうに微ほほ笑えんだ。


    「人類は、あたしたちが用意した新天地で、霊力の欠片かけらもなくした──日留女が絶対に感知できない楽園で、幸せに暮らしていく。『神々』の関わらない、彼らなりの歴史を紡つむいでいく。棲み分け。それがあたしたちの結論。神は死んだと叫ばれ、『神々』が不要となったこの現代では、それでもべつに何の不自由もないでしょう」


    「それも寂しい話だけどな」


    　スサノヲは腕まくりをして、楽しそうに笑った。


    「日留女を地中に封じつづける、その戦いの矢や面おもてに立つのはたま坊だ。あいつの『破壊神』フェンリルは捕食能力に特化してる。てきとうに食べつづけて弱らせて、日留女を地上に向かわせないようにする。俺が、戦いかたを教えてやる」


    　日本神話から不要と断じられ、役目を失った『次世代神』たまを、スサノヲは最大限に輝かせてあげるつもりのようだった。


    　たまは、これから地獄において重要な『神々』になる。


    　暗あん鬱うつで、血なまぐさい果てなき戦いの、けれど中心となり頂点となるのが──彼女だ。


    　それはスサノヲたちからの、たまへのせいいっぱいの贈りもののようだった。


    　無限の闘争。


    　それは、北欧神話らしい──あの荒々しい神話を抱かかえたたまには、打ってつけかもしれない大役であった。


    「月つく読よみ日留女は強大すぎる、殺しきることはできねぇ。だが弱らせて、永遠にこの地獄に留め置くことはできるはずだ。つか、そのために俺たちは全力でがんばる。姉貴にばっかり働かせてたからな、これまで。せめて、その忘れ形見の妹たちは俺がしっかり守って──教え導いて、育ててやるさ」


    　言ってから、ふと思いだしたように。


    「ってか──たま坊たち、今どこにいんだ？　地上で日留女を地獄に引きずりこむとこまでは感知できたんだけど、まさか日留女といっしょに落ちちまったか？」


    「さぁ、ね。どちらにせよ、これから世界のすべてが地獄と一体化して引きずりこまれ──閉じる。そのなかで、彼女らも地獄に収まるでしょう。邪や神がみ三姉妹はとくに人々と深く関わっていたから、寂しいでしょうけど。霊力を保有している彼女らは、人類とはともに暮らせない。名な残ごり惜しいでしょうけど、ここでお別れよ」


    　自分たちのやるべきことを再確認し、『死の神』は重々しく頷うなずいた。


    「呑気に雑談してる場合じゃないわね、まだすべてが終わったわけじゃないのだわ。二度と日留女が[image: ]はいだしてこれないように、これから彼女があけた大穴を塞ふさいで完全に閉じる。でも、スサノヲちゃんはそれでいいの？」


    　スサノヲに、愛いとしい息子に『死の神』は問いかけた。


    　すこし、申し訳なさそうに。


    「希のぞ美みと、あなたの妻の生まれ変わりと──あの可愛かわいらしい少女と、最後のお別れをしなくてもよかったの？　すべての神々はこれから地獄で、日ひ留る女めが地上に[image: ]はいあがってこれないように抑制する役目を担う。あなたは地上に戻れない。死と生の世界は完全に切り離され、二度と交わらない。それでもいいの？」


    　イザナミはすこし、儚はかない表情となった。


    　むかし──愛しい夫イザナギと離ればなれになった、己おのれの哀しい過去を思いだしているのか。


    　誰よりも、このちいさな『祟り神』はその切なさ苦しさを、思いしっているはずだ。


    　生者と死者が遠ざかり、二度と交わらない、その悲劇を痛感しているはずなのに。


    「いいさ」


    　スサノヲは生まれて初めて親孝行をした子供みたいに、気恥ずかしそうに笑った。


    　そして母の頭に、そっと手を添える。


    　基キリ督スト教の、ある種の秘蹟サクラメントのように。


    　誓うように。


    「希美なら、他にいくらでもいい男と出会えるさ。何てったって、俺様の好きになった女だからな。『神々』と人類の縁が切れれば、あいつは俺のことを忘れる。もともと、前世の因縁から俺と出会ったんだ、神話と歴史が断ち切れたら、俺たちは何の関係もなくなる」


    　覚悟をこめて、『神々』らしく──威い風ふう堂どう々どうと宣言した。


    「『根の国』の、地獄の管理は元来、その王である俺の役目だ。ママとかにばっかり任せて遊び歩いていたけどさ、そろそろ腰を落ちつけて真ま面じ目めに働くよ」


    「スサノヲちゃんがそんなことを言うなんて……。世も末、なのだわ♪」


    　自分の言ったことが可お笑かしかったのか、イザナミは「うふふ」と不気味に笑った。


    　そんな母親を愛しそうに抱きしめて、スサノヲはいまだ閉じられていない地上との接点を──大穴を、名な残ごり惜しそうに見あげた。


    　その穴が閉じられたとき、人類と『神々』は──。


    　歴史と神話は。


    　天国と地獄は。


    　永遠に、分かたれてしまう。


    　お別れだ。


    「希美はぜったい怒るけど、すっげぇ泣くけど。仕方ねぇさ。女泣かせは俺の性分だ、せめてあいつを──あいつの未来を守って、この地獄で戦いぬいてやる。それが、俺の誇りだ。『英雄神』と呼ばれた、せめてものけじめだよ」


    「そう……。なら、いいのだわ」


    　イザナミは息子にいちど頰ほおずりして、その哀しみをすこしだけ肩代わりするようにほんのりと涙を零こぼすと──決然と、顔をあげる。


    　そこには高貴な、『創造神』の風格がある。


    　日本神話にその名の轟く、偉大なる『神々』としての麗うるわしさがあった。


    　彼女も役目を果たす。


    　その全存在をかけて。


    　両手を掲げて、地獄を閉じていく。


    　人々と『神々』の関係が紡つむがれつづけた軌跡、神話と歴史の幕を引くように。


    　死に、至らしめるように。


    　たしかにこの瞬間、『死の神』によってひとつの世界が終わったのだ。


    『神々』と人類は決別して、もう二度と、永遠に──交わらない。


    「さよなら」


    　イザナミが太古の昔から何度も繰りかえしてきただろう、別れの言葉を口にした。

  



  
    



    


    第七話／天国と地獄〈後編〉


    



    



    　世界が、閉じようとしている。


    　舞台に幕が降ろされるように、すべてが閉鎖されていく。


    　日ひ留る女めちゃんがあけた大穴に向かって内側に折りたたまれるように、町並みが山が海がすべてが、排水口になだれこむようにして呑みこまれていく。


    　最後に残るのはきっと、地獄へと繫つながる穴の入り口──ちっぽけな、黒点であろう。


    　それすらも、地獄の内側から塞ふさがれて、消えてなくなるはずだった。


    　地獄はすべてから切り離され、触れることも入ることも、認識することすらもかなわぬ別次元へと隔へだたれ、すぐに切り離される。


    　そうすれば、完全にお別れだ。


    　今はその猶ゆう予よ期間──ほんの短い、カーテンコールの時間だ。


    　何もかもが黒点に引きずりこまれ、消え失せてしまうまでの……。


    　黒点の奥にある地獄にて、災さい厄やくを引き受けた『神々』はこれから終わりのない時間稼ぎをつづける。


    　そんな終末から引き離された人類や、他のもろもろの生命たちは──。


    　黒点に呑まれまいと引きずりこまれゆくすべてがつくる荒波のなか、浮き沈みを繰りかえしながら漂う船──のようなもののなかに、収納されていた。


    　それは、あまねく生命が収まったにしてはさほどのおおきさではない。


    　とはいえ、基キリ督スト教の伝説のとおりならば長さ百四十メートル、幅は二十五メートル、高さは十五メートル──あるはずだ。


    　立派な、巨体ではある。


    　その外観は卵に似ていてつるりとしており、表面はすべて血のような真紅だ。


    　かがみが生みだす罪の果実──林りん檎ごのような卵のようなそれに、そっくりであった。


    　むしろ、そのものなのかもしれない。


    　これは罪を対価として奇跡を起こす、かがみが宿したユダヤ神話によってつくりあげられた船舶なのか。


    　かけがえのない生命をのせて、洪水を生き延びるこれがノアの方はこ舟ぶねだ。


    　終わりを乗りこえて、未来へと進むたった一隻の小舟──。


    「さて、と」


    　そんなノアの方舟、と呼ぶべき代物の内側に声が響く。


    　味も素そっ気けもないこれもつるりとした船内の床を踏みしめ、わずかに設置された窓から外を眺めている、ひとりの少女がいる。


    　九つのふわふわした尻しつ尾ぽを揺らし、狐きつね耳みみを可愛かわいらしく動かしている。


    　玉たま藻もの前まえさんである。


    　彼女は床から生えた操作盤らしきものに手を添えて、何やら弄いじくっている。


    　瞬間、ノアの方はこ舟ぶねは浮遊し──安全圏へと退避する。


    　重力に逆らって。


    　夜空へ、宇宙へと向かって。


    　それが玉藻前さんの最後の仕事だったのか、やり遂げた表情で満足の吐息を漏もらす。


    「これでよし、と」


    　おでこを拭ぬぐうような仕草をして、身だしなみを整え、外を見据える。


    「あたくしも──そろそろ、この船からはお暇いとましませんとね」


    　そして名な残ごり惜しそうに、背後を眺める。


    　玉藻前さんがいるちいさな床──おそらく操縦席の周囲すべてに、延々と棚が並ぶ。


    　船の外観よりも広々とした空間があって、書架のような陳列棚が大量に立つ。


    　棚にはこれも整然と真っ赤な卵が置かれており、船はかなり揺れているのに落ちることなく、存在感を放っている。


    　わたしは後から聞いて知ったことだが──その卵の内側にはそれぞれ小世界『異界』が収まっており、そこには無数の生命たちが詰めこまれている。


    　わたしたちがデートをしたあの動物園のようなものが、ありったけ収納されているのだ。


    　聖書におけるノアの方舟伝説では、あらゆる動物のつがいだけが後世に残されたが。


    　現代のこの終末においては、かがみが努力し──がんばって、できるかぎり多くの生命を残せるように取りはからったのだ。


    　どうぶつが大好きな彼女は、無用な犠牲をなるべく減らそうとしていた。


    　生きとし生けるものすべてが、『神々』以外のすべてが収まったその卵のなか──わたしや情雨じようちゃんが何も知らずに呑気に寝こけている、コープス阿あ波は岐き原はらもある。


    　同じ卵のなかにはいないけど、きっと希のぞ美みちゃんや他の人々もどこかで、安らかな揺りかごのなかで眠っている。


    　日ひ留る女めちゃんは霊力を探知し、どこまでも追跡する。


    　捕食するために。


    　ゆえにこそ宇宙空間から地球を探し当て、戻ってきもした。


    　それはたぶん、日留女ちゃんがどこまで霊力を探知できるかのテストでもあったのだろう、つるぎはそこまで仕組んでいた。


    　そして霊力がわずかにでもあれば、日留女ちゃんはいつかそこを探知してしまう。


    　そんな結論がでてしまって──だからこの宇宙船も、そこに並ぶ卵も、その奥で眠るわたしたちも、新天地に[image: ]たどりついたあとは霊力を霧消させて失ってしまう。


    　すべては、後から知った話である。


    　わたしたちを安全な楽園に、天国へ送り届ける。


    　そして『神々』は地獄で永遠に、日ひ留る女めちゃんを押し留める。


    　それが、最終戦争の構図だった。


    　日留女ちゃんは強大すぎる、倒しきることはできない。


    　だからせめて、脅威をわたしたちから遠ざける。


    　それが優しい『神々』の、最後に起こした奇跡だった。


    　玉たま藻もの前まえさんは微ほほ笑えみ、いちどだけ──わたしたちが眠る卵に頭をさげて。


    　決然と、顔をあげる。


    「さて、もう行かなくちゃ。元気に、強く育ってね、情雨じよう──あたくしの、世界でいちばんの大好きちゃん。あたくしに何かができるとは思いませんけれど、せめて『神々』としての最後のお勤めを果たさなくては」


    　傾国の美女と呼ばれ、いくつもの王朝の滅びに立ち会った彼女。


    　今度こそ置き去りにされないために、ひとりだけ生き延びるなんてことがないように──いまだ戦いのつづく黒点の向こうへ、地獄へと赴おもむこうとする。


    　だが、はたと気づいた。


    　この船には、外部との出入り口がない。


    　窓も、完全に閉じており動かない。


    　玉藻前さんはさぁっと血の気を失って、窓を「ばん、ばん」と叩たたいた。


    　だが、びくともしない。


    『神々』が人類を新天地へと無事に運ぶためにつくった船だ、頑丈にできている。


    　あらゆる『改変』を受けつけぬ、強固な乗り物だった。


    「変ですわね。この船に乗るときはたしか、このへんに──」


    　玉藻前さんが壁のいちぶを「ぺた、ぺた」と触る。


    　そこに、出入り口があったのだろう。


    　だが今は閉じている。


    　外部との接点は、なかった。


    「な、なぜ？　どういうことですの？」


    　玉藻前さんは焦あせって、すこし背後の卵を気遣うように見てから──。


    　おもむろに、手のひらに気合をこめた。


    　彼女の得意技、狐きつね火びを放とうとしたのか。


    　だが何の反応もなく、どんな奇跡も起こらなかった。


    「あ、あれ？　どうして狐きつね火びが使えませんの？　えいっ、えいっ！」


    　念じるが、無駄だった。


    　ノアの方はこ舟ぶねはそうしている間にも空高く舞いあがり、地上から離れるごとに──玉たま藻もの前まえさんの輪郭がぼやけていく。


    　狐きつね耳みみが薄れ、九きゆう尾びがひとつずつ消失していく。


    　人間の輪郭も崩れ始め、ゆっくりと『神々』としての立場をなくしていく。


    　霊力が損なわれていき、玉藻前さんの『神格』が低下していく。


    　下等な獣けものから年を経て『神々』になった彼女の元の姿──狐に、戻っていくようだった。


    　尻しつ尾ぽがまたひとつ消え、その奥から何かが落ちる。


    　異音が響き、玉藻前さんは「びくっ」としてそれを見た。


    　そして、恐る恐る拾いあげる。


    　収納スペースでもあった尻尾が消えたことにより出現したそれは、このタイミングで玉藻前さんに発見されることを予期して、用意されたもののようだった。


    「これは──」


    　玉藻前さんはふらふらと姿勢を乱しながら、拾いあげたものを眺める。


    　それは、手紙である。


    　どこにでも売っている簡素な便せんに、丁てい寧ねいにボールペンで記しるされた文字列。


    　宛名は『玉藻前さん』で、差出人──記名は『月つく読よみ神かみ臣おみ』となっていた。


    　いつもはキツネちゃん、と呼んでるのにこんなときだけ玉藻前さん、と本名だ。


    　お兄ちゃんらしからぬ、生き真ま面じ目めな文章がそこには並んでいた。


    　前置きもなくいきなり、本文である。


    『いろいろ考えたのですが、やっぱり──あなたはみんなといっしょに天国へ向かうべきだと思いました。未来へ、歩いていくべきだと……。ささみさんや、あなたの娘さんたちといっしょに、生きていくべきだと』


    　どうもかなり急いで書かれたものらしく、文字は乱れあちこち繫つながった殴なぐり書きで、酷ひどく読みづらいのか玉藻前さんは目を「しぱ、しぱ」と瞬まばたきさせた。


    　そして、身体からだを小刻みに震ふるえさせる。


    『動物園でもお話ししましたが、僕らが──保護者のすべてがいなくなってしまえば、またみんな無理をして、僕たちを取り戻そうとするかもしれません。だから僕たちを代表して誰かが、子供たちのもとに残るべきです。あの子たちはまだ保護者が必要なんです』


    「なぜ？　それで、どうして──あたくしなんですの？」


    　手紙を睨にらみつけ、玉藻前さんが呻うめく。


    　その双そう眸ぼうから流れた涙が、便せんに染みをつくっていく。


    『僕や弥み火かさん。邪や神がみ三姉妹の皆さんは──もともとが『神々』です。霊力を完全に消すことはできない、それは同時に全存在が消えてなくなる、ということですから。そして霊力を保有するものは、天国へは行けない。日ひ留る女めさまを招き寄せてしまいますからね』


    　諭さとすような、そういえばお兄ちゃんも教師だった──教導するような書きかただ。


    　誰にでもわかるように、納得してもらえるように、心を砕いた文体だった。


    『でも、あなたは年を経た狐きつねが『神々』と成ったもの。もとは、ふつうの生き物です。どうぶつですから、霊力をすべて失ってもまだ存在は残ります。知性や、言葉は失ってしまうかもしれませんが、あの子たちのそばにいられるんです』


    「そんな──」


    　玉たま藻もの前まえさんは首をふり、けれどお兄ちゃんの書いていることは事実なのか、反論の言葉を見つけられずに押し黙ってしまった。


    　歯は嚙がみしながら、文字を追った。


    『だから、かがみさんに手伝ってもらって──僕もあれこれとして、このように仕込みました。あなたがノアの方はこ舟ぶねに残るように、そこで霊力を失いただの獣けものに戻るように。新天地に[image: ]たどりつくころには、あなたはほんとに……キツネちゃん、になってますよ』


    「ど、動物園で、やたら触ってくると思ったら」


    　玉藻前さんは憤ふん慨がいして、顔を真っ赤にした。


    「こんなっ、ろくでもないことを！　あたくしの身体からだを弄いじくって、ついでに手紙を仕込んで──どこまで、あたくしを馬鹿にすれば気がすむんですの！」


    　金切り声をあげて、玉藻前さんは扉があったはずの壁をばんばんと叩たたく。


    　爪つめを立て、体当たりをする。


    　だが無意味で、玉藻前さんは壁にもたれかかって、項うな垂だれた。


    『僕には、まだ役目があります。日留女さまに言葉を届けられるのは、僕だけのようですから。かつて、彼女に拾われ──人生をもらった僕が、日留女さまに人生を、取り戻してもらう。その恩返しを、まだしてませんから。僕はここに残ります』


    「嫌いや、嫌！」


    　玉藻前さんは絶叫し、頭を抱かかえてしまった。


    　慟どう哭こく、している。


    「また、またあたくしはっ──すべてが滅ぶなか、おめおめと生き延びて！　そんなの、もう嫌ですわ！　あたくしも『神々』です、誇り高き金こん毛もう白はく面めん九きゆう尾びの狐ですの！　みんなと一緒に戦います、あたくしだけ蚊か帳やの外なんて嫌……！」


    『娘さんに、よろしく』


    　そんな文章に気づいて、玉藻前さんは「はっ」と目を見開いた。


    　お兄ちゃんにしかできないことが残っているのと同様に、玉藻前さんにしかできないこともあるはずだった。


    　それは、娘と寄り添うこと。


    　大事なひとたちの、そばにいること。


    　それに気づいて、玉たま藻もの前まえさんは呻うめいた。


    　お兄ちゃんだって、できればわたしたちのそばに──ずっと、いたかったことだろう。


    　むしろ、その文面は羨うらやましそうだった。


    　だから玉藻前さんは文句も言えずに、言葉を失って呆ぼう然ぜんとした。


    『最後に、ささみさんに伝言を頼みます。無理そうなら、この手紙を渡してくれるだけでも結構です。どうも、僕はうっかり口を滑らせてしまいそうで──何も伝えられないまま、お別れすることになってしまいましたから』


    　玉藻前さんは、しゃくりあげながらその文章を目に焼きつけた。


    　しっかりと、読む。


    『僕は、あなたとの約束を果たせましたか？』


    　そうだ。


    　むかし、『月つく読よみ神社』からお兄ちゃんと手と手を取りあって逃げ延びたあと、落ちこみ項うな垂だれるわたしを抱きしめて──お兄ちゃんが言ってくれたことがある。


    　それを、お兄ちゃんは覚えていた。


    　約束と、思ってくれていた。


    　──苦痛も後悔も罪悪感も、嫌いやなものは何もかも、僕にください。


    　──それが僕の役目です。僕の生きる意味なんです。


    　そんなことを、お兄ちゃんは言ってくれた。


    　その言葉どおりの結末を、迎えようとしている。


    　『神々』とともに、お兄ちゃんはあらゆる災さい厄やくをわたしから持ち去って──。


    　奪って、引き受けて遠ざかろうとする。


    　役目を果たした、約束を果たしたと──胸を張って、誇らしげに。


    『僕は、あなたのおかげで生まれてきた意味を見いだせました。生まれた瞬間に要らないもの、出来損ない、失敗作として捨てられた僕が──』


    　神話にその名が記しるされる、『忌いみ神ヒルコ』の。


    　捨てられて、忘れ去られた『神々』の──わたしのお兄ちゃんの、真摯な告白だった。


    『日ひ留る女めさまにお願いされて、彼女の子孫を代々、見守ってきました。いろんなひとたちのお兄ちゃんに、僕はなりました。でも、僕の手を引いてともに生きようと言ってくれたのは。僕がいなければ生きていけないような、頼りなくて可愛かわいらしい妹は、あなたしかいませんでした。あなたに会えてよかった』


    　それはありふれた、けれどお兄ちゃんが百万回も繰りかえした「大好き」とか「愛してる」とかよりもずうっと、嬉うれしくて切なくて──重たい、幸せな言葉だった。


    『あなたのお兄ちゃんになれて、僕は幸せでした』


    　生まれてよかったです。という一言で、その手紙は結ばれていた。


    　玉たま藻もの前まえさんへの伝言よりもずっと、わたしへ贈る言葉のほうが多い──。


    　最後まで、そんなひとだった。


    　それが、わたしのお兄ちゃんだった。


    「そんな──」


    　玉藻前さんは手紙をぐしゃぐしゃっと丸めると、泣きじゃくりながら。


    　もう遠く離れている黒点へ、その向こうの地獄へ届くように。


    　存在を薄れさせ、ただの獣けものに戻りながら、せいいっぱいに吼ほえた。


    「そんなことぐらい、自分で伝えればいいでしょう──お馬鹿ぁああああああ！」


    　その声を最後の波紋として、世界はゆるやかに閉じて。


    　切り離されて、静寂のみが残った。
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    　地獄の奥底。


    　奈な落らくの果てに、地響きがあった。


    　今も下降をつづけているのだろう、災さい厄やくそのもの──日ひ留る女めちゃんの引き起こす騒音と衝撃の余波が、世界各国の神話における地獄を繫つなぎあわせた冥めい府ふの底を、震しん撼かんさせている。


    　慎重に用意され、幾重にも奇跡を『改変』を紡つむぎあわせてつくられた、ここは日留女ちゃんを捕らえて離さぬ蜘く蛛もの巣だ。


    　スサノヲや弥み火かちゃんが、おそらく他の『神々』が懸命に──今も、日留女ちゃんを叩たたき落としつづけている。


    　血みどろの争いが、つづいている。


    　最終戦争が。


    　それは終わりなき『神々』の闘争、永遠に未完の黙示録だ。


    「うわぁ」


    　おっかなびっくりと顔をあげて、お兄ちゃん──月つく読よみ神かみ臣おみがそんな奈落の底で、相変わらずの挙動不審さでうろうろとしている。


    　奈落の底は完全な虚きよ無むだ。


    　真っ黒な絵の具で塗りつぶされたように何もなく、暗かった。


    　そのなかを、お兄ちゃんは彷徨さまよっている。


    　虚無的な風景に似合わぬスーツ姿で、困ったように肩をすくめたまま。


    「今ごろ、キツネちゃんはあの手紙を見つけて読んでいるころでしょうかね──きっと怒ってるでしょうね。おぉ怖、かがみさんは『絶対にだいじょうぶ』と言ってましたが、まさかあのノアの方はこ舟ぶねとやらの壁を突き破って僕を殴なぐりにきたりしませんよね？」


    　小心者すぎるお兄ちゃんは、ふと気づいていまだ顔を隠していた[image: ]かばんをさげた。


    　そして、呆あつ気けなく放り捨てる。


    「何者でもなく、この世に存在している価値もなかった──だから恥じらい、ひたすら他人の手助けをする黒くろ衣ことして生きてきました。僕は、居て居ない存在でした。でも、最期ぐらいは素顔を晒さらして、僕として、月つく読よみ神かみ臣おみとして行動しましょうかね。どうも、僕にはやるべきことがあるようですし」


    　お兄ちゃんの周りには誰もいない。


    　だから誰にも見られてはいないから、素顔を晒そうが隠そうがあまり関係ないのだが──心構えの問題だろう。


    　お兄ちゃんは清すが々すがしそうに、おおきく伸びをした。


    「ささみさん──お兄ちゃんは、がんばりますよ」


    　つぶやくと、それに応えるように声があった。


    「あらヤダ、イケメン……！　あなた、意外と素顔はセクシーなのねェ♪」


    　奇妙な抑揚の、雄お々おしい声であった。


    　あきらかに男性の声なのに、なぜか女性口調だ。


    　聞いているだけで不安になるような、その声は──。


    「こっちよォ、こっち♪」


    　驚いて周囲をきょろきょろしていたお兄ちゃんの足下に、それは転がっていた。


    　無造作に、ゴミのように。


    　けれど見つけてしまえば無視できぬ、圧倒的な存在感がある。


    　それは、男の生首である。


    　鋭利に切断された首の断面が晒され、おまけに何本もの不気味なナイフ──『死の神』イザナミの『死』そのものに貫つらぬかれている。


    　あきらかに喋しやべるはずのない、生きているわけのない代物だったが。


    　その生首は「ぱちんっ♪」と片目を瞑つむって、自己主張をする。


    「おや──」


    　お兄ちゃんは気軽に、その生首を拾いあげる。


    　そして、のほほんと問うた。


    「あなた、どうしたんですか。首だけでは不便ではないですか？」


    「うふふ、そうね。でもまぁお喋りするぐらいならできるわよォ──いやん、そんなに優しくしないでよォ！　惚ほれちゃうでしょっ、あたしには妻も子供もいるのにィ～？」


    「安心してください、僕は妹ひとすじです！」


    　嚙かみあわない会話をしながら、あっはっは、とお兄ちゃんと生首は笑いあった。


    　不思議なぐらいに、波長があっている──気があっている、様子だった。


    　しばらく、和なごやかにして。


    「ところで」


    　お兄ちゃんはそのへんに座って、生首を膝の上に置くと。


    「こんな結末まで、あなたは予測していたのですか──えぇっと、首領さん？」


    「あらヤダ」


    　生首──首領は、目をぱちくりとさせた。


    「あなた何も知らない木で偶くの坊みたいな顔してさ──いろいろ理解してたのねェ？」


    「いや生首のひとがいるという話を聞いてまして、そんなひと他にいないかなぁって……。まぁ、なるべく僕は妹とキャッキャ☆ウフフする以外のことには関わりたくありませんでしたので、何も知らないふりをしていたほうが都合がよかったのですよ」


    　にこやかなお兄ちゃんの懐ふところから、突然、何かが飛びだした。


    　それは指にちいさな手足を生やした──としか表現できぬ、指人形だ。


    　淡あわ島しまさまである。


    　それは首領のもとに飛びついて、とろりと溶解してとけこんだ。


    　同一化し、混ざった。


    　否、もともとひとつだったものが──元に戻ったのか。


    　淡島さまを吸収し、首領は霊力を得たのか己おのれに刺さる『死』のナイフを分解して消した。


    　これですこしはお喋しやべりしやすくなったわね、と嬉うれしそうにして。


    　いまだ生首のまま、お兄ちゃんを見あげる。


    「あなた、まさか──」


    　お兄ちゃんは何かを察したように、目を丸くしていた。


    　首領はどこか親近感たっぷりに、そんなお兄ちゃんを好ましそうに見あげている。


    「日本神話に、淡島と呼ばれる『神々』がいることをご存じィ？」


    　試すように、嘲ちよう弄ろうするように。


    　首領は──懐かしそうに語った。


    「場合によっては省略されるぐらいに存在感のないその神さまはね、あなた──『忌いみ神ヒルコ』の次に生みだされて、やはり失敗作として捨てられるの。そして、そのあとは忘れ去られる。神話にも一切の記述がなく、同じ名前のそれらしい神さまをちらほらと見かけるぐらいで、ほとんど神話に関わらなくなるわァ？」


    　羨うらやましそうに、お兄ちゃんを見あげて。


    「日ひ留る女めちゃんに拾われて、存在価値を与えられ、この世に足跡を刻んだあなたはまだ幸いなほうだったのよォ？　淡島さまは己を生みだしながら捨て去り、その後──二度と己を顧かえりみず忘れてしまった『神々』を、酷ひどく憎んだわァ」


    　自分のことのように、首領は語った。


    　否いな、もしかしたら……。


    「反抗期の子供みたいに、淡あわ島しまさまは己おのれを捨てた『神々』を否定し返すことしかできなかったわァ。『神々』を憎悪し、そのすべてを否定するために、淡島さまは己の名を捨てて『アラハバキ』をつくりあげ──同じまつろわぬ『神々』をたばねて、かつて己を否定した世界のすべての『神々』という存在すべてに、宣戦布告した」


    　そういう筋書きはどうかしらァ？　と首領はどこか茶化すように言った。


    　もしも。


    『アラハバキ』の首領＝淡島さま、だったのならば。


    　語られてきたわたしたちの物語のいくつかが──巻き起こった非日常のそこかしこが、様相を変えてしまう。


    　淡島さまは、情雨じようちゃんが眠っている──などの無防備な間だけ、その肉体に浮かびあがって守護する、そんな存在だった。


    　特別な、情雨ちゃんの保護者だった。


    　保護者。


    　もしも首領が、彼女の父親がその役目を果たしていたならば……。


    　情雨ちゃんと首領は実の親子だ、情雨ちゃんのなかに首領の血は流れている。


    　その血肉から、受け継いだ遺伝子から、浮かびあがってきたのが淡島さま──。


    　……だったと、したら。


    　玉たま藻もの前まえさんやガルーダとちがって、淡島さまは決してその真の姿を見せなかった。


    　見せなかったのではなく、見せられなかったのだとしたら。


    　首領はすでに『月つく読よみ神社』との──お母さんとの戦いで死に、『根の国』に落ちていた。


    　だが娘の身体からだのなかに、受け継がれたその血肉に、いちぶが残っていた。


    　それが自我を表出させていた、としたら。


    　それが淡島さまだった、としたら。


    　情雨ちゃんは自分で思っていた以上に、父親に愛されていたのだ。


    「なァんて、ね？」


    　首領は気恥ずかしそうに、瞑めい目もくした。


    「冗談よ、ぜんぶ冗談。あたしは世紀の大悪党よォ、今さら実はいいひとでした──なァんて台無しな解釈はしないでちょうだいね？」


    「あなた、は」


    　お兄ちゃんはその飄ひよう然ぜんとした発言を無視するように、頷うなずいた。


    「あなたは──間違ってしまった僕なんですね。日ひ留る女めさまに拾われなかった、ささみさんに出会わなかった、僕なんですね。僕は日ひ留る女めさまに見いだされ、役目を与えられ、存在価値を得ました。でも、もしもそうでなければ……。あなたのように、なっていたかもしれません。『神々』を憎み、そのすべてを否定していたのかもしれません」


    「うふふ、だからぜんぶ冗談で噓うそだってば──真ま面じ目めに反応しないでよォ、どうしたらいいかわからないでしょォ？　困っちゃう！」


    　無駄話はお終しまい、とばかりに首領は話を切りあげた。


    　そして、真上を見あげる。


    「ほら、世界を滅ぼす災さい厄やくが──終末が、近づいてきてるわよォ。あなたには、やるべきことがあるんじゃないのォ、お兄ちゃん？」


    　どこか心配するように、そう言われて。


    　お兄ちゃんは立ちあがる。


    　神話的には、もしも首領＝淡あわ島しまさまなら──『忌いみ神ヒルコ』の次に生まれた『神々』である、お兄ちゃんと呼ばれるのもべつに変ではなかった。


    　奇妙な因縁の果てに奈な落らくの底で巡りあった、己おのれの弟かもしれぬ生首を抱かかえたまま。


    　お兄ちゃんは、立ちあがる。


    　その真上、暗くら闇やみにおおきな亀裂が走って──砕け散る。


    　そして、火の玉となった日留女ちゃんが落ちてくる。


    　それを迎えいれるように、お兄ちゃんはただ待った。


    　飢えと苛いら立だちから何もかもを薙なぎ倒し、破壊し尽くそうと迫る日留女ちゃんに──。


    　かつて己を拾いあげてくれた、彼女に。


    　人間だったころ、がんばりすぎて疲れきって、使いつぶされてしまった月つく読よみ日留女──それでも己を救い、役目を与えてくれた、恩人に。


    　かつては、言えなかったことを。


    　今こそ伝えてみせよう──と、いうように。


    　お兄ちゃんは手をふって、呼びかける。


    「えぇっとですね──」


    　何百回も繰りかえしてきた、ありふれた言葉を。


    　心をこめて。


    「よくわかりませんが、がんばるのは明日からでよいのではないでしょうか～？」


    　地獄の底で、とびっきり日常的な台詞せりふを。


    　笑顔で、お兄ちゃんは言ったのだった。
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    　基キリ督スト教において、終末とはその名のとおりのすべての終わり──ではない。


    　何もかもが破滅し死に絶えて、世界が閉じて虚きよ無むとなる、わけではないのだ。


    　その後に待っているのは何不自由ない平和な新世界であり、天国であり、無限につづく喜びと楽しさが満ちあふれた千年王国である。


    　終末とは、限界を迎えた世界をいったん閉じて、新しくより幸福な世界をつくり直すための通過儀礼だ。


    　破壊のあとの創造。


    　絶望のあとの希望。


    　地獄のあとの天国。


    　夜のあとの朝──。


    　そんな前向きで夢に[image: ]あふれた終末観は、何も基督教だけのものではない。


    　北欧神話においても、最終戦争によって地上が灼やき尽くされたあと華やかで幸せな新世界が築かれる、とされている。


    　他の神話でも、終わりはやはり次の始まりへのステップでしかないのだ。


    　いちから楽園をつくりあげるために、旧ふるい世界をいちど取り壊す。


    　世代は交代し、何もかもが切り替わり、黄昏のあとの夜明けがやってくる。


    　新しい朝が、くるのだ。


    　大破壊、最終戦争、終末のあとには──平和な日常がやってくる。


    　そんなあまねく神話どおりの健すこやかで前向きな天国で、わたしは今日も生きていた。


    「おや、ささみ。ずいぶん遅いお目覚めだな？」


    　嫌いや味みったらしく、わたしのお父さん──月つく読よみ留る座ざが言った。


    「まったく、もう社会人と言っていい年齢なのに。おまえにはいろいろ自覚が足りん。そもそも子供のころからおまえは自じ堕だ落らくだったが……、もっと気合をいれろ。がんばれ。恥ずかしいとは思わんのか。すくなくとも俺は恥ずかしい、おまえが娘であるという事実が」


    　などと、ぶつぶつ小言を垂れてくる。


    　わたしの自宅は、平凡な一軒家だ。


    　どこにでもある、建て売り物件である。


    　その一階、小綺麗に掃除されたダイニング。


    　いまだ寝間着姿のわたしは、寝起きがよくないので「あう～」とゾンビみたいな声でお父さんの説教に応える。


    　目の前のお皿には食パンがのっており、そこに歩み寄ってきたお父さんがフライパンから目玉焼きを落とす。


    　家事はだいたい、お父さんがやっている。


    　意外とそういうの得意なのだこのひと、やればできるひとなのだ。


    　熱々の珈コー琲ヒーが注がれたカップをわたしに差しだして、お父さんが溜ため息いきをついた。


    　その年齢はもう中年だが、見てくれだけはいいひとなので俳優さんのようだ。


    　痩やせていて、長い髪の毛は後頭部で結わえている。


    　細面に眼鏡をかけて、エプロン姿でわたしのついでに水槽の熱帯魚に[image: ]えさをやっている。


    　その姿には、威厳も何もない。


    　でも今のお父さんのほうが、わたしには好ましかった。


    　むかしはもっと、怖くて、気持ち悪くて──。


    　むかし？


    「………？」


    　頭痛がして、こめかみに指を添える。


    　むかしの記憶が、ゆっくりと薄れようとしている。


    　霊能力を失い、『神々』との繫つながりが断ち切れて、わたしたちを守って犠牲になったあのひとたちの残り香が、じょじょに失せていこうとしている。


    　とても、大事だったのに。


    　たいせつな思い出なのに。


    　すべて忘れてしまうのが怖くて、わたしは覚えているうちに、それらを記録している。


    　長編小説十冊以上にもおよぶそのわたしたちの過去の記録は、あちこち微修正を繰りかえしながら──先日ようやく完成した。


    　そっちに集中していたから、わたしは今日も就職活動をがんばらない。


    　自じ己こ欺ぎ瞞まんの言い訳を心のなかで構築していると、お父さんが溜息をついた。


    「ほんとに、すこしは妹を見習え。るるなたんは立派に成長しておる、妹に爪つめの垢あかでも煎じて飲ませてもらえ。まったく、おまえはいったい誰に似たんだか──」


    　お父さんに似たんだと思います。


    　あるいは、お父さんとお母さんのだめな部分をわたしが受け継ぎ、良いところ（さらさらで艶つややかな髪の毛とか）はるるなちゃんが受け継いだのでは。


    　そんな結論が、わたしのなかで真実みを帯びてきている。


    　そう！　わたしは妹のために両親のあれな部分を抱かかえて生まれてきたの！　引き受けているの、妹のために自らを犠牲にしたの！　わたし、かっこいい……☆


    「あっ、るるなたん！　行ってらっしゃ～い♪」


    　わたしが脳内で自分を励ましていると、お父さんがわたしに向けるのとは正反対のにこやかな笑顔で手をふっていた。


    　見ると、玄関でるるなちゃんが靴を履はき、学校に向かおうとしているところだった。


    「気をつけてね！　今日も学校がんばるんだよ！　愛してるよ～っ、チュッチュ！」


    　お父さんがだらしない笑みで、頭のよくないことを言っていた。


    　まぁ、それも仕方がない。


    　これも薄れて消えかけている記憶だけど、わたしにはお母さんがいた。


    　お母さんはその命をかけて、るるなちゃんを生んだ。


    　お母さんの命を受け継ぎ、ある意味では糧かてとして生いけ贄にえとして、わたしの妹はこの世に誕生したのだ。


    　お母さんを愛していたお父さんは、だから、るるなちゃんに特別な好意を向けている。


    　まぁ、妹のほうがわたしより出来がいいし可愛かわいい、っていうのもあるんだろうけど。


    　むかつくなあ──べつに、いいけど。


    　まぁそんな、すこし哀しい経緯も乗りこえて。


    　妹は、『神々』とか『対抗兵器』とかそういう怪しげな事情から解放されて、今はひとりのどこにでもいる女の子として人生を楽しんでいる。


    　満喫しているのだ、それは誰にも否定されるべきではない素晴らしい成果だった。


    　それだけでも、あの陰惨な最終戦争を生き延びた意味があったと、胸を張って誇れる。


    　わたしは妹の成長を、その人生を見守ろう。


    　お母さんの、代わりに。


    　お母さんが遺のこした、わたしの妹を愛していこう。


    　それが、わたしの生きていく価値になる。


    　何にもできないわたしだけど、せめて大好きなひとたちのそばにいよう。


    「行ってきます、パパ」


    　すこし照れくさそうに、るるなちゃんはお父さんに呼びかけると。


    　瞬時に嫌いやそうな顔になって、ついでというように──わたしを睨にらんだ。


    「寝ね癖ぐせが跳ねてるよ、ささみ。みっともないなあ、そんな頭で外にでないでよね？」


    「いや、こういう地毛だよ。癖っ毛なんだよ、るるなちゃんが羨うらやましいよ」


    　いきなり暴言が飛んできたのでびっくりして、わたしは口にくわえていた食パンを吐きだしそうになりながら噎むせた。


    　それから、慌てて立ちあがって妹に呼びかける。


    「っていうか、ちょっと待ってるるなちゃん！　わたしすぐ食べちゃうから、一緒に行こうよ～！　先に行っちゃわないでよ、姉妹で仲良く手を繫つないで地平線の向こうまで旅立とうっ♪」


    「え～……」


    　すごく鬱うつ陶とうしそうな反応をする、るるなちゃん。


    　彼女が靴を履はくのを手伝っていたお父さんが、恐ろしい目つきでわたしを睨にらんできた。


    「おまえは、いいからさっさと食べて歯磨きして身だしなみを整えろ。っていうか、るるなたんに近づくな。汚れる。ささみ菌がうつる。るるなたんがおまえのような『がんばらない』駄目人間になってしまったらどうする？　責任をとれるのか？　ぺっ、ぺっ！」


    「それが娘に対する言い草か～！」


    　唾つばを吐くような仕草をするクソオヤジに、わたしは怒鳴る。


    　そんな、いつもの──わたしたちの、朝であった。


    　その瞬間までは。


    「お、お姉ねえちゃん！」


    　ぎゃんぎゃんとお父さんと言いあっていたわたしは、妹の切迫した声を聞いて「ぎょっ」とする。


    　珍しく、「ささみ」ではなく「お姉ちゃん」と──それだけ動揺しているのだろう、いったい何事だろう？


    「ど、どうしたの──るるなたん？　ははぁん、愛の告白だね☆」


    「死ね。いいから、こっちきて！　早くっ、お姉ちゃん……！」


    　ほんきで怯おびえたような表情をする妹に、ただならぬものを感じてわたしは立ちあがる。


    　急いで、駆け寄っていく。


    　でも、わたしはちっとも焦あせってはいなかった。


    　ここは、平和で幸せな天国。


    『神々』がいない、不思議なことなんて何ひとつない、穏やかで優しい世界──。


    　今さら、わたしたちを悩ませるような不条理は、発生しないはずだった。


    　だから、日常的な些さ細さいなことかと、思ったのだ。


    　野良犬でもいたのかな、ぐらいの感覚で──妹に、そっと歩み寄って。


    　何気なく、その視線を追って。


    　わたしは、それを目撃した。


    



    
      ＠　＠　＠

    


    



    　わたしより背が高いるるなちゃんの肩越しに、そっと顔を覗のぞかせて──。


    　わたしは、それを見た。


    　目を丸くし、唖あ然ぜんとするしかなかった。


    　平凡な一軒家たる我が家の庭に、不自然なものが生えていた。


    　地面を突き破るようにして顔を覗かせているのは、巨大な岩石──に見える。


    　否いな、それは岩のように偽装されたおおきな乗り物の先端のようだった。


    　核ミサイルみたいな厚ぼったい流線形の物体で、その周囲に岩が藤ふじ壺つぼみたいにごつごつと貼りついている。


    　何これ。


    　るるなちゃんは青ざめて、震ふるえている。


    　怪奇現象など一切なくなったこの楽園で暮らして、もう五年である。


    　久しぶりすぎる異常な事態に、わたしたちは咄とつ嗟さに反応できなかった。


    　悪夢みたいに、現実感がなかった。


    　その巨大な岩だか乗り物だかは、徐々にせりあがってくる。


    　そして、その胴体のいちぶを、扉のように展開した。


    　歪いびつな機械音を響かせて、おおきく開いた扉の向こうから──。


    　息継ぎをするみたいに「ふうっ」と艶なまめかしい声をあげて、顔を覗のぞかせるものがいる。


    　姿を見せたその人物は、突っ立っているわたしたちを不満げに眺めて。


    　優雅に、髪をかきあげた。


    「何よ、ぼけっとしちゃってさ。もうちょっと面白いリアクションしなさいよ馬鹿みたい、朝だからって寝ね惚ぼけてるんじゃないでしょうね？」


    　ぷりぷりと怒りながら、踏ふん反ぞりかえっている。


    　開口一番、ここまで高飛車に振る舞えるひとを──わたしは、他に知らない。


    　こんな破天荒なひと、天国みたいなこの世界にはいないのだ。


    　それは当然──懐かしいわたしの友達、蝦え怒ど川がわ情雨じようちゃんである。


    　彼女は年相応に成長し、さらに麗うるわしい美貌となっている。


    　伸びた髪の毛はむかしのように子供っぽく結わえることなく、奔ほん放ぽうに解き放たれている。


    　と思ったら遮しや光こう器き土ど偶ぐうみたいな髪留めで髪の先端あたりをゆるく結わえており、彼女はまだ、過去を完全に捨て去ったわけではないようだった。


    「情雨ちゃん──」


    　わたしはどう反応したらいいかわからなくて、ただ立ち尽くした。


    　世界が、天国と地獄にわかたれて──『神々』と人間が棲み分けを行い、すべてが切り替わってしまってから。


    　最初のうちは、わたしと情雨ちゃんは肩を寄せあって暮らしていた。


    　当然、自分に黙って勝手にすべてを決めた『神々』に情雨ちゃんは不満たらたらで、怒りくるって抵抗し、何とか終わってしまった物語にまた関わるために努力していた。


    　ようやく仲良くなりかけていた、かがみ──そして他のみんなと、もっと楽しく暮らしていけそうだった矢先だったし。


    　情雨ちゃんは納得せずに、愛いとおしい非日常という名の日常を、取り戻そうとしていた。


    　こんな、なまぬるい楽園は情雨じようちゃんには不足だった。


    　彼女は、平凡な生活など望んでいなかったのだ。


    　情雨ちゃんは苛いら立だちをぶつけるように、わたしに八つ当たりしてさんざん大おお喧げん嘩かをして、そのうちわたしに幻滅したように立ち去ってしまった。


    　わたしだって哀しかったし、また邪や神がみ三姉妹やお兄ちゃんと会いたかったけれど、さんざん自分の無力さを思いしっていたわたしには──。


    　情雨ちゃんのように、がんばることができなかった。


    　せめて『神々』の犠牲を無駄にしないように、彼女らが望んだように健すこやかに生きるのがいいのではと、思ってしまったのだ。


    　情雨ちゃんはわたしに唾つばを吐きかけて、どこかへと出しゆつ奔ぽんして。


    　二度と、戻ってこなかった──はずなのだけど。


    　五年ぶりに、再び顔を見せたと思ったら、いったい情雨ちゃんは何をしているの？


    「ふん。諦あきらめが悪いのが、あたしの長所よ」


    　情雨ちゃんは女王様のように傲ごう岸がんに言い放つと、堂々と胸を張った。


    　そして、こちらに手を差しのべてくる。


    　彼女は、活力のかたまり。


    　未来へ向かう、推進力そのものだった。


    　その生き様に寄り添って、引っぱられて、元気と勇気をもらって──。


    　わたしは何度も、苦難を乗り越えられた。


    　むかし、高校生だったころのわたしは。


    　情雨ちゃんは、わたしがやりたいことを、率先してやってしまう。


    　わたしの理想の、女の子。


    　憧れの──きらきらと輝く、希望そのものだった。


    　でも、霊能力を失い、ただの一般人になってしまったわたしたちに……。


    　今さら何ができるっていうの、情雨ちゃん？


    　諦めずにがんばって、それでいったい何が変わるっていうの？


    　わたしたちのために犠牲になった『神々』の顔に、泥を塗るだけじゃないの？


    「しけたツラしてんじゃないわよ、それでもあんたはあたしの宿敵なの？」


    　この楽園では、空虚なその言葉を──情雨ちゃんは、はっきりと口にした。


    　もうそういう夢みたいな、馬鹿みたいなことを言ってもしょうがないんだよ。


    　奇跡もなく、不思議なこともない。


    　安全だけど退屈な日常のなかで、わたしたちは生きてるんだ。


    　わたしたちは、おとなになってしまったのに。


    「…………」


    　項うな垂だれて何も言えないわたしを、情雨じようちゃんは苛いら々いらしながら見て。


    　その背後に鎮座する岩のような乗り物のようなものを、誇らしげに示した。


    「これは、あたしがママの技術とかを懸命に受け継いで、がんばってつくった真・殺せつ生しよう石せきゴーレム！　いわば自立稼働する宇宙船よ……！」


    　どうだ、と見せびらかしてくる。


    「ママはどうぶつに戻っちゃったからコミュニケーションとりにくいんだけど、『これであってる？』『こんな感じ？』とか聞けば頷うなずいたり首ふったりはしてくれるし、それで何とか研究を進めてどうにか完成させたのよ──五年もかかっちゃったわ、青春をほとんどぜんぶ費やしちゃったわよ！」


    　それは、どんな血のにじむような努力だっただろうか。


    　わたしが諦あきらめて、泣き暮らし、怠たい惰だに生きている間にも──情雨ちゃんは、この輝かしい宝物のようなひとは、意地になってしゃにむに抗あらがっていたのだ。


    　勝手に押しつけられたハッピーエンドを、全力で否定していたのだ。


    　それはとっても情雨ちゃんらしい──がんばりやさんの彼女らしい、生き様だった。


    「これで、理論的には地球のあったはずの位置まで飛べるはずよ。宇宙人も見つけて捕獲して研究に付きあわせたし、たぶん絶対にだいじょうぶ！」


    　どうも、この楽園──天国の創造には、宇宙人が関わっていたらしい。


    　まぁ、ひとつの広い世界をいちから用意するのはたいへんだが、あの超科学力をもつ宇宙人たちが手伝っていたならむべなるかな、という感じ。


    　たぶん、たまが「一生のお願い！」とか言って頼んだのかな。


    　宇宙人はわたしたちの慣れ親しんだ神話云うん々ぬんとはまるで異なる次元の存在みたいだから、日ひ留る女めちゃんを惹きつける霊力も用いずに、『神々』みたいな奇跡も起こせたのだろう──。


    　などと、わたしは何となく推測した。


    「もちろん、どんなトラブルがあるかはわからない──飛び立った瞬間に大爆発して宇宙のスペースゴミデブリになるかもね？　霊力がなくなったあたしたちには、『神々』の加護はない。奇跡は起きないわ、でもだからって諦めるほどあたしは物わかりがよくないのよ！」


    　情雨ちゃんは何もかも気に食わないという表情で、わたしを睨にらみつける。


    「あんたは、どうなの？」


    　そして、問いかけてくる。


    　高校生だった、あのころのように。


    　わたしたちがまだ、非日常のなかにいたころのように。


    「これで納得すんの？　めでたしめでたしだって、思うの？　こんなのが結末でいいの？　みんなのおかげで助かりました、平和になりました、あとはのんびり幸せに暮らします、いつまでもいつまでも……ハッピーエンド♪　って、ふざけんじゃないわよ！」


    　情雨じようちゃんは不意に切れると、顔を真っ赤にして怒鳴った。


    「あたしは絶対絶対絶対、認めない！　許さない！　こんな結末は断固として拒否よ！　大団円っていうのはねぇ、こういうんじゃないわよ！　みんな笑顔で勢せい[image: ]ぞろいしてピースサイン☆　ってのが、そうでしょ！　これは、こんな結末は──そうじゃないでしょ！」


    　そうだ。


    　わたしの部屋に置かれた写真には、空白がある。


    　そこにいたはずの、大好きなひとたちのほとんどは──この天国、と名づけられた平和な場所にはいない。


    　ほんとは、みんながそこにいてほしかった。


    　笑顔で、いっしょにいてほしかった。


    　それがほんとのハッピーエンドだ、わたしだってそう思うよ。


    　でも、これで納得するべきなんだ。


    　これがベストじゃなくてもベターな結末なんだ。


    　そう思いこんで前向きに生きていくことが、わたしたちにできるぜんぶなんだ。


    　わたしは、傍かたわらに立っている妹を眺める。


    　るるなちゃんは──ただ、じっとわたしを見ている。


    　わたしの結論を、待っている。


    　誰かに無理やり責任を負わせることは、もうできない。


    　わたしは、おとなになってしまった。


    　誰かに引きずられるままに、生きていいわけがなかった。


    　自分で決めて、自分で選ばなくちゃ。


    「わたしは──これで『めでたしめでたし』にするべきなんだと、思うよ」


    　わたしは情雨ちゃんのほうへ、歩を踏みだす。


    　情けなく肩を落とし、妹の手をひいて。


    　非日常をまだ色濃く残した、わたしの友達へ。


    　無限に広がるきっと過酷で不ふ可か思し議ぎで、でも尊い未来へと。


    　輝かしい天国のなか、自分の意志で歩きだす。


    「わたしたちが幸せに、平和に暮らしつづける、生きていく──それが、わたしたちの大好きだったひとたちが望んでくれたこと。命懸けでつくりあげてくれた未来。だから受けいれるべきなんだ。わたしたちがそれを否定したら、あのひとたちが何で犠牲になったかわからない。だから納得するべきなんだ、これでいいって思うべきなんだ」


    　それでも。


    　わたしは全力で、心の底から叫んだ。


    



    「納得──できるかぁぁぁぁああああああああああああ!!」


    



    　そのまま、わたしは妹を引っぱって、情雨じようちゃんのもとへと駆け寄る。


    　その勢いのまま、懐かしい情雨ちゃんの胸元に跳びこんで、抱きついた。


    　夢中で。


    　高校生のころに、子供のころに戻ったみたいに──必死で、主張した。


    　泣き叫んで、駄々をこねた。


    「嫌いやだ！　みんなとお別れなんて嫌だ！　こんなのちっともハッピーエンドじゃない！　これでぜんぶお終しまいだなんて納得できないよ！　かがみ！　たま！　つるぎ！　お兄ちゃん──みんな！　会いたいよ、みんなに会いたいよ！　いっしょに生きていきたいよ！　こんな天国も平和も幸福もぜんぶ、いらない！　おおきなお世話だよ、糞くそ食くらえだよ、つまんないよ哀しいよ寂しいよこんなの嫌だよ……！」


    「そう──」


    　情雨ちゃんは、びっくりしたようにやや後ずさりながら。


    　微ほほ笑えんで、抱きしめてくれた。


    「それでこそ、鎖さ々さ美みさんよ」


    　情雨ちゃんはそのまま、わたしたちを宇宙船の内部に導いてくれる。


    　されるがままになりながら、るるなちゃんはすこし困ったように、引っくりかえって目を回しているお父さんを見る。


    　そして、ちいさく申し訳なさそうに頭をさげて、わたしにそっと寄り添った。


    　最終戦争において、幼すぎて──未熟すぎて、おおきな役目を果たせなかった。


    　それが、るるなちゃんにはすこし心残りのようだった。


    　わたしは妹と、友達と、もうすこしだけ──がんばってみよう。


    　すべての未練を、鬱うつ屈くつを、吹き飛ばすために。


    　わたしたちは、再び物語を始めよう。


    　押しつけられたハッピーエンドに唾つばを吐きかけて、うすら寒い平和な日常に後ろ足で砂を引っかけて、旅立とう。


    　その先に何が待ち受けているのかは、まだわからないけど。


    　未来のために。


    　明日のために。


    　みんなと笑顔で迎えられる、最高のハッピーエンドのために。


    



    　がんばるよ。


    
      了

    


    


  



  
    



    


    あとがき


    



    　こんにちは。日あ日き日らです。


    　ずいぶんご無ぶ沙さ汰たしてしまいましたが『非』日常系『物語』と『世界』の終末（？）『ささみさん＠がんばらない』第十一巻をお届けします。


    　あとがきのページ数がシビアなので大急ぎで説明しますと、『三年生編（あるいは『月つく読よみ日ひ留る女め編』）』のクライマックスにして、『終末編（あるいは『破壊神編』）』の終局、そして『ささみさん＠がんばらない』という物語のひとつの結末になります。


    　これで物語に幕を引くのもうつくしくてよいのかな、とも思いますが鎖さ々さ美みさんが「納得できるかーっ！」な感じのようですし、個人的にも基督キリスト教をまだまだ語り尽くせてはいないので（今回はほんのわずか、表層を撫なでただけ）あとすこしお付きあい願えたら。


    　謝辞です。過去最大の苦労をかけてしまった担当の星野さん、絶妙かつ美麗なイラストでひとつの世界に有終の美を飾ってくれた絵師の左ひだりさん、漫画やアニメなどのメディアミックス関係の皆さま、そして応援してくださっている読者の皆さまに感謝を。


    　めでたしめでたしハツピーエンドのあとの物語を、『がんばらない』でまいりましょう。


    



    
      日日日

    

  



  
    日日日


    Akira


    



    アニメや漫画がわりとシリーズ初期のお話なので、そちらに登場しないるるなちゃんとかの書きかたを忘れかけておりました。公式ＨＰ「あたしら憂鬱中学生」http://id37.fm-p.jp/213/atashira/
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